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はしがき

本統計研究参考資料No.９９に収録する論文一温海燕氏の「中国国家統計局『都市家

計調査』の家計収支項目分類の変遷に関する研究一市場経済の進展とのかかわりで－」

は、温氏が、昭和女子大学大学院で２００７年度の修士論文として箸されたものである。

本研究所は、研究所の所蔵する中国関係統計資料をも利用されたこの論文に以下の点

で注目した。

第一に、中国国家統計局の都市における『家計調査』である『都市家計調査』に注

目して、その前身である】956年の『職工家計統計』までさかのぼっている｡これは中

国の家計調査統計の研究として重要である。

第二に、温氏は、収支項目分類に注目してその変遷を追っている。中国の『都市家

計調査』による中国の都市住民の生活分析は多く行われているが、その前身にもさか

のぼって、収支項目分類の変遷をたどった研究は中国本国をふくめて無いといえよう。

そして収支項目分類は、国家統計局の家計調査の発展史の一環をなす。さらに、この

収支項目の変化は、いうまでもなく市場化の進展の中での都市住民の生活様式の変化

を反映したものである。

第三に、温氏は、『都市家計調査』の示す統計値によって、筒単にではあるが、中国

の家計収入の格差を見、中国と日本の収支の比較を行い、さらにハルビン市でのイン

タビュー10事例によって、家計収支の実態把握を試みられている。

以上を通じて、研究所は、この鏑文は、中国の家計調査自体の研究、そして住民の

経済生活の把握のために熾重であり、統計研究参考資料に収録するに値すると評価し

た。鱸戟を許諾された昭和女子大学大学院生活機榊研究科に感謝したい。

修士鎗文は､Ａ4版で香かれているが､本資料に収録するにあたって､Ｂ５版に縮小した。

論文には、冒頭に要旨が、そして参考・引用文献のあとに謝辞が掲戟されている。謝辞は

そのまま、また要旨はその後(､81-84ページ)に収録した。

さらに、論文には、資料として学会報告の全文やパワーポイントが収録されていたが、

これらはカットした。

なお、捻文のサイズを縮小したため、原資料の家計調査票の表紙や内容の写真（本文

pp､12-18、写真１．１～1.21）はみにくくなった。そこで、これら写真を、より大きなサイ

ズにして、８５ページ以降に収録した。

さらに本捻文の最亜要の表である表３．２(３４ページ)も念のため１０２ページに再褐した。

本資料が中国統計の研究、また中国家計の分析等に有効に利用されることを期待したい

２００８年１０月２０日

法政大学日本統計研究所
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凡例

＝

１．本鶴文中の注，引用文献，図及び表の表示は，社団法人日本家政学会縞築の『日本家政

学会麹執笠要領（2005年９月１０日改正）Ⅱ法に準じた．ただし，本文中の引用文献

の中国人名はフルネームで，日本人名は姓のみ轡く．例：伊藤（1973)，温海燕（2007）

2．《》は，中国脂の単行本および法律名，制度に付す記号である．“，'は特定の単語

に付す紀号である．

３．本蹟文中で，城鎮とは，中国の市賊）と町（鏡）のことであるが，日本語では便宜上

・都市と訳す．

4．本文および図表中の中国露からの邦訳は温海燕による．なお，複数のネイティブチェッ

クを受けたものである．
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序章本研究の問題意戯・目的・研究方法・先行研究

序章本研究の問題意職・目的・研究方法・先行研究

1．問題意識

2007年１０月１５日の中国共産党の第１７回党大会で，胡錦漉総轡記（国家主席）が中国

は「経済力は大幅に向上し，人民の生活は著しく改善された」という政治報告を行った．

政治報告で胡錦祷は，今後５年間，党・国家は貧困や環境の問題に配慮しながら持続的な

経済成長を目指す「科学的発展観」に基づく政治政策を強綱した．さらに，経済成長を優

先した結果，深刻になった環境汚染や格差拡大などのひずみを解消し，「和譜社会」（調和

のとれた社会）の実現を目指すと述べた．

現在，中国は2008年の北京オリンピック開催を目前に控え,国際社会に通用する国家作

りを目指し，都市環境の整鮒に力を注いでいる．中国においては，1978年の改革開放経済

移行以降，社会主義の市場経済化に伴う経済環境の急激な変化により，日本とは比べよう

もないほど人々の生活も短期間に急激に変化した．その結果，資本主義経済の国々が抱え

る多くの生活問題が現在の中国の問題として浮上している．

中国社会は，少子高齢化の到来，社会主義の市場経済化に伴う格差等多くの生活問題を

抱えると同時に，生活様式の急速な変化が進み,新たな生活福祉の課題も注目されている．

また，この過程でアジアの資本主縫先進国日本とモノ・ヒト・サービスの交流も深まり，

中国社会の変化は両国間の社会経済や生活様式に大きな影響を及ぼしている．

このような中で，私は，激変する中国の生活問題や生活様式の推移を明らかにし，そこ

にみられる特徴を研究したいと思った．

しかし。この分野の先行研究は非常に多く，ここで独自性を出すことはとても困難であ

った．そこで，まだ誰も新手していない中国の家計統計そのものに注目することにした．

人々の家計状況は人々の生活の現状を示している.中国の1,78年の改革開放経済移行以

降,国民の生活問題がどう変化したかを把握するため，中国政府の生活関連統計を収集し，

日本と比較しながら分析することは，中国の生活問題や生活様式の推移を明らかにするに

は有効である．そこでまず，これまでの中国国家統計局の家計鯛査の収集に着手し，その

分類項目の変遷を追い，その変遷が中国の経済政策とどう対応するかを調ぺることとした．

２．本研究の目的

上に述べた問題意織の元で，本論文の目的は以下の３点を明らかにすることである．

第１に，中国国家統計局の「都市家計調査」で用いる現金収入項目分類の変遷を追い，

中国の改革開放から社会主溌市場経済への変遷が，どのように収入項目分類に反映してい

るかを検討することである．

第２に，中国国家統計局の「都市家計調査」の支出項目分類の変遷と中国の市場経済の
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進展の度合いと関連していると思われる．その特徴はどのように支出項目分類に影響をと

らえることである．

第３に，実際の家計統計数値とハルビン市での事例調査によって実際に中国都市住民の

生活実態から，特に支出項目の意味をさぐることである．

以上の３点を明らかにしたうえで，今後は生活様式の変化を研究していきたいと考えて

いる．

3．研究方法

研究方法として，中国国家統計局が生産する1,55年から2005年までの家計統計を基礎

資料とする1.加えてこれらの統計の裏づけとしてハルビン市に限定し独自の少数事例イン

タビューを行った．

4．先行研究

中国の家計調査についての，あるいは家計調査を用いた日本賠で密かれた先行研究は，

1980年代後半からみられる．1987年にすでに経済学者中村（1987）の「中国の家計と生活

水準」があり，199ｏ年代には，家計統計に注目した九州大学中国経済研究会の鄭偉東z・

松川（1991）の「中国の家計鯛査」や，王勝今・早瀬保子らは（l”4）「中国の都市人口と

生活水単一涛陽・長春・ハルビン」の中国東北部三大都市の生活水準に関する調査したも

のと経済統計学を専門とする川副(1”4,1198)の中国の家計鯛査方法鶴に関するもの,(財）

家計経済研究所(1998)の大規模な中国都市生活の調査研究,それと関連する劃散文(1918）

の中国の第９次５カ年計画（1”6-2000）と国民生活に関するものがある．

2000年代に入って，中国の国民の生活水準や消費に関する関心はますます高まり，キ可隆

（2003)，何立新（2004）をはじめ，お茶の水女子大学２１世紀ＣＯＥプログラム「ジェンダ

'使用した資料は，①1955年の《全国職工家叶囲査方案（部内文件･注意保存)》（中華人民共和国国家統

計局幅115s),②《"六五"期間我国城銃居民家庭収支翻査資料》(国家統計局城市抽出翻査総隊imil988)，

③《全国城銃居民家庭収支1UBI壷資料》（国家統計局城市抽様詞査隊緬1987)，④《中国城鎮居民家庭収
支圏査資料》（国家統叶局城市社会経済四通総屑騨日1988-1”3各年)，⑤《中国物価及城鍍居民家庭収支

、､壷統計年娃》国家統叶岡城市社会軽済四五総Hib囲（I99eZOOS各年)，《国家統計調査制度》〔非市販品

／部内資料〕（中華人民共和国国家銃叶局2003)，⑥《中国城鉱住戸田正手冊》〔非市販品／部内資料〕

（国家銃計局城市社会経済tiM査司IZl2006a），⑦《中国城市（餌）生活与価格年匿》（国家統計局城市社

会経済囲査司煽2006B)である②は1981年から８５年まで，③は1987年，④は1988年以降の調査結果
が得られる．ただし，④は１”６年から中国価格統計資料を合併して⑤の《中国価格及城鎮居民家庭収

支闘査統計年l匿》と名称を変え，このときから，実際の鋼五年とその結果を報告する年鑑の年名称が１

年遅れる．なお，私は１，８６年と1114年の醐査報告を入手していない．１９８６年については，沮海燕が

再三中国国家統計局へ問い合わせたところ,照査は実施されたが部内資料として白表紙本のままであり，
報告書は公表されていないことがわかった．ｌ”４年については，まだ不明であるが本穣の展開には筆

し障りはない

2以下，文献に関する箇所は，中国人名はフルネームで，日本人名は姓のみ密<、
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_研究のフロンティア2006年」には「家族・仕事・家計に関する国際比較：中国パネル調

査」の報告や，実際に中国の家計鯛査を使用した家計格差分析が行なわれるようになった

（朱最2006,2007,劉家敏2006，みずほ総合研究所2006,経済産業省２００６：129-137,

王文亮2006,2007)．株式会社サイパープレインズ中国事業部の中国主要17都市消費・生

活実態調査レポート2005年という中国人20代,３０代男女を中心として調査したものがあ

る．

同じく中国における先行研究は，中国国家統計局財貿組（1981）の職工家汁潤査中の抽

出調査方法の利用，日本の総務庁家計調査の翻訳紹介が王玉祥（1188）によってなされて

いる他，1910年代末の奈特，李実，超人伶の中国都市賃金と収入格差の分析および中国都

市の貧困の増大とその原因について李実(2003）の鎗文がある．２１世紀に入って,栃宜勇・

辛小柏(2002)の中国現在の収入分配柵造および発展趨勢の餓文や,王朝明・申暁梅(2005）

の中国２１世紀都市反貧困戦略研究に関するもの，戸嘉瑞(2005）の中国都市居民消費柵造

の研究，丹泥児（2006）の中国現在の貧困層の研究や,､尹恒・李実・邪曲恒（2006）の中

国都市個人収入の流動性に関する研究および鄭功成（2006）科学発展と国民生活の調和の

とれた社会についての研究がある．

５．本鐙文の繍成

第１章では，「中国国家統計局『都市家計調査』について」と題して，中国の「都市家計

鯛査」の沿革，調査対象の避定・調査内容，調査結果表および製表の特徴，収支項目変遷

の概略を述べる，日本の家計調査と比較するため，日本の2005年の現行の家計調査も取り

上げる．

第２章では，「中国国家統計局『都市家計調査』の収入項目分類の変遷」と題して，１９５５

年から2005年までの中国国家統計局の｢都市家計調査｣で用いる現金収入項目分類の変遷

を追い，中国の改革開放から社会主義市場経済への変遷が，収入項目分類にどう反映して

いるかを検討することである．

第３章では，「中国国家統計局『都市家計調査』の支出項目分類の変遷」と題して，１９５５

年からZoo５年までの支出項目分類の変遷と中国の市場経済の進展の度合いとの関連性を

分析し，その特徴がどのように支出項目分類に影響をしているかをとらえることである．

ハルビン市でのインタビュー事例闘査を加えて，支出項目の意味をさぐる．

第４章では，「中国国家統計局『都市家計調査』結果の実際の数値を用いた検討」と題し

て，実際の家計統計数値を用いて中国都市住民の収入源泉，支出，格差問題などを取り上

げる．日本の収支項目分類との比較を行う．

第５章では，「ハルビン市におけるインタビニー調査」と題して，ハルビン市での事例調

査による実際の中国都市住民の生活実態を明らかにする．
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Ｌ中国「家計調査」の沿革一《全国職工家計調在方案》から「都市家計鬮査」への流れ

中国国家統計局による家計調査は都市と農村を分けて行われている１．本研究は都市に限

定されることをお断りしておく2．中国国家「家計調査」の沿革・対象・内容は，日本の家

計調査年報各年にみられるように常に報告番に掲救されているわけではない．本章では，

《全国職工家計調査方案3-1955》，《中国統計年鑑-2006》，《国家統計調査制度-2003》，《中国

城鎮住戸調査手冊-2006》，中国国家統計局ホームページ，その他，入手可能だった中国国家

統計局の内部資料によって叙述する．

中国国家「家計調査」は，①1156年～1965年の（職工家計統計`)，②1966年～1977年空

白期,③1978年～1183年回復･準備期,④1984年～《城市住戸調査制度》と発展してきた．

上記①の資料は，内部資料で公表されておらず，報告響がだされたかどうかも不明であ

る．当初報告書は全く入手は困難であったが，２００７年３月に私がハルビン市統計局を訪問

して，部分的に入手することができた５．

①の1956年の家計調査の対象は，２７都市の国営と公私合営の工業で働く労働者，技術者

及び職員6,000世帯で，調査世帯の抽出方法は，工業部門の類型別比例と無作為抽出による

２段階に分けている．記入方法は，第１に，「家庭収支登記簿」に調査対象世帯が毎日記入

する．第２に，「職工家計世帯整理表」に，家計調査員が調査対象世帯を訪問して聞き取っ

て記入する第３に，「食堂報告表」というものがあり，選定された職工家計調査企業の所

属食堂が食品の消費量を記入する．

②は文革期に当たる．中国国家「家計調査」は，この文革期の中断後，③の回復・準備

期の最中，1980年４月の《国務院[1980]８７号》に基づいて再開され，④へと発展した．結

果は，1981年から公表され始める．現在，行われている中国国家「都市家計調査」は1984

年からの《城市住戸調査制度》に基づくものである．１９８０年の調査は，４７都市，9,000都

市労ｉｉｉ者世帯を対象に行なわれたが,幾度かの改正を経て,2005年は,全国226都市,25,000

世帯を調査標本として選定している6．

’1956-65年までは全国の職工を対象に行なわれていた（後述)．

２農村については「農村住戸調査制度」がある．これは，農村住戸鋼査は全国7,100以上の村，68,000世帯

を選んで，隅査している．農村居民の現金収入と支出，実物収入と支出は記根簿に記入する．他の調壷

内容は季末あるいは年末に調査風が鋼査世帯を訪問して，Ｍ１き取りで記入する．中華人民共和国国家統

計局ホームページ１uttpwwwWslals,EovLcuU（2006年11月１０日アクセス)．
］方案とは，方法についてのかんがえ．

４この間「大躍進」運動と自然災害の影響で1960年，1961年，一時中止した．

ｓ中国は文化大革命の影響で古くて貴亜な資料が失われた.私は,何度も中国統計局に国際電話をかけて，

質問したが，明砿な回答が得られなかった．2006年10月，ハルビン統計局に趣話して，ハルビン市の
「都市家計調査」の責任者劉可さんと連絡を取った．今回入手した資料は，劉氏が個人的興味で保存し
ていたコピーをいただいた物である．

６地方によっては，国家統計局のliHI査に加えて独自に綱正数を墹やしているところもあり，それを加える

と約５万世帯となる．
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2．「都市家計調査」の対象の選定・調査内容

都市家計調査対象は中国都市に暮らしている全世帯である７．具体的には，次の通りであ

る．

１．戸籍は当該都市常住非農業世帯．

２．戸籍は当該都市常住農業世帯．

３．戸籍は非当該都市にあるが，当該都市に半年以上住む非農業世帯．

４．戸癖は非当該都市にあるが，当咳都市に半年以上住む農業世帯．

調査対象は単身世帯（集団寮に住む単身世帯を除く）および固定住宅を持つ流動人ロ8世

帯も含む．

現行の都市家計調査内容は，家族櫛成，職業，現金収入，現金支出，主要商品鱗入額，

家屋の状態，耐久財保有量等である（国家統計調査制度2003：389)．

中国の国家「家計調査」は，国務院直轄中国国家統計局を実施局として，国家統計局一

省（自治区・直轄市）社会経済調査隊一調査サンプルとして抽出された市・県調査隊一統

計調査員一調査世帯，という流れに沿って行われる．

調査対象となる都市の標本は，屑化多段階で抽出される．具体的には，まず，都市の規

模によってすべての省（市）の都市を三つの層に分ける．第２に，各層の人口が省（市）

のすべての人口に占める割合によって各層の標本数を決める．第３に，就業者の１人当た

り年給の商い順から並べ，各都市の人口数を累計した後，ランダムにスタート点を選び，

等距離に標本を抽出する．

調査世帯の選定は，二段階に分けて抽出される．第一段階は，抽出単位としての調査住

宅の選定であり，これは多段階抽出法で行なわれる．特大９，大都市では三段階抽出，中小

都市と県では二段階抽出である．調査員が，選定された住宅に住む住民の人数,就業者数，

収入などの資料を集めて，これに基づきグループ分けする．調査住宅は３年毎に選定され

る．第二段階は，調査世帯の選定であり，第一段階で抽出された調査住宅のグループに比

例した確率比例抽出によって調査記帳世帯として選定される．その中，３０％以上の調査記

帳世帯は，小分類の消費支出項目の購入数と金額を記入する．他は，中分類の消費支出項

目を記入する．調査記帳世帯は１年に３分の１を交替し，３年間で全部更新される．記帳方

式は調査内容による日々の記入と，年一回記入方式とを結合している．収入と非消費支出

内容は世帯成員別に記入され，消費支出は世帯単位で記入する．記帳に困難がある調査世

帯は，調査員が替わってこれを記入する．記帳期限は前月２１日から，当月２０日までであ

71184年には,調査対象をそれまでの都市部労働者世帯から,都市部在住の非農業戸籍者世帯に拡大した．
また，2002年以降，都市部（鎖を含む）居住者を対象に調査を行うようになった．

Ｇ都市戸籍は持たないが正式な手腕を経て都市部に移動している人口．彼らの大部分は都市戸籍を持つ
人々が就きたがらない低賃金の仕事の需要があるので，政府から承認を得ている．

９特大都市とは，都市非農業人ロ100万人を増える都市である，その中非農業人口200万人を増える都市
は超特大都市といわれる，例：北京，上海など．
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る゛調査員は月二回,調査世帯を訪問する.記帳簿は月一回収集する．選定世帯の調査協

力費は月１０元10程度である．この協力費は各地の現状により異なり増加の傾向がある．

調査票及び各収支項目の内容例示は，日本の家計調査のように，２００５年まで年報の後に

付されていない11.

3．調査結果表・｢都市家計調杢」（2005年現在）の製表の特nｋ

調査結果表は，①「都市住民世帯櫓成基本情況調査表｣，②「都市住民世帯家屋の状態基

本燗況調査表｣，③「都市住民世帯職業情況調査表｣，④「都市住民世帯耐久財保有量調蚕

表｣，⑤｢都市住民世帯現金収入と支出調査表｣，⑥｢都市住民世帯消費支出調査表上⑦｢都

市住民世帯食品消費綱査表｣，⑧「都市住民世帯非現金（実物とサービス）収入調査表」の

８つの表で表わされる．①，③，④，⑤，⑥は，月報と年報，②，⑧は年報のみ，⑦は３

年に一度報告される．

中国国家「家計調査」の製表の特徴にふれておく．年報2005年版（2004年調査）を例に

とれば，内容は「価格闘査」と「家計収支調査」の部分に大きく分れている．後者は，全

国と省.自治区，直轄市に分かれて製表されている．

本論文は全国家計収支項目を直接の対象としているので，全国の製表をみると，実際の

数値，構成比および時系列変化を示す表からなる．調査結果の示し方は，①調査世帯属性

に続いて，実際数値で，②現金収支実額，③消費支出実額の順であり，④同構成比，⑤鱗

入主要商品数量，⑥同保有撞が示されている．すべての表は，可処分収入'27分位階級に分

けていることが第一の特徹である．すなわち，低い方から商い方へと１０％（日本でいう第

１分位，以下同，中国ではうち下位5％を「貧困層」として区分)，１０％（Ⅱ)，２０％（Ⅲ)，

20％（Ⅳ)，２０％（Ｖ)，１０％（Ⅵ)，１０％（Ⅶ）という順に並べている．この７分位での製

表が，中国の家計格差を示すものとして，多方面（例えば朱歴2006,2007：236-236,240,

王文亮2007）に利用されている（図1-1)．

また家計調査の数値は，年間１人当たり単位'3で製表される（日本の家計調査は世帯・月

単位)．

R02007年５月３０日為替レートにより１元で約日本円で１５円である.

Ｈ１従って2005年以前のものを私は別途入手した。また，膨大な阻交風の手引きも入手している゛

U2可処分収入＝世帯収入総額一所得税支出一個人保障費支出一IiW狂協力費

1ｺこの点について，温海燕は，2006年７月２８日，中国国家統叶局都市社会経済姻在総隊都市世帯i､査科
程学実隊長に電鯖で質問した．回答は，】人当たりで出すことで，国民の平均生活水車の変化を把掴す

ることができるし，社会経済的指楓と比較するとき１人単位は簡単で，便利であるとのことであった．

－６－
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そのうち5％を｢貧困層｣と呼ぶ

出所：国頭統叶岡城市社会経済田査司担(ZOO6a)《中国城市（領）生活与価裕年蛭》より作成

図1-1年間可処分収入７分位グループ（分組）

4．「都市家計調査」の収支項目分類の変遷-1181年からZoo5年までⅡ

収入，支川の分類は1,81から2005年までの25年で多くの変化があった．特に第６次５

カ年計画（'981-1985）の終わりの1985年，第７次５カ年計画（'986-1,90）中の1,88年，

第８次５カ年計画（'991-1995）中で改革開放の加速・社会市場経済の確立をうたった１９９２

年，２１世紀に入ってから定められた第１０次５カ年計画（Z00I-2005）中の2002年の家計調

査では，新設，廃止，名称変更，再登場など大幅な変更がみられた．中国国家家計調査の

項目分類は中国国家政府の経済体制の変遷とともに変化していった．その変化を，順を追

ってみていくことにするが，本章では収支項目分類に注目する（表1-1)．

'01,55年の収支項目については後述する

－７－

↓

第Ⅶ分位最高収入層１０％

第Ⅵ分位高収入厨１０％

第Ｖ分位中等以上収入層２０％

第Ⅳ分位中等収入闇Ｚ0％
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表１－１中国国家統計局「都市家計調査」の収支項目分類の変遷

｡｡

６．５計画（1981～1985）期 ７．５計画（1186～990）期

1,81年 1982年 1983年 19脚年 1985年 1987年 1988年

－､実収入
1.全国職工.I賃金
(1)標準賃金
(Z）武与
（３）その他
ﾕ集団職工.｡賃金
うち:賞与

ﾕその他勤め先収入

うち：（生活）困難補助
4.個人労働者収入
5.その他労働収入

6.家族扶養・受贈収入
7その他収入

二､実収入以外の収入
うち:預貯金引出

三､実支出
L生活費支出

ﾕ家族扶饗・寄贈支出
ユその他

四､奥支出以外の支出
うち:預貯金

五､繰越金（）駅者補足

－．実収入

動ら:経常収入
L全国職工賃金
(1)標鋼賃金
(2)賞与
（３）超過出来高質金

(4)その他賃金・手当
Z築団職工賃金
うちＩ
(1)賞与
_(21超過出来高賃金
3.その他勤め先収入
うち:生活困難補助

4.個人労働者収入
5.その他労働収入

6家族扶義・受臓収入
7.その他収入

二､実収入以外の収入

三

うち:預貯金引山
､実支出
]・生活費支出
２.家族扶饗・番IMi支出
3.その他

四､実支出以外の支出
うち:願貯金

五､繰越金

－，実収入

うち：経常収入
1.全国職工賃金
(1)標準賃金

(2)賞与
（３）超過出来高賃金
(4)その他賃金・手当
(5)その他

2集団職工賃金
うち：
(1)賞与
（２）超過出来高賃金
3.その他勤め先収入
うち:生濫圃難補助

4.個人労働者収入
5.その他労働収入
`家族扶蕊・受剛収入

諜慧l欝睾金
9.鬮査協力費
10.その他収入

二､実収入以外の収入
うち:預貯金引出

三､実支出
1生活費支出
ﾕ家族扶饗・寄HW支出
3.その他
四､実支出以外の支出
うち:預貯金

五､繰越金

一､実収入

Ⅱ全国職工賃金
(1)標準賃金
（】）時間賃金

（z）出来商賃金
うち:超過出来高賃
金

(3)各種賞与
(4)各種手当
(5)その他
ユ典団職工賃金
うち：
超過出来商賃金

各租賞与
各糠手当

ﾕ職エその他勤め先収
入

うち:生活困難補助
4.個人労働者収入
5.その他労働収入
6.憲族扶養収入
7-受R目収入
8.財産売却収入
，下宿人支払い金
１０餌査樫力費
11.その他収入

二､実収入以外の収入

うち:預貯金引出出
癖
獺
辨
蠅

華
生
家
寄
そ

、
■
■
■
〔
β
』
句
巳
］
▲
回
『

一一一

,生活費支出
家族扶養支出
､寄贈支出
､その他

四､実支出以外の支出
うち:預貯金

五､織越金

■■■■

ｂ

■■■■

､

収入総麺
実収入

fi鑑驍鵠
｢、~FR軍掴睡蜀
(1)時間賃金
(2)出来高賃金
うち:超過出来鰯賃金

垈側⑤⑥

団職工賃金

□而雨凰爾F覇
うち:超過出来商賃金
（２）変動賃金
_(３１蹄
(4)谷態篝延些
(5)各種手当

（６）その他
エその他勤め先収
入

うち:生活困難補助
人労働者収入
の他労働収入

`退職者収入

うち:箪額収入
族扶饗収入

賭収入
亜売却収入

1ｕ下宿人支払い金
11綱査協力費
1ユその他収入

二､実収入以外の収入

－

－

￣

1.預貯金引出

2互助会費取金
2』佳金
4.貸金回収
5.その他

､実支出
1.生活費支出
族扶養支出

3.番Ｎｉ支出
4.その他

四囎奥支出以外の支出
１.預貯金

Z互助会費入金．
華[鐘
金返劃

－，収入総額

うち:生活費収入
1.全国所有制職エ．'賃金
(1)標準賃金
(2)変鰯賃金
(3)鯖負契約収入
(4)賞与
(5)各趣手当

(6)その他
ﾕ築団所有制職工．z賃金
(1)標準賃金
（２）変動賃金
(3)繭負契約収入
(4)賞与
(5)各種手当

(6)その他
ﾕ職エその他勘め先収
入

うち:生活困難補助
4.個人労働者収入
5.その他労働収入
6.退職者収入
うち:差額収入

7.家族扶養収入
8.受贈収入
Q財産兜却収入
１０.下宿人支払い金
11.鯛壷協力費

】２.その他収入
二､実収入以外の収入
1.預貯金引出
2.互助会費取金
ユイｉｆ金
４貸金回収
5.その他

三､支出総璽
三､実支出

L生活費支出
ユ家族扶養支出
a寄贈支出
４.その他
囚､実支出以外の支出
1.預貯金
2.互助会醤入金
3.貸金
4.惜金返還
5.その他

五､繰越金

Ｉ

（

￣

■■■■

（

:簗i鵠閻＆額
うち:生活費収入

1全国所有制職工貸金ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

ｌ
２
３
４
５
６

ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ

標地賃金
喪勘賃金
鯖負契約収入
各\且賞与
各稲手当

その他賃金収入
団所有制職工賃金

(1)標準賃金
(2)蕊励賃金
(3)請負契約収入
(4)４ｉＩｍ鷲与
(5)各租手当

(6)その他貢金収入
a職工その他勤め先収
入

うち?生湊鬮確補助
人経営労働者収入

具退職後継i現就労収入
6.その他Hf粟収Z、

の他労働収入

a財廟収入
，移儘収入

(1)家族扶養収入
（２）週塵金
_G1価格補助
(4)その他移転収入

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

ｌ
２
３
４
５

ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ

受鯛収入
下宿人支払い金

鯛査協力費
財産売却収入
その他特別収入

5．他の保険取金
‘有価鉦券売却

ﾕ魁鐘

入

8銀行からの住宅亘一ン
，その他実収入以外の収
入

豊凶鶏；額
L生活費支出
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《･

出所：①《"六五,､期間我国鱗鎮居民家庭収支調査資料》（1981～85のデータ)，②《全国城鏡居民家腿収支調査資料》（1987)，③《中国城鎮居民家膳収支ＩＭＩ査資料》（１，８８～l”])，④《中国物価及城顛居民家歴収支調査統計

年鑑》（l”6～2005)．⑤国家統計局械市社会経済鋼査司網（2006）《中国城市（鎖）生摺与価格年匿》，⑥総務省統計局ホームページ（hⅡp:ﾊﾞﾉwww・slaI・gOjlydaWk日kciﾉindex､htmZOO8年】月１０日アクセス）平成１９年１
月改正による．楓海燕，仮邦訳作成

技術的法：①｣986年及びI,鋼年鯛在を掲載した中国の報告香なし〔聞き取りによると艶袈せずとの二とＬ
②.収支項目分類に変化があった竿のみ記範．

③新股:例｡経常収入,廃止：例,経1W収入,名称変更：例,生活困雌補助,復活:例,I原晒Y鰯ヨ
④消費支出部分は1,81年から2001年まで「城市居民家廃生活費支出」として「別讃」に褐戦されていた．２００２年から包含された．

用語解醜：．Ｌ「全国職工｣「全国所有制職工｣「国有経済単位職工」とは国家行政機関の職員と非営利事業団体の職員及び国有企業の職員である．国有企業とは，資産所有楢達国が有する経済組織を指す．『中華人民共
和国企業法人壁醗管理条例』に基づき，丑録した非会社制の経済組織および行政機関，非営利事業団体も含まれる．退職して再就職したものを除く．

・ユ「典団職工｣，「蝿団所有制職工｣「襲団経済単位職工」とは資産所有樋が集団に有り，『中鑪人民共和国企業法人遜録管理条例』に基づき，壁録した経済組織の職凰．退職して再就職したものを除く．
●３．「その他経済賦位」は国有･襲団所有部門に含まれていない経済組織のことで，株式会社，有限会社，外資会社，合作会社等，登録した経済組織を指す．用旙解説は何立新（ZOO４，５６）参照．

５.その他
玉､繰越金

ﾕ非消費支出
（１）ロニンギ'1壬玄型
（２）偶上所得税支出
（３）その他税金
(4)家族扶養支出

_(§）保瞳支出
（６）その他非消費支出
a特別支出

(1)寄附支出

+;}-需瀧i護山
(二）実支出以外の支出

6有価証券峨入
71予約贈入

8.銀行企らの住宅ローン
返還

９．その他実支出以外支出
三､繰越金
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表１．１続き

験竜：ﾛｽⅨlHZ玉JUlE

］
。

８．５計画（1900～I”S）期 ９．５叶痢（1996～ZOOO）期 10.5叶画（2001～2005）期

)｡”年 l”Ｚ竿 1”７年 2002年 ZOO5年 瀞考：日本収支項目分顛
￣僅僅入金
二､現金収入
(－）収入健額
うち:生活費収入

1.全国所有制職工賃金
（１）標醜貸金
(2)変動賃金
(3)舗負契約収入
(4)各稲賞与
(5)各翻手当
(6)その他賃金収入
ユ無団所有劇職工賃金
(1)槻噸賃金
（２）蜜動賃金
（３）副食契約収入
(4)各翻賞与
(5)各穂手当
(6)その他賃金収入
ユ職工その他勤め先収入

4.個人経営労働者収入
5.退職者継続就労収入
6.その他就業収入
7その他労働収入
ｕ財駈収入

9.移犠収入
(1)家族扶養収入
(Z）退職金

（３）優格補助
(4)その他移OER収入
ID特別収入
(1)受附収入
(2)下宿人支払い金
(3)綱査協力費
(4)財産兇却収入
(5)その他特別収入

(二)奥収入以外の収入

１
２
３
４
５
６
７
８

､fli貯金引出
､互助会費取金
ｲｉｆ金

､貸金回収
､他の保険取金
､有価征券売却
掛金
､銀行から住宅ローン
,その他実収入以外の収入

三.現金支出

(－）支出総額
１帥r法缶脊H1

－､ｌｉｂ入金

二.可処分収△
三.現金収入

｢r＝ﾃﾖ廟『ﾌﾟﾛ
(－）収入総額
うち:生活費収入
L全図所有制職工賃金
(】）撫噸賃金
(Z）変動賃金
(3)鏑負契約収入

詮
(〕）各樋賞与

(4)各種手当

_〔,）盛案収入
（６）特別手当

２.狼団所有欄職工賃金
(1)標準賃金
(Z）変動賃金
(3)鏑fh契約収入
応､孫『詞

(3)各剋賞与
(4)各穏手当

（５）残業収入
（６）特別圭当

］その他所1㎡鰯轍工iH金
うち:賞与
工その他勤め先収入

人0臣営者収入

０１個人会社か_らの収入
７，退職者再就案収入
の他就業収入

，その他労働収入
１０財産収入

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

ｌ
２
３
４
５
６
７
８

Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
！
！

退職金
衝格補助

家族扶養収入
受附収入
下宿人支払い金
調査協力費
財産発却収入
その他特別収入

12-内職Hll藁収入

(1)時IIll賃

（２）出来両

（２）出来瓜賃金

－，繊入金

二､可処分収入
三.現金収入
(－）実収入

うち:生活費収入

L国有経済単位庫ェ・I収入

鍵
討器鑑織
うち:賞与

工・2収入

喧工.)収入

４職工その他勤め先収入
4.蝿人経営者収入
5-個人会社から収入
‘退職者再眺窮収入
7繧その他耽難収入

8その他労働収入
，財鹿収入⑪
。
刃
移
⑪
却
却
⑪
⑩
。
刀
鋤

Ｉ
Ｉ
ｌ
０
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
く
ｌ

ｌ

利子

株式魎当金
その他財亜収入趣 入

退職金
魑格繍助
家峡扶鶴収入
受IHI収入

下宿人支払い金
醐査協力費
財亜売却収入
その他

11.内職lHll業収入
(二）実収入以外の収入

】・預貯金引出
ユ互助会費取金
ユ借金

４貸金回収
5.他の保険取金
6.有価証券売却
7.掛金
８銀行からの住宅ローン
9.その他実収入以外の収入

四゜現金支出
(－）実支出
l禰費支出

－.織入金

ＥＴ置幕冠７(圃
(－）典収入
うち:可処分収入
(－）勤め先収入
】塞期収入及び特別手当

(晉塾;鵜l學△
(三）財駈収入

1利子収入
ﾕ株式Ｈ２潤金

ij塞鐙
塾潔鍾哩込
`窯形財駈収入

７．その他Ⅲ,士収入
(四）移転収入
l年金あるいは辿騒金
ﾕ価格補助

鑑響…
4弁償金
且保険収入

うち:失案保険
族扶饗収入

７．受贈収入
8.下撤人支払い金

,催宅賦立食;Uｈ
１０鋼査協力費

]ｌその他鱸移収入
ｌＬ内職､l藁収入

三､財函売却収入

四

1薫風売却収入

２その他

､翼収入以外の収入
l預貯金引出
助会費取金

２.肪金
3.貸金回収
４他の保険取金

伍遜灘犯却

収投資金
金
毛ﾛーン

型竺
墾2

－ン

rローン

10二その他ローン
]Ｌその他実収入以外の収入

－．繩入金

二､世帯収入総額
うち:可処分収入
(－）勤め先収入
1.定期収入及び特別手当
ユその池労働収入
(二）噸薬収入
(三）財麗収入

１
２
３
４
５
６
７

､ｷﾞﾘ子収入

､株式醗豐金
,保険取金

､投資収入
､家賃収入
､爲形財産収入
.その他財産収入

(四）移イゼ:収入
１
２
３
４
５
６
７
８
９

､年金あるいは退騒金
､社会的扶助金
,解厩金
,弁愉金
､保険収入
うち:失業保険
､家族扶鍵収入
.受11H収入
､下而人支払い金

､住宅積立金引出
10飼迩鰹力費
11その他移転収入

三.財産売却収入

L家殿売却収入
ユその他

四､実収入以外の収入

I,Yli貯金引山
zjli金
ﾕ貸金回収
4他の保険取金
乱有侭肛券轟却
6回収投資金
７．住宅ローン

8.自動IILローン

9.敏育ローン
１０その他ローン
11.その他実収入以外の収入

五・世帯支出総額
(－）消費支出
うち：

1.食料
ﾕ被HHおよび胴物

受砿

実収入

支払

経営収入
勤め先収入
世帯主収入
うち男
定期収入
臨時収入

賞与
世帯主の配偶者収入
うち女

他の世帯F1の収入
駆業・内職収入

家賃収入
他の聯婁収入
内暉収入

農林漁業収入
他の経営収入
財亜収入
社会保障給付
仕送１０金

特月ﾘ収入
受闘金
その1111

実収入以外の受取
預貯金引出
保険取金
有僅歴券売却
土地家屋催入金
他の楢入金

分割払購入ＩＩＴ入金
一括払購入|ｉｆ入金
財産売却
その他

機入金

実支出

消費支出

食料
住居

光熱.水道
家典・家噸用品
被服及び願物
保健医擬
交通・通伯

教育
教饗娯楽
その他の消費支出
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】
。

２非消賓支出

(1)ローン利子支出
(Z）個人所１９税支出
(3)その他税金
(4)家族扶養支出
(5)保険支出

(6)その他非消費支出
ﾕ特別支出

(1)寄臨支出
(2)住宅購入支出
（３）その他特別支出

(二）実支出以外の支出
l預貯金
2.互助会費入金
ﾕ貸金
4.借金返還
５．１１回の保険金支出

6有価証券購入
7.予約購入
8.銀行からの住宅ローン返通
，その他実支出以外支出

四､織越金

！

二）実収入以外の収入

１
２
３
４
５
６
７
８
９

Jli貯金引出
,互助会費取金
(勝金
､貸金回収
,他の保険取金
,有価証券売却
掛金
､銀行からの住宅ローン

,その他実収入以外の収入
四､現金支出

｢7=７－翼ﾗﾋﾟ画
(－）支出総額

L消費支出

l生活費支出
ﾕ非消費支出
(1)ローン利子支出
(2)個人所得税支出
(3)その他税金

(4)保険支出
(5)家族快饗支出
(6)寄贈支出

（７）住宅酎入･亜璽支出
(8)その他非舸貸支出
u内職lWI業支出

ユ特別支出
(二）実支出以外の支出
1.預貯金

Z互助会費入金
〕貸金
4借金振週
３.他の保険金支出

6有価証券鯛入
7.予約贈入

8銀行からの住宅ローン返還
，その他実支出以外支出

五､繰越金

2非消費支出
(1)ローン利子支出

(2)個人所得税支出
(3)その他税金
(4)保険支出

(5)家族扶養支出
(6)寄贈支出
（７）住宅購入・建築支出
(8)その他非消費支出
ユ内職副業支出
(二）実支出以外の支出

１.預貯金
2.互助会費入金
3.貸金
4.借金返還
5.他の保険金支出

6.有価証券麟入
7.予約鰡入

8.銀行からの住宅ローン返通
9.その他実支出以外支出

五､繰越金

臣､世帯支出i:陞璽
(－）翼支出

(－）消費支出

L童魁
ユ被Ni唾iよび履物
ﾕ家具・家膳用品および修繕
4.医撒保健

５.交通･in傭
qi5j【青・数鐘鍵ﾘビ
エ｣苫屋
８その他消費支幽
３.内職風l業支出
(二）住宅醜入・建築支出

Ｌ住宅購入
2趙纂支出
（三）移Q臆支出

1.個人所得税支出
ユ寄鋪支出
a宝且_l2EHA

4-家族扶養支出

§童鎧型=空…
うち:自動iI[保険支出

6.その他移鰭性支出
(四）財巌支出

１非生寵性ローンの利子支出
ユその他

（五）社会保障支111
1.個人年金支出

Z.個人住宅積立金支出
a個人医擦費支出

窯i舗篭艤護kI，
六､実支出以外の支出
１.預貯金
２.互助会費入金
２.貸金
］借金返還

４.他の保険金支出
５.有価旺券購入

篭鶚雲藷
７．予約鱗入
８自動虹ローン返還

9.教育ローン返還

+鵠:纏う壷i霧
七.繰越金

支出

ユ家具・家腿用品および修鶴
4.医療保健
5.発通．i､償

6.教育・戦養娯楽
7.住居
ａその他消費支出
(二）住宅購入・建築支出
L住宅嚇入
2.建築支出
(三）移極支出
l個人所得税支出

２.寄贈支出
3.宝くじHjU入

4.家族扶餐支出
うち:子どもへの送り金

5.保険支出

うち:自動蝋保険支出
6.その他鱸移憧支出
(四）財産支出
L非生産性ローンの利子支出

2.その他
(五）社会保障支出
l個人年金支出

２.個人住宅積立金支出
3.個人医療費支出
4.個人失業保険支出
5.そのllh社会保障支出

六,実支出以外の支出
1.預貯金
ﾕ貸金
Ⅲ借金琿還
4.他の保険金支出
5.有価証券既入
6.その他投資支出

7.住宅ローン返還
8自動血ローン返還

，.教育ローン返還
10その他ローン返還

11その他実支出以外支出
七繰越金

非淵費支出
直接税
社会保険料

他の非消費支出
実支出以外の支払
預貯金
保険掛金
有価証券購入
土地家騒借金返還
他の借金退避
分割払HH入借入金返還
一括払購入(llf入金返通

財産購入
その他

鞠越金



第１章中国回京佳叶周「都市家計飼査」について

5．《全国職工家計鋼在方案》および「都市家計調査」の翻査票（1955,2005,2007）

調査票に関しては，次の三時点のものが入手可能であった．すなわち，第】に，1955年

１１月中華人民共和国国家統計局で制定された，内部文件・注意保存という注意醤きのある

《全国職工家計調査方案》（1956年調査で使用)，第２に，ハルビン市社会経済調査隊制の

2005年使用の｢城鎮居民家庭生活調査日記帳｣，第３に，国家統計局黒施江調査総隊が2007

年から使用している「城市居民家庭生活情況調査票」である．以下，それぞれの調査票を

紹介する．

（１）１９５５年の鋼査察

１９５５年の調査票は《全国職工家計調査方案》（写真1-1）中に含まれていた．「方案」の目

次は写真1-2,写真1-3の通りである．家計調査票は写真1-2の中の目次の，二）「家庭収支

登記純」として現れる．それを写真1-4を示す．具体的な調査票の内容を写真】-5から写真

1-9まで示す．
〉
”
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“
－
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写真1-2《全国職工家計砥在方案》目次（１）写真1-1《全国職工家計鯛盃方案》表紙

－１２－



第１章中国国家統計局「都市家計飼査」について

『『一一一←■
》》》一一

■
画

一》》 》一一『薇
★
★
★
★
★

●

■●－－.＊坪●

写真１４「家庭収支登記簿」の表紙写真1-3《全国職工家計調査方案》目次（２）

現金吐入

囚01-1

１
１
】
凸
８
１1AA鉛釣

'蝿$的｜金
1－－－－－－

|公|私|Fill･Ｉ苑

鰹１日
０

９，期

Ｂ
ｃ
０
Ｂ
ｃ
ｃ

－
分

極
一
Ｍ什賤吐入Ｉ止的1k人 脇撚

写真1-5「家庭収支登記簿」現金収入調査票

鍵会支出
画０２－２識乘 茸に|詩：

曰
・
刺

０
１
１
１
１

四
母

可:h言|““女lｆＩＵｎｐ

写真1-6「家庭収支登記簿」現金支出調査票

ゴ
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第１軍中国国家佳叶風「都市家Hf凹査」について

現金牡支輪作
鋼OＪ－３

－

７
牧人

斎.lTT;百｢ﾗi￣
･日 期

ドイ“１３３４５
月

写真1-7「家庭収支登記鰯」現金支出結存jiu査票

作現金耽入

円01-Ｊ

に｜・玉

■
９

仗
仕

;“入駒‘｜…㈱

写真1-8「家庭収支笠記鰯」非現金収入調査票

伯怠腿鋒楡

ppqⅡ－５
￣

Ⅱ「

写真1-9「家庭収支挫記簿」その他記入事項

（２）2005年の家計票

2005年に使用した「城鏡居民家庭生活調査日記帳」の調査票は合計11頁ある．「城鎮居

民家庭生活調査日記帳」の表紙を写真1-10に示す．具体的な調査内容は。「現金収入」（写

真1-11)，「現金支出」と「実物収入｣（写真1-12)，「食品支出」（写真1-13)，「居住･医療保

健・交通通伯･娯楽教育など支出」（写真1-14)，「被服･用品類商品支出」（写真1-15）であ

る．その中に「食品支出」の項目は「米」という項目をはじめとして62項目である．

－１４－
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写真1-10「城賦居民家庭生活調査日記根」

の表紙

写真１－１１「城賊居民家庭生活刷査日妃根」

の現金収入１９W査栗

の■２■●■。堂

写真1-12「城航居民家庭生活囲査日記根」の

現金支出囲査票

写真１－１３「城賊居民家庭生活四在日妃根」

の食品支出四査票
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奴■,円＆貝回凸及ら功■月五山
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写真1-14「城鎖居民家庭生活願査日記帳｣居住・
医療保健･交通通個･娯楽教育など支出

『城鎖居民家庭生活綱査日記桜」

の被服など調査票

写真1-15
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第１車中回国家統HflIil「卸市家叶田変ｊについて

（３）2007年の家計蕊

2007年から使用している「城市居民家庭生活情況調査票」は表紙（写真1-16）を含めて

合計23頁ある．鯛査察の様式は以下写真を示した通りである．「世帯粟」（写真1-17)，「耐

久財と非現金収入」（写真1-18)，「現金収入表｣（写真1-19>，「賃金から天引きの社会保障

費支出」（写真1-20)，「現金支出表」（写真1-21）と「家計調査中の問題と意見」である．

そのうち，「現金支出表」のみを５頁から２１頁まで示す．
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第1章中国国東統計局「都市家計調査」について

⑭←●▲｡
坐２分＋いめ的色ケ佇坤▲_凸

０

写真1-20賃金から天引きの社会保障費支出

６．日本の総務省統計局家計翻査について

写真1-21現金支出票

これまで，中国の「全国職工家計調査方案｣，「都市家計調査」によって中国の家計調査

を見てきたが，日本においては，総務省家計調査があるので，それと比較するために，以

下総務省統統計局のホームページ（hMpWwwwstat・gojp/Uala/kakei/index・htm2008年１月１０

日アクセス）からダウンロードして日本の家計調査の概略を述べる．

（１）国立の目的

家計閥査は，国民生活における家計収支の実態を把握し，国の経済政策・社会政策の立案のための基礎

資料を提供することを目的とする。

（２）田壷の対象

家計阻査は，学生の単身世帯を除外した全国の全世帯を調査対象としている。なお，下記に掲げる世

帯も世帯としての収支を正碗に計ることが離しいことなどから除外している。

（１）料理飲食店，旅館又は下宿屋（寄宿舎を含む）を営む併用住宅の世帯

（２）賄い付きの同居人がいる世帯

（３）住み込みの営業上の使用人が４人以上いる世帯

（４）世帯主が長期間（３か月以上）不在の世帯
（５）外国人世帯

（６）その他
（３）閏在世薪の選定

家計鋼査は標本隅査であり，届化３段抽出法（第１段一市町村，第２段一単位区，第３段一世帯）により

世帯を選定している。

市町村の抽出の仕方は次のとおりである｡都道府県庁所在市及び人口100万以上の市については各市を

１層とし49園に分けた。その他の市については「平成１２年国勢調査」の結果に基づき，地方，都市階級

に分けた後，

（１）非農林漁家世術数比率（二人以上の一般世帯数に対する非農林漁家世帯数の割合）

（２）平成７年～平成１２年の人口増加率

（３）人口梨中地区人ロ比率

（４）産業的特色
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第１章中国国家BEgf周『都､冠;EDf国立」について

を零画して７１厨に分けた。また，町村部は，地方で分けた後，(1)地理的位股（海沿い，山地等），(2)非
農林漁家世帯数比率，(3)人ロ増加率を用いて，計48屑に分けた。このようにして分けられた全国計1“
層の各層から１市町村ずつ抽出した。

田在世帯数の割当て

Ｔ４Ｊ田

Ⅲ

※１Ｍ身世帯については，寮・寄宿舎単位区として上記のほかⅡ２単位区72世帯を関交している。

次に，各囲査市町村内を「平成１２年国勢IDU在」のliU査区を基に，llU鉦区をZ1mi査区ずつまとめて単位区

とする。

函査貝は'１人で２単位区を受け持って，それぞれの単位区の全居住世諦の名簿を作成する。指導貝は

その名師を基に，二人以上の世帯については各単位区の田査対象世帯の中から６世帯を，単身世帯につい

ては交互の単位区から１世帯を無作為に週定する。

なお,lid査叫1位区は，１年llUi劃寵してlmU在し,毎月１２分の１ずつが新たに週定した単位区と交替する。

詞五世帯は，二人以上の世帯については‘か月，単身世帯については３か月1劃寵して関在され，IUi次，新

たに選定された世帯と交替する仕組みになっている。

単身の寮・寄宿舎単位区については，１１M位区から３か月ごとに６世帯を抽出し，３か月継親して四正

する。

（４）詞在本項

勤労者Ut帯及びiii労者以外の世帯のうち無職世帯については，日々の家叶上の収入及び支出が，個人営

業世帯などの勤労者以外の世帯(無職世帯を除く）については,支出のみが｢家計節｣により測迩される。

世帯及び世帯員の瓜性，住居の状態に関する本項等は，すぺてのiiIl五世帯について「世帯栗」により因

査される。すぺての調査世帯について，妃入開始月を含tF過去１年間の収入が「年間収入四在票」により

飼査される。また，二人以上の世帯に対して，貯蓄・負債の保有状況及び住宅などの土地建物の購入計画

について「貯蓄等岡査察」により囲査される。

家叶簿，年'15収入囮査察及び貯蓄等IDU恋粟は，19町五世帯が妃入する自計申告により，世帯粟は，胴査貝

の質問副査による。

（５）画査の時期

囲査は毎月実施する。
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第１車中回国１５m史叶周「都､奪肝因査」について

(6)寅在の方法

凹査は次のような流れで行われている。

O蝕務省統計局

(1)田査察の段計，囲査方法
などの企画・股叶，囲査

地域の週定

↓

(7)囲杢結果の典叶・公表

↑

(2)INH査貝の適任・指導，
関五世帯の週定

↓

(6)碩査票の提出・駐理

↑

閥査貝

(3)圏査地域の世帯名簿の作成，
圏査の依HSH・囲査粟の配布

↓

(5)調査票の回収

Ｔ

面5覇

(4)剛査票（家叶簿など）の妃入

（７）結果の公表

二人以上の世帯の図査結果は,主に｡地域･世帯･収入区分ごとに１世帯当たり１か月間の収支金額(品

目別では購入数量を含める。）にまとめ，原則として，ＷＵ査月翌月末に農林漁家世帯を含む結果（速報）
を，その１週間後に農林漁家世帯を除く結果（速報）を公表し，その約１か月後に「家計四壷報告」（月

報）を刊行する。さらに，年平均（品目別は年叶）の結果をまとめた「家叶囲査年報」を翌年６月ごろに

刊行する。

また。ｕＱ身世帯及び総世帯の家計収支に関する結果並びに二人以上の世帯の貯蓄・負俄に関する結果を

四半期ごとに公表する。

（８）国立の沿革

戦後の家計囲杢は，昭和２１年７月に始められた『消費者価格凹査」から発展したものである。「消費

者価格囲査」は都市に居住する単身世帯を除く非農林漁家世帯を対象として，日々の買物について，そ

の価格，鱒入数且，支出金額を咽在したもので，収入に関しては，この田査からは得られなかった。昭和

25年９月からは，家叶の収支両面が把握できるように改正し，名称も２６年11月から「消費実態調査」

と改めた。また，昭和28年１月には囲査方法と費目分類も若干改正し,名称も２８年４月から「家計舸査」
と改めた。さらに，昭和37年７月には,従来の卿盃対象が28都市，約4ﾕ00世帯で，その母集団地域が

24年４月現在の市制施行地（現在の人口５万以上の市にほぼ見合う。）に限られていたのを改め，母』１１

団地域を全国に，翻査対象を168市町村’約8,000世帯に拡大するとともに，刷査方法も若干改正した。

沖HUIULの家計鋼査は。昭和47年７月から開始したが，４７年中の全国典叶にはこれを算入しないで別途
染肝を行い，４８年１月分から全国狐叶に算入した。

た,昭和56年１月からは収支頃目分類を大棡に改正した｡改正の主たる内容は,消費支出の５大費目分類

を10大費目分類としたことである。このため，従来の５大費目分類による結果は，５６年１月以降一部の

項目を除き接銃しない。そこで、新収支項目分類の結果の利活用を図るため，年次については昭和38年

以降，月次については４５年以降の基本的な結果を新分類に組み替えて作成し，その主要な結果について

は，「昭和38年～55年の家計一新収支亜目分類による遡及結果」に褐戦してある。

平成11年７月からは農林漁家世帯を卿査の対象に取り込み，１２年１月から，それまでの「農林漁家世
帯を除く」染計に加え，「農林漁家世帯を含む」JIL計も開始した。

平成１４年１月からは，四垂対象を単身世帯を含む約9,000世帯に拡大した。また，二人以上の世帯で

は，食料品の巫斌の囲査をWU五開始からlか月115のみ行う方法に変更するとともに，新たに貯蓄・負憤の
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第１車中国国家統叶周「邨市家計函査」について

保有状況及び住宅などの土地Hk物の鴎入叶画に関する調査を開始した。これに伴い，単身世帯収支四正及
び貯蓄動向囲査を唾止した。

ｏ平成１５年１月からの亜粟分類の変更について

日本標甲産業分類の第１１回改BTに伴い,家計鋼査の産業分頚を平成１５年１月から以下のとおり変更し

た。

平成１４年１２月まで

建股業

図透筵

唾気・ガス・熱供給・水道案

運輸・通伯粟

卸売・小売業，飲食店

金融・保険業

サービス業

公務

その他

平成１５年１月から

建殴案

製造業

情報通個案

運輸粟

卸売・小売業

金融・保険業

飲食店，宿泊業

医療．柧祉

教育。学習支援粟

他のサービス業・

公務

その他．．

・他のサービス業・・・複合サービス卒業及びサービス業（他に分類されないもの）

・・その他・・・展粟，林業，撞業，鉱案，冠気・ガス・熟供給・水道業，不動函案及び分類不能の産業
（９）国立の法的根拠

家叶餌査は，国が行う正要な統計繭査として，統計法に基づく指定統計第５６号を作成するための固査

に指定されている。具体的な卿在方法は家計刷査規則（昭和50年総理府令第７１号）によって定められて

いる。

７．まとめ

本章では，中国国家統計局の「家計調査」は，①1956年～1965年の（職工家計統計)，

②11“年～1177年空白期，③1178年～1,83年回復・準備期，④1984年～《城市住戸闘査

制度》と発展してきたことが明らかにされた.①の1956年の家計調査関連資料の入手は困

難であり，調査票のみ入手したが，中国の収入と支出の初期の分類項目を知ることができ

た．

資料が入手できた1181から2005年までの収入，支出の項目分類は,２５年間で多くの変

化があったことが示された．特に第６次５カ年計画（1181-1985）の終わりの1985年，第

７次５カ年計画（'986-1,90）中の1188年，第８次５カ年計画（1991-1995）中で改革開放

の加速・社会主義市場経済の確立をうたった１”2年，２１世紀に入ってから定められた第

10次５カ年計画（2001-2005）中の2002年の家計闘査では，新設，廃止，名称変更，再登

場など大幅な変更がみられた．中国国家家計調査の項目分類は中国国家政府の経済体制の

変遷とともに変化していった．
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第２車中回国家統計局「都市家計剛査」の収入項目分類の変遷

第２章中国国家統計局「都市家計調査」の収入項目分類の変遷

1．問題の背鑑一なぜ収入項目分類の変遷に注目するか

1990年代以降，欧米を先頭とする比較福祉国家論が展開され，２１世紀に入って，東アジ

ア諸国･地域の社会福祉戦略や社会政策の比較研究が盛んになってきた(例えば大沢編２００４，

社会政策学会編2006)．欧米福祉国家の多様性については，エスピンーアンデルセンの「自

由主義レジーム」「保守主義レジーム」「社会民主主義レジーム」という三つの類型で説明

されることが多いが，アジアの先進国日本はそれにあてはまらず，ましてや他の東アジア

諸国にあてはめることは不可能であるとされている．また，東アジア諸国の経済発展は「東

アジアモデル」と一括されることはあっても，福祉システムは「東アジアモデル」と一括

することはできない（上村２００４：35-37)．東アジア諸国の福祉システム，福祉戦略の独自

性と多様性をどう説明するかが議論されている(大沢編２００４：1)．東アジアという場合，大

沢は，北東アジアおよび東南アジアをさして広義に使用しているが，一般にまず韓国が（武

川・イュ006)，比較の対象とされ，そして中国が，注目されている．

その中国は，「福祉戦略上あるいは「社会政簾」を問題にする場合は，東アジア諸国の

比較の対象国に入るが,「福祉国家｣概念で比較しようとすることはできない.その理由は，

資本主義日本や韓国と異なり，中国は社会主義市場経済という他と異なる経済体制をとっ

ているので，社会保障や保健衛生サービスのどの国民福祉の増進を図ることを目的に掲げ

るというだけの一般的定義で，福祉国家概念を持ち込むことはできないからである．なぜ

なら福祉国家は歴史的には，第二次世界大戦後の英国や北欧諸国で資本主義的秩序を維持

するために発展し，社会民主主義的改良による場合も，社会主義経済体制との対抗関係の

なかで形成されてきたものだからである．しかし，その社会主義の本流，ソ連・東欧は完

全に社会主義を放棄して資本主義市場経済に移行し，ソ連・東欧とは異なる独自の社会主

義計画経済体制をとってきた中国は，競争原理の市場経済をその体制内に取り込むという

新たな政策をとるに至った．東アジア福祉国家に関する議論において，中国は，二重に（ア

ジアの社会主義国家であることと，社会主義計画経済に市場経済をとり込んでいるという

こと）特殊な位極にある1．

私は，こうした問題意識を日本で学び，中国国家統計局の家計調査資料に限定した議論

を展開する．その理由は，家計調査収支項目分類が，「福祉レジーム」類型とは一定程度関

係しているという色川（2003：136）の指摘に触発されてのことである．色川は，「家計収

支の特徴は福祉レジームそのものの－断面ともいえる」（同前）と書いて，日・米・韓・独

の家計調査を用いた研究を行っている．

ｕ主文完（zOO6a，ＰＰ,9-1Z）は，「中国は福祉国家になったこともなければ，いま現在,福祉国家に向かっ
て進んでいることでもない」として，中国は福祉国家を目指しているかといえば,状況はかなり微妙で

あるが，「中国は果たして福祉国家の道を避けて通れるか，はなはだ疑問である」と言っている．王の福
祉国家の定義や歴史認職が香かれていないので，深くは理解できないが参考までに引用しておく゛
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鋪２章中国国家綻叶岡「都市家計翻査」の収入項目分類の変遷

かねてより，伊藤は，日本の政府家計収支項目分類の変遷を追い（伊藤l973a，1973b)，「勤

労者世帯」の収入主体の，性別を問わない「世帯主」と「その妻」を同列に併記する分類

の矛盾を指摘し（Ito,Ishirol989)，家計統計の収入梢造部分にジェンダー視点を入れて分析

し，家計収入への妻の寄与率の増大を，妻の就業形態別に分析し，特に妻に勤め先収入あ

る「共働き世帯の家計」に注目して，労働力の「価値分割」を実証しようとしていた（詳

細は，伊藤１９９０：107-133)．それは，歴史的に，きわめて少しずつではあるが，男性世帯

主の勤め先収入家計寄与率に対して，配偶者（妻）のそれを高めていく傾向から「価値分

割」を把握しようとするためであった．

他方，ジェンダー瞼は家計の権力榊造という視点から，世帯内の夫妻の経済関係に注目

し，大沢は，maIebにadwimlerを，「男性稼ぎ主」という日本語で表して，「男性稼ぎ主型モ

デル」として福祉レジーム論と関わらせている．今日においては，こうしたジェンダーイ

デオロギーに基づく考えが主流であり，伊藤の「価値分割」実証的研究とはかみあわない

ままで議論は進んできている．

上記のような問題意職を持って，社会主義市場経済体制国家中国国家統計局の家計翻査

を用いたとき，何が明らかにされるであろうか．

社会主義計画経済を建前としていた中国は，１９７８年，改革開放経済に移行し，次第に市

場経済化を進めてきている社会主義市場経済（政治は社会圭義，経済は市場経済）を明

確化したのは1912年である．この経過の中で，国民の生活問題がどう変化したかを把握す

るには，中国政府の生活関連統計の収集，とりわけ，中国国家統計局の家計調査を収集し，

変遷を追い，その変遷が中国の経済政策とどう対応するかを検討する必要がある．

Z．《全国職エ家計調杢方案》の収入項目分類-1955戸55年

１９５５年から1965年の家計調査の収入項目は収支項目として明記されている文献はない

「現金収支バランス表」で見る限り，５大分類（1．繰入金，２．賃金，３．賃金以外の収入，

4．貯金引出・借金・貸金回収金，５．前月世帯員出張立替金返金z）であるが，「例示」では，

１８の収入項目にわけて税明している．すなわち，１．主な勤め先からの収入（貨幣および実

物収入)，２．主な勤め先以外の収入（貨幣および実物収入)，３．－吹的賞与，４．福利補助

金収入，５．労働保険金収入，６．その他機関･企業の収入（貨幣および実物収入)，７．手工

業生産合作社社員収入（公)，８．その他労働収入，９．中等・高等教育補助金，１０．学習補

助金（公)，11．犠牲者の弔慰・失業補償金，１２．保険金収入（公)，１３．農林魚業からの収

入，14．農林魚業からの実物収入，15．財産家賃収入，16．利子収入，17．その他収入，

18．貯金引出・借金・貸金回収である．

1155年の《全國職工家計調査方案》（1955,31-38）により表2-1を作成し，中国語のまま

示した．

｡原硲は「報告月前世帯成貝携出歓｣．ji5UOqにより推測して邦訳．
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館２章中国国家銃叶周「都市家計掴査」の収入項目分類の変遷

この表によって当時の収入分類の特徴は，収入の源泉を「公」と「私」の二つに分けて

いることがわかる．「公」とは国家機関，国家銀行，国営企業，合作社企業，公私合営企業

のことであり，「私」とは私営企業および個人経営のことである．

表2-1《全國職工家計調査方案》にみる収入項目一覧

Ｌ】ＩＬ金弓非皿企１１ｶ入１：M9plIll

出所：中華人民共和國國家統計局制定（1955）《全國職工家計鋼在方案》（非市販品／部内
資料）31-38頁より作成．
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3．「都市家計調査」の収入項目分類の変遷-1181-2005年

１１８１から2005年までの２５年で収入，支出の分類は多くの変化があった．特に第６吹５

カ年計画（1181-1985）終わりの1985年，７次５カ年計画（'986-1,90）中の1988年，第８

次５カ年計画（1991-1915）中で1992年改革開放の加速・社会市場経済の確立をうたった年

の１，９２年，２１世紀に入ってから定められた第１０次５カ年計画（2001-2005〕中の2002年

の家計闘査では，新設，廃止，名称変更，再登場など大幅な変更がみられた．中国国家家

計調査の項目分類は中国国家政府の経済体制の変遷とともに変化していった．

その変化を，順を追ってみていくことにする．第１章表1-1（本稿pp8-1l）に基づいて上

述する．

（１）準備期一第６次５カ年計画期前半

Ⅱ）1981年

公表された最初の1,81年調査では，収入は，日本の総務省統計局家計綱査と同じく「実

収入」と「実収入以外の収入」に大きく分かれている．その実収入はさらに７項目に分か

れ，まず第１に「全国職工賃金」が，第２に「集団職工賃金」が配伍され，以下が「その

他勤め先収入」等などとり出されている．「実収入以外の収入」は「預貯金引出」が問題に

されているだけである．

上記「実収入」の分類にみる「全国職工」とは，1987年調査以降「全国所有制職工」と

呼ばれ，1997年には「国有経済単位職工」とされているのと同じものであり，国家行政機

関の職員と非営利事業団体の職員および国有企業の職員のことである．国有企業とは，資

産所有権を国が有する経済組織を指す.｢中国人民共和国企業法人登録管理条例｣に基づき，

登録した非会社制の経済組織および行政機関，非営利率業団体も含まれる．

これに対し，「集団職工」（同じく名称を変えていく「集団所有制職工｣，「集団経済単位

職工〃とは，資産所有権が集団に有り，「中国人民共和国企業法人登録管理条例」に基づ

き，登録した経済組織の職員のことである．両者ともに一度退職してこれらの職工に再就

職したものは含まれない．

第３の「その他経済単位」は国有･梨団所有部門に含まれていない経済組織のことで，株

式会社，有限会社，外資会社，合作会社等，登録した経済組織を指すが，1981年代では，

きわめてマイナーであり，市場経済化に伴って比率を高める3．この頃は，中国では国有企

業と梨団企業しか存在せず，都市部労働者を100％就職させる就業体制があった．

２）１１８２年

これまで，「全国職エ貸金」が，「典団職工賃金」ともに「標準賃金」と「賞与」から成

り立っていたものに，「超過出来高賃金」が加わった．

３用賠解説は何立新（2004：５６）参照．
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第２軍中国国庫統計局「都市家計羽交」の収入項目分類の変遷

３）１９囮年

「実収入」が，これまで，労働の対価か，手当て・贈与的なものであったのに対し，項

目を増やして，直接労働とは関係のない収入，「財産売却収入」「下宿人支払い金」「調査協

力費」が入ってきている．

（２）第６次５カ年計画後半から第８次５カ年計画まで

１）1184年

この年の収入分類では，「標準賃金」が消えて「時給賃金」と「出来高賃金」に変わった．

もっとも翌1985年には「標単賃金」は回復しているが，社会主義計画経済下の生活保障給

的なものに揺らぎが生じていることの現れとも推測される.また,収入が１１項目に増えて，

これまで「家族扶養，受贈収入」と１本であったものが「家族扶獲収入」と「受贈収入」

に分かれて独立したのもこの極の収入が増えてきていることの現れであろう．１１８３年頃か

ら，労働に応じた配分ではなく，収入格差が広がり，持てるものは売却すぺき財産を売却

したり，別世帯となっている家族に扶餐すべき収入を与えたり，贈与する部分が拡大して

いく様が反映されているように思われる．

２）1985年

1985年，上述のように「標率賃金」という項目は復活したが，「時間賃金｣，「出来高賃金」

に廃止され，「変UMI賃金｣，「綱負契約収入」等，競争的要素が取り入れられたことを推測さ

せる収入項目がいっそう多くなる．また，「実収入以外の収入」が，「預貯金引出」以外，

この年はじめて，「互助会費取金」「借金」「貸金回収」「その他」を独立させたが，１９８７年

にはそれを撤回し，その翌年の1988年にはまた復活させている．

以上は《"六五"期間我国城鎮居民家庭収支調在資料》を用いて収入項目を追ったものであ

る．１９８６年については公表されていないので，私は１９８７年以降，《中国城鉱居民家庭収支

調査資料》各年によって変j畷を見ることとする．以下は，変更があった年のみ表に入れて

いる．

３）1987年

中国では，１１８７年から計画経済と市場経済の併用，国家が市場を調節し，市場が企業を

導くという計画経済と市場調節の結合の体制をとるようになった．家計調査の収入項目分

類をみると，これをどう反映しているであろうか．まず収入発生別労働者の呼称が「全国

職工」から「全国所有制職工」へ，「築団職工」から「集団所有制職工」へと変わる.この

年，上述のように1,85年に再分化した「実収入以外の収入」の項目が，元に戻って細分化

を廃止した．

４）1988年

これまで，収入分類の中で「個人労働者収入」として「実収入」の４番目にあったもの

が「個人経営労働者収入」となり，それに，「退職後継続就労収入」「その他就業収入」「そ

の他労働収入」「財産収入」「移転收入」と続き，「移転収入」が，（１）家族扶義収入，（２）
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退職金，（３）価格補助，（４）その他移転収入と細分化された．「価格補助」というのは新項

目である．また「特別収入」という項目を起こして，（１）受贈収入，（２）下宿人支払い金，

（３）調査協力費，（４）財産売却収入，（５）その他特別収入，の５つを括っている．

「実支出以外の収入」に関しては，１．預貯金引出，２．互助会費取金，３．借金，４．貸

金回収が復活し，さらに，５．他の保険取金，６．有価証券売却，７．掛金，８．銀行から住

宅ローン，，、その他実収入以外の収入,という項目が起こされたのである．この年，表中に

みられるように支出項目にも大きな変化があるが，ここでは立ち入らない．

５）1981年

１９８９年は，収入の冒頭に「繰入金」を入れる以外は，変わっていないその後数年間，

収支項目分類に変化は見られない

１９１０年代に入って，1992年は中国の経済政策改革にとって最も重要な一年であった．９２

年，邸小平が中国南方視察時の重要講話により中国の改革開放が加速されたのである．同

年，中国の第１４回党大会で，中国は，社会主義市場経済を宣言した．それに呼応するかの

ように都市家計の収支項目分類は改定された．

６）1992年

1992年の収入項目中にはじめて「可処分収入」という用語が現れた．「全国所有制職工賃

金」にも「集団所有制職工賃金」にも，「標準賃金」「変動賃金」「請負契約収入」という項

目はなくなり，（１）時給賃金，（２）出来高賃金，（３）賞与，（４）各種手当のほか（５）残業

収入，（６）特別手当という項目が登場する．「その他所有制職工賃金」「職工その他勤め先

収入」のほか「5．個人経営者収入」「6．個人会社から収入」「7．退職者再就業收入」が新

設され，「10．財産収入」が，（１）利子，（２）株式配当金，（３）その他財産収入，と具体的

細分類項目をもつに至ったほか,「12．内職副業収入」も項を起こしたのである．

その後，１”６年から中国価格統計資料を合併して《中国価格及城鎮居民家庭収支調査統

計年鑑》と名称を変え，このときから，実際の調査年とその結果を報告する年鑑の年名称

が１年遅れることに注意を要する．

７）１”7年

1987年に「全国職工」から「全国所有制職工」へ，「集団職工」から「集団所有制職工」

へとなった項目名称は，この年からそれぞれ「国有経済単位職工」「集団経済単位職工」「そ

の他経済単位職工」と，所有から経済単位へと視点の世き方を変える．前二者は，その内

訳を，（１）勤め先収入，（２）その他収入の２本立てとする．これが2001年まで続く．

(3)２１世紀の収入項目分類

新世紀２００１年から,中国人民の総体的な生活水準は「小康4」を実現したとして，中国の

Q中国政府がとりくんできた，国民生活の向上目標の第二段階をあらわす言葉．「小康」といは，「まずま

ずの生活レベル」（中進国レベル）のことで，2000年まで目標を基本的に達成したとしている．第三段

階は「富裕」（豊かな生活＝先進国並み）で２１世紀半ばまでとしている．詳しくは座間（2006：g2-9uI)．
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第１０次５ヵ年計画の実施に入る．北京オリンピックの２００８年開{随が決定，世界貿易機関

（ＷＴｂ）への加盟のため，経済政jlYを調整したのもこの年であり，ASEANと自由貿易協定

（EFT）に調印した．またこの年は，日中国交正常化３０年に当たる．・

２００２年には収支項目分類の大幅な変更がみられた．収入項目中に「国有経済Ⅱ１位｣「典

体経済単位」ような分類項目名称は廃止され，（－）勤め先収入，（二）邪業収入，（三）財

産性収入，（四）移帳収入に４分された．この段階で，収入項目分類から，社会主挺計画経

済的な用語は姿を消し，日本の総務省統計局家計調査とほとんど変わらぬものになったと

いっても過言ではない．（－）勤め先収入は，Ｌ定期収入および特別手当と２．その他労働

収入からなり，（三）財産性収入は，従来の１．利子収入，２．株式配当金に加えて．３．保

険取金，４．投資収入，５．家賃収入，６．無形財産収入が項目として立てられた．（四）移

転収入には，１．年金あるいは退職金に加えて，２．社会的扶助金，３．解版金，４．弁償金，

5．保険収入が6mかれたのである．家庭の内職収入の項目も廃止した．財産売却は，１．家

屋売却収入と２．その他に分けられた．

「実収入以外の収入」では，「互助会費取金」は廃止となり，６．回収戸投資本金，８．自

ｍｌｌｍローン，９．教育ローン，ｌｏ、その他ローンとローンの麺類を細分化している．

2002年以降中国の家計調査の収支項目はほとんど変わらず今日に至っている．

●

4．「都市家計溺在」2005年現在の収入項目の内容例示

これまで公にされていなかった中国国家計統計局都市家計調査の現行収入項目の内容例

示が，国家統計局城市社会経済調査司編《2006中国城鏡住戸調査手冊》および，《zOO6中

国城市（鉱）生活与価格年鑑》で示された．この二つの資料を入手したので，これらを組

み合わせて収入項目の内容例示を邦訳して表2-2に示す．

表2-2収入項目の内容例示

像入金：前月からの手持ち現金の繰入金．

世帯収入I⑭餌：「勤め先収入」「巾乗収入」「財産収入」「移転収入」から成る＿

うち：可処分収入：l戎HHI在世縮の最終桐費支出とその他の非義務的支出および貯替の合計である．

（一）助め先収入：労働者が勤め先からin田として受けた諸手当を含む一切の収入．主要職案の貸金収入と鋪二日藁，

航戯およびその他ISL時労働収入．

１.定期収入および特別手当：労働者が勤め先から毎月決まって支給される労働紐飼と各棚手当．

２.その他労曲収入：世幡成瓜のその他の痢二磁棄．兼職など臨時労働所得細飼．例えば，卯IJI科，通訳*}，鱒師科，

課ｕ費（中国蹄)，相銀科．情細料．田査費，商品阪犯収入など

（二）取粟収入：個人および私営企業でｉいた営業収入あるいは販売収入および不動亜の賃貸収入．

（三）財産収入：世併が持っている励亜（銀行貯蓄，株式)，不動産（自動血．土地．収瞳品など）から収入．財亜使IVI

In狼，利子収入，賃貸利子，特許楢収入．株式配当金，投資収入など．

１利子収入：利子I土質宛所有者がWTIi約束した利率によって取得収入．定期，活期貯金利子，価辮lI子収入．

２株式鹿山金：株の配当金収入．

〕･保険取金：（保険収益）貯醤的興累のある掛け捨てでない保険取金．

４.投賓収入：株式，保険取金以外の投資からの収入．例：芸術品，切手など収瞳品の発却により収

入．その他軽営活動による所御収入，財廠頚沌収入．

５.摩貸収入：住宅を貸賃したときに得る収入．

-２８－



第２車中回国家統計局「都市家計翻査」の収入項目分類の変遷

表2-3続き

６.無形資産収入：世帯および世帯成興が持っている著作権．特許梅などによって発生した収入．

７.その他の財産収入：以上の項ロに分lXiされない財産収入．

（四）移I丘収入：国，職場．社会団体が住民世帯に対して行っている探々な移低給付および住民世帯の岡で行われてい

る収入の移I隆である．移Ｉｉ:収入は，政府が個人に給付する賦戯・定年iu職位，失案救済金．賠償など，

厩場が個人に対して給付する移低収入としての解周金，保険略INS金．（E宅積立金．世帯間のH1塁と扶養

費を含む．

0.年金あるいは過■且金：正式に定年in唾・隠団休養の手l轟きを行い，定年退職・隠唾休挺の待遇を受ける者年金．

迫田金の収入．

Ｚ・社会扶助金２国家．単位．社今岡体と個人から特別世帯に礎供している特IiII手当．最低生活保障金．貧困仕帯

の困睡I1IIItL災曹救済．阿杏正人の慰酎料など．

」.解屈金：職工が契約1W除されたとき．’'1位および屈用主から取押するＮｉ価費．

４.弁価金余国家，単位，個人が財蔽捌宵や人身侮替世帯に対して払った各Ｈ１の弁fpL保険取金を除く．

５.保険収入：保険会社からの弁償収入．不忠の人身本故弁償，財産損嘗弁償，入院医擦弁償など．

＃失粟保険：国家《失粟保険条例》にjUGづいて，失業貝が失粟聾卸し，定期的に受け取る失業救済金．

６.扶養収入：扶養挺務「、友，」から受け取った現金．世帯から山臓ざ労働荷によるの送金の収入．

７.受四収入：「親友」からの昭年．遺竃収入．扶養収入との区別は，扶侭淀務がないin火からもらった現金収子，子

どものお年玉も含む．世帯成員内部の踊与を除く．

８.下宿人支払い金：下宿人が支払った食代．

９.住宅積立金引出：住宅積立金刷度に参加した画工が住宅積立金を引き出した姻合．

00.口存U2力費：調査対象世の湿入に対してのため．統計局，１M位．その他からｉＷと現金収入．

11.その他移転収入：111位からのIWIlIK金，取人の催栗費．宝くじが当たった収入など．

財亜売却収入：被調査世帯財産の売却収入．

Ⅱ､家邑兜却収入：披劃左世帯の住宅の犯却収入．

Ｚ･その他：その他使い古された物品の売却収入．

実収入以外の収入：lHi貯金引lllj，ＩⅡf金｣，「貸金回収ｊ「他の保険取金」「有価証沖兜却収入ｊ「回収投資金」「貸し俗り

収入ｊから成る．

1.預貯金引出gjUl行など金駐樋閲からの31Ⅲ金.

2.借金：調査対象は親戚と友人および1M位(行人した非生廉郷営の現金．例，111弧交通費．

３.貸金回収：調査対験回収された非生茄軽営貸金．

４．位の保険取金:その他の保険収入．

５.有伍鉦券兒却：株式．価券の犯却金．

６.回収投資金：株式．価券以外の投資金の回収．例：芸術品，コレクション（収鯉品）の光却．

７.住宅ローン：住宅眼入するために命殿樒閲からのローンと住宅嗣立金符理Hiからの住宅積立金ローン．

＄･自画１１[ローン：世帯用自動血を買うため金Ｈ２機関からのローン－

，.教育ローン：世帯成固敬育をうけるため銀行，学校からのローン．

００.その他ローン：住宅ローン，回動血ローン，教育ローン以外のローン．

１１.その他実収入以外の収入：以上の項目に分頑されない実支出以外の収入．

出所：出所：国家銃計局城市社会経済副武司田（2006m）《中国城市（砿）生活与価枯年医》３３８~339頁および国家統計悶

城市社会経済調査司鰯（ZOO6b）《中[司城鏑住戸鋼査手冊》３９４１頁をもとに作成

5.考察

以上の検討を終えて，第１に問題にしたいのは，２０世紀を通じて収入分類の中で上位３

位をしめていた「国有企業」で働いて得た賃金か．「築団企業」でのそれか，「その他個人

企業」での収入かという収入発生源泉別ともいうべき，中国社会主義経済の特徴を直接的

に反映した区分の仕方をとり続けていたことである．所有別企業部門の工業生産総額に占

,中国の民法では扶養義務がある人に「親友ｊという言葉がないが，この例示では「扶養義務がある『親
友』」という表現がある．
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めるシェアを示す統計をみると，１，８０年に，「国有企業」が７６％，「集団企業」２３％で殆ど

であったものが，1996年には，「国有企業」が29％，「集団企業｣４０％，「個人企業」が16％，

「その他企業」が17％と大きく変化している（王署光･王智新ら編1”8：174)．この企業形

態分類は，1998年に改訂され，2002年（現行の収入分類となった時点）には，「内資企業」

「香港・マカオ・台湾投資企業」「外資企業」に大きく分かれ，さらに「内資企業」が従来

の「国有企業｣，「集団企業｣，「個人企業」の他，他４種の合計７種にわかれて，比較する

ことは出来ないこうした経済的変化が家計収入項目分類に反映し，従来の分類を廃止す

ることにつながったものと思われる．

第２に，上記「国有企業｣，「集団企業」等からの賃金が，「標準賃金」つまり固定給か，

時間給か，上乗せの出来高賃金かという賃金形態別区分を明記し，当初は，生活保障的と

思われる「標準賃金」だけであったが，次第に労働品や産出量に呼応する市場経済の競争

原理的要素を取り入れていった経過を示す変遷がわかることである．

第３に,収入項目分類が時を経て多岐にわたり,項目として11項目にも及ぶことである．

このことについて，中国では1980年代頃から，本業以外のいわゆる第二職業を持つことが

認められ，「一般の労働者は，正規の手続きをすませ本業に影響さえしなければ，第二職業

に従事することになんら問題はない．退勤後や週末といった余暇を利用して新聞売り，自

転車・家電値臼型，理髪，家庭教師をしたり，郷鎮企業の技術指導をするなどがそれである」

という主文亮（2006ｂ：300-301）の叙述が当てはまる．

第４に，日本の総務省家計調査の収入項目分類と比較すると，日本は，収入が入る主体

が部分的に性別に区分されているが，中国では（その他の国もそうであるが）全く区分さ

れていないということである．項目の多さによって，「収入多元型」で世帯を維持している

ことはわかるが，その性別が不明で，社会主義計画経済から社会主義市場経済の推移にと

もなう世帯内収入のジェンダー関係，性別家計寄与率が全く目に見えない．上述調査内容

の説明では，「収入と非消費支出内容は世帯成員を分けて記入され」とあるので，個表デー

タでは把握されているはずである．集計にまで反映されることを期待したい

第５に，福祉戦略，社会政策，福祉国家鵠に関わる収入項目であるが，それを表現する

と思われる「移転収入」という項目は1988年に始めて現れる（それまでは「家族扶養収入」

という項目のみであった)．２００２年以降，現行分類で（四）移転収入は，Ｌ年金あるいは

退職金，２．社会的扶助金，３．解雇金，４．弁償金，５．保険収入（うち：失業保険）と区

分されるようになった．社会主義市場経済が進展してから，「移転収入」が目に見えるよう

になってきたことがわかる．また社会主義計画経済時代の「完全就労」が市場経済を導入

して崩れていくことによって，解歴・失業への対応が「移転収入」として重要になってき

たと思われる．

以上のことは，ヨーロッパ的「福祉レジーム論」になぞらえて，「脱商品化｣，「脱家族化」

等のタームはもとより中国に当てはまらないことを示すものであろう．社会主義中国の労

働力は市場経済の下では商品になるとしても，第二職業による収入は「脱商品化」による
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収入か，二m【の「商品化」なのか，また，「家族扶養収入」が，収入項目に当初から見られ

て今日まで継続していることから，「脱家族化」は，欧米先進国のようなジニンダー問題と

は躍れたところで課題設定の外にあるのか，篝が検討されなければならない

－３１－



鰯３章中国中国統叶周「都市家計囲査」の支出項目分類の変遍

第３章中国国家統計局「都市家計調査」の支出項目分類の変遷

第２章では，中国国家統計局「都市家計調査」の収入項目分類を述べたが，本章では続

いて，１９５５年から2005年までの支出項目分類の変遷を取り上げる．

本章の目的は第１に，中国国家統計局の｢都市家計調査」の支出項目分類の変遷を追い，

中国の改革開放から社会主義市場経済への変遷が，どのように支出項目分類に反映してい

るかを検討することである．第２に，実際のハルビン市での事例調査によって実際に中国

都市住民の生活実魍から，特に支出項目の意味をさぐることである．

すでに第１灘で述ぺたように，中国国家統計局「都市家計調査」の，「全国」集計につい

てみると，第１に，すべての表が，「可処分収入（世帯収入総額一所得税支出一個人保障費支

出一調査協力費）７分位階級別」に製表されているという特徴があった．すなわち，低い方

から商い方へと１０％（日本でいう第１分位，以下同，中国ではうち下位５％を「貧困厨」

として区分)，１０％（Ⅱ)，２０％（Ⅲ)，２０％（Ⅳ)，２０％（Ｖ)，１０％（Ⅵ)，１０％（Ⅶ）と

いう順に並べられているということが特徴であった．

この７分位での製表が，中国の家計格差を示すものとして，多方面に利用されている（例

えば朱眠2006,2007：刀2-236,240,王文亮2007)．

第２に，家計鋼査の数値は，年間１人当たり単位で製表（日本の家計調査は世帯・月単

位）されていた．ｌ人当たりで出すことで，国民の平均生活水地の変化を単純化して把握す

ることができるというのが理由である．このことは，本章で，支出項目分類のみならず，

数値を当てはめるときに重要であるので，再び注意を喚起しておきたい．

なお，本章は「収支項目の内容例示」を，中国国家統計局の資料（国家統計局城市社会

経済調査司編2006ａ：338-339,2006ｂ：39-41）より支出部分の内容例示を邦訳した．

さらに，ハルビン市でのインタビューによって，支出項目の実際を生活者の側から具体

的に述ぺるが，ハルビン市を選んだ理由は，私の出身地であるからである．なお，ハルビ

ン市の消費水準の位閥存明確にするため，北京，上海の中国主要都市と比較し，ハルビン

市が省都である黒施江省の消費水準の位置を明碗にするため，東北三者の平均と大まかな

比較も行っている．

1．《全国職工家計閥査方案》の支出項目分類-1955~1965年

1955年から1965年までの｢全国職工家計調査方案｣で使用された支出項目分類の特徴(前

章収入分類で触れたとおり，明白な項目分類というものはない．「現金収支バランス表」の

「支出項目」によれば，第１に，大きく「食用品支出｣，「非食用品支出｣，「非商品支出」

の他，「貯金・借金返還・貸金｣，「出頚立て替え金｣，「繰越金」と分類されていることであ

る．その中，最初の３大分類についてみると「食用品支出」では，（１）穀類，（２）副食，（３）

その他食品，（４）タバコ･酒･お茶，（５）その他食料と５つに分けられている．「非食用品支
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出」では，（１）被服類，（２）燃料類，（３）日用雑貨類，（４）家具類。（５）文化娯楽用品類，

（６）医薬衛生用品類，（７）その他と７つに分けられている．「非商品支出」主要項目では，

（１）家賃・水道・電気費支出，（２）サービス支出，（３）文化娯楽支出，（４）その他支出と

４つに分けられている．

ここで「非商品支出」項目分類については，《全國職工家計調査方案》（1955：57-59）に

より表3-1を作成し,第２章の収入項目分類のときと同じく中国語のまま示し，さらに，「食

品支出｣「非食品支出｣，「非商品支出」の項目分類は表3-2中の冒頭に再褐した．

この表が示すように当時の支出項目分類の特徴は，支出の用途によって区別される．表

の下に注記しておいてが，表中の「I」とは，政府機関，銀行および国営，合作社，公私合

営企業への支出，「Z」とは，私営企業および個人への支出ということである．

表3-1「全国職工家計調査方案」にみる非商品支出項目分類

Ｌ非商品文１１１１主棚項目

注：表中の１とは．政府機関．銀行および国営．合作化公私合営企業への支出．２とは，私営企業および個人への支

出ということである．

出所：中華人民共和国国家統計局制定（1955）《全圃嚥工家計調在方案》（非市販品／部内資料）５７－５９頁より作成．

－３３－

餌号 丈１１１】Ⅲ目
女付
総Mi（
的

mll

冊】Ｚ

３１３

:114

３１５

３１Ｇ

邸１７

，】３

Ｔｌ９

３２０

池1

９
－

323

:32Ｊ

挙雑１'（

文髄1ｔ

四、共他丈111

制Ｉ朧(Ｙ

ｌＩｔＩｉｉ

ＩＭ津ｔＹ

騰芥、１§｢鐘

』Ii他11侭icM,.上111

非商１１Ⅱ父}１１総iil・

川布、lH1Y糞ⅡＩ

公１，IIL

飢行ｲiW；８

fFll:`i:ilｽｲi７

延命

ﾌﾘﾋﾟﾘﾉj１．$ｉｌ？

叩
』

叩
・

●
ロ

⑪
』
⑨
一
⑨
▲

ｌ
ｑ

ｐ
。
■
■

１
．
几
、
。

０
０
９
１
１
１

１
１

１
１

Ｉ
Ｉ

Ｊ
１

縄９ ､文ｌｑＺＺ１目
文付
捨Hlk
的

325

326

327

328

３２９

３１０

領イナ欽

価窪伯款

｡nt遥瞼欠款

ｌｌｆＩｕ歓

撰山欽

其EIOH

蝉1m外皿歓

102

血２

１０２

２

２

凪号 支出項目 灘
的

釦
麺
麺
翻
鋤
・
躯
諏
”

鋤 ８
３ 脚

０１３

－．切Imjknt支仙Ｉ

…鶏
二僅謡：

保有安

鯉仙役

変通迩絵役

郵砥樋

共他HH訪性文
111

三．文化l奥泉支出

山z

Ib2

2U2

1o2

１０２

２

１０２

］9２

１，２



鋪〕軍中国中国統叶周「都市家計調査」の支出項目分類の変週

2．「都市家計闇査」の支出項目分類の変遷-1981-Zoo5年

支出項目の変遷は，第１章の表1-1にすでに含まれていた．以下，表1-1から抜粋し，か

つ「別表」を組み込んで表3-2を作成した．

表3-2支出項目の変遷

注１：□で囲んだ部分は「別衷」に掲載されていた!》のである．ｌ蝿1年からl”1年までは「生活費支出」として．1992年からZOO１
年までは「消費支出」として分類され．2002年以降は支出項目分顛に銃合された．

出所：中砿人民共和固団掌佳計周囲定（1995）《全国団工家計四五方案、（非市販品／部内資料）57-59頁および画・伊藤(2007）

『昭和女子大学学苑」No.7％･’10113頁より作成．
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そこから読みとれることはつぎのとおりであった．

第１に,表３２に特に記してはいないが，1981年から1983年までは,支出は，「実支出｣，

「実支出以外の支出｣，「繰越金」からなり，「実支出」は，「生活費支出｣，「扶養支出・寄

贈支出｣，「その他」と分かれていた．このうち「生活費支出」の内訳の細分類は，別掲と

なっていることと，３大「実支出」項目に，「扶養支出・寄贈支出」が挙げられていること

が特徴であった．

第２に，表３２にみるように1984年に，「扶養支出・寄贈支出」が「扶養支出」と「寄贈

支出」に分かれて，「実支出」は，４つの中分類になった．中国都市家計支出で，実支出に

占める「扶養支出」と「寄贈支出」の重要性が伺われる．

第３に，1985年に，「実支出以外の支出」が，「預貯金｣，「互助会費入金｣，「貸金｣，「借

金返還｣，「その他」に５分されながら肝翌1987年にそれが元に戻されて消え，さらにその

翌年，1988年に再度分類されるという試行錯誤が見られる．

第４に，1188年から1912年に，これまでの「実支出」が「現金支出」と名を変え，それ

が，「支出総額」と「実支出以外の支出」に分かれ，「支出総額」がさらに，「生活費支出」

「非消費支出」「特別支出」に分かれたことである．はじめて現れた「非消費支出」は，日

本と同じ税・社会保険支出のほか，「ローン利子支出」が入っている．「実支出以外の支出」

も，「銀行からの住宅ローン返還」を含めて，項目にも分類を増やし，「ローン」が浮上し

たことに注目したい．

第５に，11,2年に，「支出総額」を消して，「実支出」という項目が再登場した．「生活支

出」が「消費支出」と名を変えた．「消費支出」は８大分類になって，別表に掲載された．

ちなみに8大分類とは，食料ｊ被服および履物，家具･家庭用品および修繕,医療保健,

交通・通信，教育・教養娯楽，住居，その他の消費支出である．さらに，「内職副業支出」

という用語が現れた．

第６に，今世紀に入って，2002年に，「世帯支出総額」と「実支出以外の支出」という考

え方が採用され，それが，「消費支出」「住宅鱗入・建築支出」「移転支出」「財産支出」「社

会保障支出」の５つに分けられた上，「消費支出」の分類（８大分類）が，はじめて別掲で

はなく，支出項目分類のなかに統合されたのである．現行の分類がこれである．

第７に，2002年以来，「実支出以外の支出」において，「住宅ローン」，「自動車ローン」，

「教育ローン」，「その他ローン」といったローンの目的別に沿った細分化が見られる．

このように支出項目の変遷は，収入項目の変遷と比べて，異なる意味で中国の社会経済

の変容を反映し，市場経済を取り入れる度合いに応じて変遷していぐさまが伺われる．

3．「都市家計調査」ZOO5年現在の支出項目の内容例示

これまで公にされていなかった中国国家計統計局「都市家計調査」の現行支出項目の内

容例示が，国家統計局城市社会経済調査司編《2006中国城鎮住戸調査手冊》および，《2006

－３５－
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中国城市(鋲)生活与価格年鑑》で示された.この二つの資料を入手したので,これらを組み合わ

せて支出項目の内容例示を邦釈して表3-3に示す．

特に注目される点は,税金,寄贈,扶養に関連する支出が含まれている移転支出である.その

中でも寄贈支出,宝くじ鯛入,扶養支出は日本の家計統計には見られない特異な分類項目である．

寄１１W支出は11M答品の支出とは明確に区別され，「世帯が別の世帯あるいは個人，団体(企業）

に寄贈，寄贈した支出」とされている．「現金の無償贈呈」であれば剛る対弓象や内容を問わ

ずすべて含まれ，「客へ渡した交通費，親戚のために払った学費や医療費」も例示に挙がっ

ている．また，宝くじ麟入も家計統計の中分類にあり，中国においては日本とは比ぺよう

もないほど「政府公認の宝くじ」が生活の一部となっていることがわかる０．さらに移転支

出に含まれる扶養支出も,扶養に限定して「扶養義務がある親戚・知人に波した現金」と例

示され，特に血縁関係のない親しい知人への金銭的な援助も含まれることは，中国社会特

有の伝統的共同・互助の慣習が，社会主義から市場経済への推移の中にも継続・利用され

ていることが推察される．後述するインタビュー調査からも示されているように，中国で

は親や子への現金の授受がひとつの収入源として一般化し，それに対応する支出が当然発

生しているというわけである．

表3-3支出項目の内容例示

世徳宝H1蝕薊：「in費支出｣，「住宅頤入・建繁支出｣，「移値支出｣，「財産支出」および「社会保陣支出」から成る．

（－）ｉｎｌＧ支出：岡正対醗考が日常の生活を営むに当たり必要商品やサービスを購入して支払った現金．食料.被服お

よび凪物,摩兵・家庭用品および修繕,医療保健,交通・通伯,敏育・敬養娯楽,住居,その他消費支出と

８大分顛となる．

（二）住宅Rn入・建築支出：「住宅ﾛ1入」「建築支出」から成る．

１.住宅n斤入：IE寵住宅,住宅改準により鴎入した住宅,中古住宅の購入．加税分を除く．

２.処繁支出：皿物皿築HP用．土地俗用料｡,直甥「lu位」典合住宅廸築の個人支払い部分．住宅の修翻の材料と人件

費を除く．

（三）移伝支出8国蕊「単位」0.世帯,個人の移転支出．税金｡寄醐と扶葵支出などを含む．

１.囚人HflU82支出：所定の給与所得に対して謀された所19N82.利子鍵財産pH与税など．

ａ寄田支出：世帯が別の世帯あるいは個人．団体(企案)に寄囲．寄IHIした支出である．中には．個人による公共竃

設の遮股への各租密閉が含まれる(現物が含まれない）．例：貧困救済基金,水利工平韮金｡洪水救済

基金．ｉｎ田上と友人に四るための支出は荊費支出．寄囲支出は爽瞭に支出した金額で肝算し，餌五jVllm

収入からの支出か．銀行預金からの支出か．手元の現金からの支出か。それともその他の非圧常的収

入からの支出かを問わず，すべてを含む．寄囲支出はその用途，対象，経路を問わず，例えば，客へ

波した交通費．用１mこのために払った学費や医療費．寺院への寄吋など，現金の無償町呈であれば･す

ぺて寄町支出となる．

a宝くじ鷹入：政府公囲の宝くじへの支出．例：拙祉宝くじ.体育宝くじなど．

４.扶隻支出：扶魯軽萄がある９１m［・知人（奈友）に鐘した現金．。u力を除く．

＃子どもへの仕送り企：国内外遊学子女への仕送り金．実家通学子女への学費,生活費を除く．

５.保険支出：貯智的要素がない掛捨て各租保険支出．例：不慮の人身事故保険･医療保険,財亜保険.寅任保険など．

＃自動血保険：自摩用自動１１１保険支出．

６.その他移伝支出：税金,寄剛.扶養支出以外の支出．例,弁仮支出.、金（交通迎反叺叶回生育遮反）兵役費,政府提

学会級告においても「宝くじ購入」が「移転支出」のなかの項目としてあるが,中国人はそんなに宝く

じを買うのか，という質問を多く受けた．中国では，1987年以降，宝くじが解禁されOあらゆる階燭で
人気を博している．現在は福祉宝くじとスポーツ宝くじの二極類が発行されているが，非合法の宝くじ
も社会問四化している．
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節３章中国中国統叶局「都市家叶調査」の支出項目分類の変遷

変3-3152く

供サービスのサービス費（戸鯖の移霜｡身分柾証明密の発行,党費などおよび会費），賭け金,紛失金など．

（四）財産支出8世帯単位で購入および財産維持のため支払った利子など．

１.非生竃栓利子支出ｓローン｡術金の利子．

２.その他：世帯単位で財産､1入と維持のため支払った利子以外の支出．例:家屋且月入時税金,凉邑維梯費用．

（五）仕会保陣支出：法により世締成員が加入した社会保障の個人支払い金．

１.個人年金支出：年金69度により，個人が公的年金と企業年金（－部企棄はr孟工が定年後生活改漣するために納入

する細充年金）への支払い金．小規模営業者,自営業者,その他の座営者法によって定められた個人が

支払った年金．

２.個人住宅苗亡全：住宅壇ウ金制度により.給151から天引きされた住宅価ウ金一

３.個人医､l保険支出：職工加入医鰹保険の個人支払い金．

４.個人失粟保険：唾工加入失粟保険の個人支払金．

５.その他社舎保画支出：以上のⅥ目に分類されない社会保障支出．

実支出以外の支出：｢預貯金」「貸金」「借金返遍」「他の保険支出」「有価征券隅入jおよび「その他投官支出」から成る．

Ｌ預貯金：銀行な（P全碓橿凹への預入金．

２貸金：親戚や友人に貸す現金．

３.(丹‘し逓画自伯りたgU金の五通．

４．曲の保険支出：貯醤要素がある保険金支出．契約期間内の保険金支払い．

５.有伍旺翠臼入：株式債券の購入支出．

６.その他投賓支出：株式.貯笥要素のある保険支出以外の投資支出．例：芸術品の峨入,切手収集など．

７.住宅ローン返週：住宅を買うために．金腰概悶および住宅積立金中心からlIrりた住宅元金の返還．利子を除く

８.自助血ローン返還：自動血ローンの元金の返還．利子を除く．

９.敏有ローン返通：教育ローンの元金の返通．利子を除く．

１０.その他ローン返還:住宅ローン，自動皿ローン･教育ローン以外のローン･銀行から価りたローンの元金の返通．

利子を除く．

１１.その他実支出以外支出：以上の項目に分類されない実支出以外の支出．例：敷金，叶画生育保証金，住宅保証金

など．

鯉蚫金：翌月への手梯ち現金の燥哩金一

出所：回家統0+岡城市社会睡済閥正司佃（ZOO6a）《中国城市（鎖）生活与価格年匿》338-339頁および国家綻叶岡城市

仕会経済田正司佃（2006b）《中国城鎮住戸四査手冊》３９４１頁をもとに作成．

２住宅改革：改革開放の実施が決定される以前は，1949年以降，土地の国有化が進められるとともに，と

くに都市においては公有制へ一本化が進められていた．住宅は，社会福祉駆業の－顔として管理され，都

市部住民は国または職場が所有・管理する住宅に非常に安価な賃料で住むことができた．しかし，このよ

うな制度は，住宅の維持・管理費用も国が支出するものとされていたため，住宅の迅股が進むほどに国の

負担は増大した．

そこで，邸小平談話が契椴となり。】980年６月に，党中央・国務院が住宅商品化政策の実施を正式に瓦目

した．しかし，本格的に住宅改革が進展したのは，９０年代に入ってからであった．ｌ”1年６月に，国務院

は，「都市住宅制度改革を引き鋭き積極的かつ漸進的に推進することに関する通知」を出し，全国的に公

有住宅の売却と貸科引き上げを実施した．さらに，同年に，住宅建設資金の砿保を目的に，上海で「住宅

公共嗣立金制度」が導入され，Ｉ”3年末までに全国131の都市がこの制度を実施ししている．Ｉ”4年７月に

は「都市住宅制度改革の深化に関する国務院の決定」が公布され，政府，企業，個人の三者が費用を分担

する「住宅建股投資制度」の砿立の必要性が強IDUされた．また，供給面では，中・低所得者層を対象とす

る社会保障的性格を有するエコノミー住宅と高所得者屑を対象とする商品住宅の供給体制という二本性

の整側が決定され，初めて所得階層ごとに異なる住宅政策を適用するという考え方が示された．しかし，

】998年７月に国務院は「都市住宅制度改革をさらに深化させ住宅建股を加速することに関する国務院の通

知」を公布し,柧祉的住宅分配制度の廃止に踏み切り，1999年前半にほぼ完了した(概秋腿２００５参照)．
〕中国の住宅私有化政策は，国有地に立つ住宅の所有樋のみの私有化であり，土地に延股された建物だけ
を個人に販売している．つまり，住宅をNII入する個人は住宅のみに対し所有椎を持ち，土地については俗

地梅しか持てないことから，中国の住宅私有化政策は日本語で「持家」政策に相当する(李品２０oz参照)．
４「血位」とは人々が仕躯をする擬llUのことである政府機関，大学，研究所，病院，銀行など営利性を殆
ど考感しない概関は卒業「単位」と称する．それ以外の営利性機関は企業「単位」と称する．しかし，殿

近行われている企業改革では,銀行,病院｡研究所,大学も徐々に企業体制へと転換されている(李品２００２
参照)．
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第３章中国中国統計局「都市家計鯛査」の支出項目分類の変遷

「実支出以外の支出」にある各種ローンの内容例示には，そのローン返還金には「利子

を除く」と記較されている．これは中国の家計統計の収支項目分類が徹底した「品目分類」

であるため，その原則が厳密に履行されていることによるものと推測される．以上のよう

に内容例示には，日本と比較して中国独特の俄習や文化が明確に反映されている感がある．

4．ハルビン市におけるインタビュー調査からみる支出項目の内実

これまで，支出項目の内容を，国家統計局の例示でみてきたが，ここで，ハルビン市で

のインタビュー調査結果を用いて実際に支出する生活者の側からみるとどのような実態に

なっているのかを明らかにする，したのでその結果を示す，．

（１）扶養支出や寄贈支出に関わる実態

移転支出とは内容例示で，「国家，『単位』，世帯，個人への移転支出，税金，寄贈と扶養

支出などを含む」とあるインタビュー結果から，扶養支出や寄贈支出といった個人への

移転支出に関わる部分を抜き出し，実際の生活の中でどのように行われているのか示して

みたい

まず，親子間でやり取りされている扶養支出ともいうべき部分をインタビュー結果より

抜き出すと以下のようであった．

摩例1］「夫が生きていたときは，お正月などに，私の親にお金や洋服，食べ物などを渡していたが，現
在は自分の生活状況が良くないため，あまりお金など波していない．逆に親から私の娘へのお

年玉は前より多くなった.」

廊例2]｢私はずっと仕事をしていないので,現在年金収入はない．生活費は全部子どもたちから出して
もらい，その他は少しの貯金で補っている．５人の子どもはそれぞれの生活状況によって，援

助してくれており，あわせて年間は３，000元（750,000円）くらいをもらっている.」

陣例3】「年500元（7,500円）ほど，主にお正月時両方の親にお金を渡している．昨年夫の親が病気し
たときかかった医療費は，きょうだいで分けて500元（7,s00円）ずつ支出した.」

[事例4】「両方の親に年間300元（4,500円）ずつ，仕送りしており，たまに食品など買って波している.」

[事例5］「両方の親に年間300元（4,500円）ずつ，現金を渡しています。また，たまに，食品，洋服，
靴などを買ってあげている．五年前，夫の母がガンで亡くなったが，その時の医療費２万元

（300,000円)は全部夫が負担した.」

FIF例7］「両方の親とも農村で農業に従事しており，毎年両方の親へ1,000元（15,000円）ぐらい仕送り
している．主に正月，誕生日などお金と洋服をＩ度すことが多い.」

[事例１０］「両親は結構豊かな生活しているので，金銭的な援助はしていません．たまに物な
どを買ってあげたり，一緒に食事したりする程度です.」

＄なお，第５章でハルビン市で行ったインタビューの詳細を取り上げる．
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第３章中国中国統計局「都市家計測査」の支出項目分類の変遷

〔薊例１，４，５，７，１０〕は，子から親への援助の状況が示されている．金銭的な援助は，

それぞれの経済状況に応じて,お正月や誕生日に年間300元(4,500円)から1,000元(15,000

円）ほどが親に渡されており，金銭のほかに洋服や食料等も贈られている．一方，駆例２

は７０歳でひとり暮らしをしている親のケースであり，扶養を受けている側の状況である．

年金はなく，生活費は子どもたちからの年間5,000元（750,000円）の援助と貯金でまかな

われている．中国では，日本とは比ぺようもないほど子から親への実際的な援助が一般的

に行われており，特に年金のない親にとってはそれが生活費の大部分を占めていることが

わかる．また，親の経済状況の差も影響しているのかもしれないが，農村に住む親には仕

送りしているが，都市に住む親には，洋服等を贈るほうが多いというように，都市と農村

の経済格差も垣間見えた．

次に，寄附支出の状況をみると以下のようであった．

119F例】］「職場仲間，親戚，友逮などの結鱈，歴生日，葬式で年１１１】1,000元（15,000円）くらい受剛収入

はお正月，義両親の艇生日のとき，親戚から1,000元(15,000円)くらいもらえる.」

陣例2】「孫たちにお年玉を年岡300元（4,500円）くらいあげている.」

【、例3】「親戚，友連などの結幡，礎生日，葬式に年1,000元（15,000円）くらいだ.」

【叩F例4］「友連，職場の仲間，親戚などの結婚式，誕生日などに年間2,000元（30,000円）ほど支出した.」

顧例５１「結婚式，艇生日，入学，葬式の祝いなどに年間2,000元（30,000円）ほど支出しているが，４年
Ilflに農村に住んでいる弟が結雄した時は，１万元(150.000円)を贈った.」

[悪例6］「鹿生日，結鰯式，葬式などに年2,000元（30,000円）以上.」

[事例7】「同じ年齢の友逮が多いため，この2~3年結鯖式が多く，昨年は2,000元（30,000円）ぐらい支出
した．今後多分出産で，少しは貰えるのではないかと思っている.」

呼例91「結鰯祝い金として，主に会社の仲間や友逮から１万元（150,OCC円）いただきました．結雄して
まだ1年も経っていないので，年間寄附支出ははっきり計算できませんが，２人合わせて】’５｡。
元(22,300円）支出しました」

醗例10]「友逮，親戚の挺生日．結蛎式，お正月，子どものお年玉などに年間5,000元(75,000円)くらい支
出している.」

ほぼすべてのケースで，冠婚葬祭に関わる支出がみられた．その額はそれぞれの状況に

より異なるもののだいたい年間1,000元（15.000円）～2,000元（30,000円）が多い．しか

し，〔事例５〕のように弟の結婚祝いに1万元（150,000円）を贈るケースもあった．

中国の家計支出項目には，「移転支出」という日本には見られない特異な項目があること

は前述したが，インタビュー調査結果と照らし合わせると，日本では儀礼的となりつつあ

るように思われる個人間の金銭の授受が非常に深く意味あるものとして生活に根付いてい

ることがわかる．
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第３章中国中国統計局「都市家計潤査」の支出項目分類の変遷

(2)住宅に関する実態

インタビュー綱査結果から住宅取得に関わる部分を抜き出した．

陣例2]「この住宅は夫の元勤務先の住宅を低価格で買ったものだ.」

[巫例３１「結姑当初は夫の親と一緒に住んでいたが，５年ぐらいかけて自分の貯金と親戚から借金して建
築面榔は67㎡，実用面積745㎡の住宅楼を買った．現在親戚からの俗金も返還し終わり，貯金

も少しある.」

【、例4］「1”7年に「単位」が所有する住宅を低価格で買った.」

呼例５１｢2005年に建築面積70㎡，実用面罰48㎡の新築住宅を購入した．鴎入金額は１５万元(2ﾕｺﾞ0,000
円ハリプオームに２万元（300,000円）使った．頭金は１０万元（1,5000000円）で，１０年返還

の住宅ローンが５万元（750,000円）あり，月600元（9,000円）ずつ返還している.」

藤例6】「2003年に古い住宅楼を売って，建築面積105㎡，実用面菰は７０㎡の新築住宅を鱗入した．照
入額は１６万元（2400,000円）で，家の売却代金と貯金および親戚からの微入金をあわせて一

括で支払った.」

[卒倒７］「2005年に結姑し，2006年に建築面積５８㎡，実用面積３８㎡の中古住宅楼を噂入した．購入価
格は１２万元（1.800,000円）で，頭金は６万元（900,000円）で，６万（900,000円）の10年の

住宅ローンがあり，毎月670元（10,050円）ずつ返還している.」

[邨例8］「現在住んでいる住宅は元勤め先所有の住宅を低価格で買い取ったもので住宅ローンはない.」

【卒倒，】「結蛎するとき新築住宅楼を鰯入した．建築面積79.12㎡，実用面積49.77㎡で総額２４万元
（3,600,000円）だった．頭金は夫の親から８万元（1,200,000円)、結蛎費用も含めたリフォー

ム費用は自分の親から３万元（450,000円）ほど援助してもらった8．残りの１６万（2,400,000
円）は20年返還の住宅ローン（利率4.51%）で，毎月1,400元（21,000円）ずつ返還
している.」

[、例10］「建築面積120㎡，実用面積80㎡の新築住宅楼を,2003年に５２万元（7,800,000円）で住宅ロ

ーンなしで脳入した.」

これらのことから住宅は，４０歳代以上は公有住宅を低価格で買っているが，２０歳～30歳

代は住宅ローンで鱸入する傾向がわかる．また，麟入資金は，親からの援助や親戚からの

借入もみられる．さらに[事例７】と[事例，】のケースは，結婚とほぼ同時に住宅をIMI入して

おり，現在の中国では，若い世代ではこれが一般的となっているのかもしれない．

インタビュー鋼査協力者の全員が持ち家であったが，中国においては，前述「住宅改革」

の浸透や経済成長の影響で,持ち家が一般的となり，住宅鱗入意欲が高いが櫟子がわかる．

これは後述するが，実支出以外の支出に占める住宅ローンの割合が90年代以降急激に増加

６建築物の外壁またはこれに代わる柱の中心線で囲まれた部分の水平投影面稲とされている．建築面積と

は実用面積，補助面積と榊造面積の３の部分を合わせたものである．ただし，中国の場合土地はすぺて

国有で，個人は土地を鴎入することばない．

７実用面繭は，日本の占有面積と同装で，実際の居住スペース（寝室，居ＩＩＩＬ厨房０バスルーム，押し入
れ，テラス）のことである．

８最近では，親が子どもを援助するという“哨老族，､また"吃老族，，および``傍老族"といったケースも多くみ
られるようになっている．
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節３章中国中国統計局「都市家計NBI査」の支出項目分類の変遷

していることとも関連している．

このようにインタビュー調査により明らかとなった生活実態を重ね合わせることにより，

家計支出項目の変遷の意味が理解できる．

5．考察

第１に，1955年においては，支出項目は，「食用品支出｣，「非食用品支出｣，「非商品支出」

等に分類されていた．また，当時の支出項目分類の特徴は，支出の用途によって区別され，

かつ，政府機関・銀行および国営・合作社・公私合営企業への支出（つまり「公｣）か，私

営企業および個人への支出（つまり「私｣）の区分が重視されていたということがわかる.

第２に，支出項目分類では，日本での「消費支出」に相当する項目は，1182年から１９１１

年まで「生活費支出」と括られて，それが「商品聯入支出」と「非商品支出」とに分かれ

ていた．日本においても，消費支出が商品（この場合は財）に向けられるか非商品（サー

ビス）に向けられるかは，消費者物価指数の特殊分類として，重要な区分であるが，中国

では家計調査そのもので，商品，非商品の区別があったこと自体注目される.このことは，

中国社会圭美鐸済と，その市場化への変容と大きく関わっている．

立石（2001：323）によると，中国では，改革開放以前，消費関連サービスが「浪費的」

とみなされて廃止・縮小させられていたものが，市場経済化によって新たな発展を見せて

いる．このサービス業の発展が，中国経済と都市住民の労働力再生産に大きな意味を持つ

ようになったことが．消費支出を「商品鱗入支出」と「非商品支出」に区分することを政

治的に不用としたのであろう．

第３に，1988年に「非消費支出」という区分が現れる，2002年に消えるが，この時でも

日本の「非消費支出」とは意味が異る．日本では「非消費支出」はあくまで租税公課であ

るが,中国の｢非消費支出｣の中には,「ローン利子支出｣，「保険支出(公私の区分つかず)｣，

「扶獲支出｣，「寄贈支出｣，「住宅職入・建築支出」などが分類されている．これらは，２００２

年に，ローン利子支出は「財産支出」に，保険支出，扶養支出，寄贈支出は「移転支出」

に，「住宅購入・建築支出」は独立項目にと，分散されるようになる．

第４に，上記2002年にみられる支出項目の変化が大きいことである.すなわち，「移転支

出」という区分がはじめて現れ（｢移転収入」は１，８８年にすでにあった)，同時に「社会保

障支出」という分類も登場してきた．「移転支出」は，内容例示によっても，インタビュー

によっても，きわめて私的な家族・親族・知人間のある種の再分配であることがわかった．

「社会保障支出」の中身は，１．個人年金支出，２．個人住宅積立金支出，３．個人医療保険

支出，４．個人失業保険支出『-5．その他社会保障支出と区分されており，これも日本の公的

社会保障とは大きく意味が異なる．内容例示によれば，個人年金には企業年金も含まれ，住

宅積立金は，マイホーム用の讃立金とj解釈できる．

、
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中国社会主義市場経済の進展とともに，「社会保障支出」が現れるが，当

障の責任の主体が国家から社会，個人に移転する多元的概相を呈している．

当初から，社会係
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第４章中国国家統計局「都市家計馴査」結果の実際の数値を用いた検肘

第４章中国国家統計局「都市家計調査」結果の実際の数値を用いた検討

前章まで，収支項目分類を見てきたが，家計調査結果の実際の数値を用いた若干の検討

を行ってみる．第１章ですでに強調したとおり中国では家計調査の数値は，年間１人当た

り単位で製表（日本の家計調査は世帯・月単位）されていた．１人当たりで出すことで，国

民の平均生活水準の変化を単純化して把握することができるというのが理由であった．こ

のことは，本章で，数値を当てはめるときに重要であるので，再び注意を喚起しておきた

い．

数値を用いるに当たって，中国都市全体，北京，上海の中国主要都市，東北三省，黒Wu

江省に目を向け，さらに，ハルビン市へと絞り込む．ハルビン市に絞り込む理由は，私の

出身地であり，第５章で実際にインタビューする地だからである．

叙述は，第１に，中国都市全体の実収入および格差の推移，ならびに主要支出の推移と

消費支出櫛造をみる，第２に，収入および支出の主要項目を日本と比較し，両国の特徴を

明らかにし，第３に，東北三省，黒龍江省，さらに，ハルビン市に注目し，収入と支出を

比較して，地域差を検肘する，という順序で進められる．

1．中国都市全体の実収入および主要支出・格差の推移と榊造

最初に，中国都市家計の収入の源泉の推移を図示した（図4-1)．これによって]985年か

ら２００１年まで，国有企業および集団企業から得た賃金が比重を減らし続け，その反対に，

その他の企業からの貸金が比重を増やし続けていったことがわかる．この段階で収入分類

は，三つの源泉別を廃止したのである．

集団単位

１９８５

1992 ．Ｂ兜

2００１ その廸垣人

、
４．５％

２００２

＄戒収入財産収入
４．１９６

１．２９６

出所:①国軍綻叶局城市抽樺餌査総K簾娼（1988）《蜂六五,湖1m我国城航居民家庭収支四五資料》
（1,81～85のデータ）

②国家腕叶凪城市社会経済圏査総隊餌（l亜）《中国城鏑居民家庭収支四正資料ル
③国家統叶岡城市仕会経済鯛査総麟日（2002.2003）《中国物価及城賊居民家庭収支飼正

続叶年匿》により作成

図4-1収入源泉構造の変化
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第４車中回国家統計局「都市家叶調査」結果の実際の数値を用いた検討

図4-2は，中国国家家計調査のデータによって,都市の第Ⅶ分位と貧困厨が，実収入，「可

処分所得」と消費支出の格差をどのように広げていったか，時系列的に見たものである．

その結果都市内部において,１，８７年から９１年まで格差の変化が少ないが,1991年から2000

年まで序々に拡大し，2001年から04年までの格差の拡大が激しいことが示された．「実収

入｣，「可処分収入」では，約３倍強だったものが１１倍近くまで差が開いている．

倍
３１

￣宮一、

1１
ｴー

９

／７

５

○一＝

:＝廷導
←一色

３

１

１９８７１９８９１９９１１９９３１９９５１９９７１９９９２００１２００３２００４年

出所：①国家統計局城市抽樫調査総隊編（1987）《今園峻埴居民家庭収支調査質料》
②国家統計局城市社会軽済鋼査総隊鰯（1,88～19”）《中国城鎮居民家庭収支ilII査資料》
③国家統計局城市社会経済測査総隊網（I”6～２００５）《中国物価及城領居民家庭収支調査統計年鑑》より作成

図4-2年間可処分所得7分位グループ間格差（第Ⅶ/貧困層）の推移（1987~2004年）

図4-3は，第Ⅶ分位と「貧困層」の年間実収入の推移を見たものである．ここでは，「平

均値」も加えてみた．貧困層や平均値に比べて第Ⅶ分位の実収入の増大は激しいことが分

かる．
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第４章中国国家統計局「都市家計關査」結果の実際の数値を用いた検肘

倍元

SOOpO 1３
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ifiililil
UOOUp ５
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0 １

１０８７１０８８１０曲1990199019921弱３１９鋼19鰯19ﾖ６１９９７１８９８１”920002000200220032004年

出所：①国家暁叶局城市抽様岡盃総隊狙（1987）《全国域E[居民家庭収支岡査資料》
②国家焼叶岡城市社会理法四蚕錘睡旧（1,88～l”3）《中国城砿居民家庇収支n町在資料》
③国家統叶岡城市仕会径済岡盃総n国■（1996～2005）《中国物価及城肌居民摩庇収支EHI査暁叶隼瞳》より作成

図４３年間可処分所得7分位グループ中に第Ⅶ．貧困層・平均年間名目実収入の推移

（1987~2004年）

表4-1は，「都市家計調査」のデータによって，「実支出｣，「生活費支出」の外，日本の支

出分類にはない「扶養・寄贈支出」の変化を，１９８１年を１としてどのように増加していく

かを時系列的に見たものである．

その結果都市においてＩ９８ｌ年から2005年まで「実支出」は名目で２１倍，「生活費支出」

は】７倍に拡大していたが，「扶養･寄贈支出」は30倍までと拡大が著しいことが示された．

表4-11,81年をｌとした実支出.生活費（消費）支出・扶養寄附支出の変遷

（1981~2005年）

ために「扶鍵・寄附支出」に合算した．
出所：①国家純叶岡城市抽概鋼正総隊温（1,88）《坐六五"期間我国城筑居民家庭収支則正賓料》（1981～85のデータ)，②

国家統計局城市抽概鋼査紐隊田（1987）《全国城鎮居民家庭収支四五資料》，③国家統叶凪城市社会軽済副正総隊
因（1,88～I”3）《中国城賦居民家庭収支囚査資料》,④国家統計局絨市社会経済潤査総隊､Ｉ（】”6～2003）《中国
物価及城煩居民凉庭収支舸査統計年腫》,⑤国家統計局城市社会経済刷査司編(20063)《中国城市（膜）生活与価格
年睡》により作成

－４５－
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第４章中国国家統叶周「都市家計鯛査」結果の実際の数位を用いた検肘

表4-2は,最新の2005年の統計で,全国平均,最下位の貧困層と最上位の第Ⅶ分位の，

年間１人あたり消費支出の内訳の実額と構成比,及び,実額の倍率を示したものである．

この表から都市家計の間で第Ⅶ分位と貧困層の著しい格差をよみとることができる.食

料費の比率，いわゆるエンゲル係数は，世帯平均が36.69％であるのに対して，第Ⅶ分

位は2802％と低く，貧困層の48.57％と大きな開き見られる．エンゲル係数は生活木地

や貧困の度合いを示す指標として用いられているが，中国の場合もこのことは当てはまる．

第Ⅶ分位の家具・家庭用品および修繕の費用は，貧困層の14倍を示している．交通・通信

の費用は平均12.55％であるが,第Ⅶ分位は11.68％,貧困層は6.81％という榊成比であり，

実額では，２０倍の著しい差がある．交通・通信のこの極端なまでの格差は，貧困層は，自

家用車やIＴ通信機器の普及率の低さが原因であると思われる．その他の消費支出は第Ⅶ分

位の支出は貧困厨の13倍の差があった．

表4-2全国平均・貧困厨と第Ⅶ分位の年間１人当たり消費支出柳造（2005年）

（単位：元，％）

出所：国摩p6肝岡城市仕今唾済四五司田（ZoO6a）《中国城市（EX）生活与伍格年匿》３４｣3頁より作成

ｌ中国は元の下は，角，分の1m位であり，中国の家計醐査は表示している．

－４６－

全国平均 貧困届 第Ⅶ分位
第Ⅶ分位ノ
貧困燗

梢餐支出 7,鋼2.88’
(100）

2,656.41
(100）

11,153.刀
(100）

7.21

食料 2,914.39
(36.69）

】,210.09
(48.57）

5,367.27
(羽.02）

4.16

被服および履物
80ｑ5１

(10.08）
189.78

(7.14）
1,757.51
(9.18）

9.26

牙ｕ則Ｆ・家Ⅸ舌旧鹸

および修繕
446.52

(5.62）
,039

(3.40）
1,287.53
(6.72）

14.24

医療保健
60ｑ8５

(7.56〕

20652

(7.77）
1,287.67
(6.72）

6.24

交通・通信
916.72

(12.55）

1９，２５

(6.81）
3,761.58
(l，韓68）

20.84

教育・教養娯楽 1,097.46
(13.82）

293」７

(11.04）
2,907.”
(15.18）

9.鬼

住居
80ａ6６

(10｣8）

33874

(12.75）
】,897.91

(9.91）
5.60

その他消費支出
277.75

(3.50）

66.86

(２５２）

878.19

(4.58）
13.13



第４章中国国家統計局「都市家叶関査」結果の実際の数匝を用いた検討

2．収入および支出の主要項目の日本との比較

１．では，中国都市全体の実収入および主要支出・格差の推移と櫛造をみた．続いて日

本との比較を行う．

図4-4は，中国と日本の収入榊造の比較である．第１に，日本と比べて中国実収入の比率

が高く、第２に，実収入中，中国では移転収入の比率が高いことがわかる．

組入金
5.7％ 組入企

7.7（
、

mi3Iiiiid

蝋
実

麹劉鰯醗､露欝790…＄

3．５９６

中国日本

出所：国家統計局城市仕会経済凹査司幅（2006m）《中国城市（領）生活与価格年蛭》および

建務省統計周（2005）『家計四Ｈｚ年紐平成１７年」より作成

図４－４中国と日本の収入櫛造の比較

図4-5は，実収入以外の収入の内訳檎成の日中比較を行ったものである．第一に，貯金の

占める割合が日本のほうが若干高いこと，第二に，貯金以外では，ローンの占める比率が

中国のほうが高いことが上げられる．ローンについては後述する．

－４７－
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出所：国家統叶岡城市社会経済圏査司網（2006Ｊ《中国城市（鎖）生活与価格年鑑》３４頁

および総務省統計局（ZOO5）「家計NII査年報平成17年』より作成

図4-5実収入以外の収入の榊成比の日中比較

図4-6は，中国と日本の消費支出の構成比を比較したものである．中国は8大費目分類であ

るため，日本の10大費目分類を中国の分類に合わせて，「教養・娯楽」は「教育」に，「光

熱・水道」は「住居」に合算した．それぞれの特徴を見ると，中国では，「食料」が37.7％

と「消費支出」の4割弱を占め，非常に高い割合であることがわかる．一方，日本では「食

料」は21.8％であり，「その他の消費支出」の24.8％が最も高い値を示している．「その他の

消費支出」とは，中国は「商品」と「サービス」に別れており，「商品」には，装身具，時

計，化粧品等が含まれ，「サービス」には，宿泊費，理美容等が含まれる．日本においては

「諸雑費｣，「こづかい｣，「交際費｣，「仕送り金」よりなり，「諸雑費」には中国と同様のも

のが含まれている．中国も日本も消費支出の他の分類項目に分類できない商品やサービス

の支出を集めたものである．中国と日本の消費支出の特徴の差は，生活様式の違いや分類

の定義が多少異なるところもあるため，厳密な比較は出来ないとはいえ，両国の経済発展

の度合や所得格差が反映されているといえるであろう．
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第４軍中国国家Ｉ充叶局「都市家計囲査」結果の実際の数値を用いた検肘

家具･室匹田昼餐よび生塑

中国

日本

２．８
その他のHU■支塑

注：日本は,全国勤労者世帯の数位を用いており，消費支出では，中国の8大費目分瓢に合わせて,教養・娯楽BGは

育費に，光熱・水in費は住居BGに合算した．

出所:国家統叶周城市仕会趣済囚査司旧(ZDO6a)《中国城市(if、生活与価裕年艦》34頁および総務省統計局(2005）

『家計調壷年鰍平成17年」より作成．

図4-6消費支出の8大費目別日中榊成比の比較

中国は2000年以降，各穂ローンが家計支出分類に取り上げられるようになったことは第

１章で述べたが，図4-7は，中国と日本の「実支出以外の支出」に占める住宅ローン支出の

割合の変遷をみたものである．日本の場合は「実支出以外の支出」の中の「土地家屋俊令

返済」の割合を示している．日本と比べて中国は，１９９２年以降，住宅ローン支出が急激に

増加していることがわかる．これは，「住宅改革」（第３章３８頁脚注２参照）による，0年

代以降の住宅商品化政策が浸透しつつある結果と考えられる．第３章および次章でみるよ

うに，現在の中国の都市部においては，経済発展とあいまって，持ち家志向が非常に強い

ことがわかる．

８
６
４
２
０

1988年1992年2002年2004年

出所ｓ国家統叶岡城市社会経済凹査司囲（2006a）《中国城市（砿）生活与価格年屋、３４頁
および緯務省焼叶岡（2005）『家計四五年紐平成１７年」より作成

図4-7実支出以外の支出に占める住宅ローン支出の割合
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第４幸中国国家統計局「都市家計閥査」結果の実際の数値を用いた検討

3．東北三省，黒飽江省，ハルビン市の収入と支出比較

前節では収入および支出の主要項目の日本との比較を行ったが，ここでは,東北三省，

黒龍江省，ハルビン市の収入と支出の比較を取り上げる．

(1)中国東北三省の概況と生活

中華人民共和国の東北三省（遼寧省・吉林省・黒龍江省）中華人民共和国における地域

をブロックに分けた区分では「東北区」と呼んでいる．東北三省の中心都市:審陽･大連･ハ

ルビンである．2005年人口は遼寧省4203万人，吉林省：2703.7万人，黒施江省：３８１１万

人，総人ロは約１億１千万人，中国の総人口の8％である．中国の他の地域とは違い，東北

三省の住民は遼寧，吉林，黒竜江の各省の住民としてよりも「東北人」としての意織が大

きいこの原因にはこの地区の独特な歴史，風俗習慣及び言語の一致，河北省，山東省か

らの移民が主に関係している．面積は遼寧省１５万ｋ㎡，吉林省１８万ｋ㎡，黒龍江省46万

ｋ㎡である．東北地区は漢族を主体として，満族，モンゴル族，朝鮮族，オロチョン族，

エヴェンキ，シボ族及びロシア人等の文化習俗に日本・ロシア・朝鮮の国家的風俗文化と

言語が融合した多元文化圏に属している．主要言語は中国北京語(普通鏑である．

下記の地図１に，中国全図と東北三省の位歴を示した．黄色の部分が東北三省である．
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出所：中国まるごと百科本典ＩｗｍＡ"ww・UlChimmlncCumd⑥wTybhmad唾hｍｌ（ZOO7年１１月２０日アクセス）

地図l中国今囿と東北三省の位凪

次に，東北三省の経済的位趾を明らかにするために，2004年の中国年間１人当たり各種

収入ランキングを表4-3に示した．東北三省は中国全32省中可処分収入でみると１７位の

遼寧省，２０位の吉林省，２８位の黒IHI江省と下位半数に分布する＿実収入遼寧省は１５位，

吉林省２１位，黒龍江省は29位と，黒髄江省の経済的位凪は特に低いことがわかる．

－５１－



節４率中国国 叶周「都市家計NII五」結果の実際の数位を用いた検肘

霧
出所：国家銃叶 民家庭収支国立l寵g十年i旨》より作成

（２）黒竜江省およびハルビンの概況と暮らし

東北三省中経済的位極がもっとも低い省である黒竜江省について取り上げる．

黒竜江省は（こくりゆうこう-しよう，ヘイロンチヤンシエン,排音:Heil6ngiiangSheng)，

吉林省の北，内モンゴル自治区の東に位匝し，省都は培爾浜（ハルビン，ハルピン）であ

る．北部は黒竜江をはさんでロシアと国境を接している．また，文化教育施設，教育普及

率と進学率は中華人民共和国のなかで高い水準にある.黒江竜省の地図を下に示す(地図２)．

－５２－
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第４章中国国家統計局「都市家計鯛査」結果の実際の数値を用いた検討

０

詔

出所：中国まるごと百科車典htlpWWwwalIchinainlbmcoWdown/ChinadisLhIml（2007年８月２０日アクセス）

地図２黒龍江省の地図

ハルビン市は女真族が１１１５年に金という国（1234年滅ぶ）を建てた時に始まる．２０世紀

初頭には東北地域の物資集散地となり，農産物の取引など商業活動が発展して日本やロシ

アなどとの貿易も始まった．東滑鉄道の建設によりロシア帝国の支配下で近代都市として

発展したが，１，３２年，もと清の宣統帝であったi嚥儀を執政として日本が槐艤国家（偽満州

国）を建てて以来，日本式の都市建設が行われたため，和洋中が混在する街となっている

（写真4-1)．１９５４年８月，松江省と１日・黒龍江省が統一されて現在の黒龍江省が誕生した

ことにより，恰爾濱市が省都と定められた2．

写真4-】ハルビン市中央大街入口（2007年３月温撮影）

2嗜爾演市は，黒竜江省の経済・政治・文化の中心地である．培爾涜市の総面積は５．３万ｋ㎡で，その中，
市区面積は1623ｋ㎡で，平均標高は132ｍ～200ｍである．唱爾積市境内で，大きい河川は１３があって，
いずれも松花江水系と牡丹江水系に属している．

－５３－



第４章中国国家統計局「都市家計調査」結果の実際の数値を用いた検討

行政としては７区と１２市県からなっている（写真4-2）

写真4-zハルビン市社区の分布(2007年３月劉可撮影）

ハルビン市の人口は，２００５年現在，９７５万人で，市区３１８万人．ハルビン市は松遼平原

の中部，松花江の左岸に位種し，江辺都市である３．冬の"氷雪節，,（氷祭り：写真4-3）は氷

で積み立てた大型の氷灯が有名で，世界各地から観光客が集まる．

函
写真４－３第７回ハルビン氷雪大世界（祭り）

出所：

http://imaRe.ｃn.yahoo.ｃ０m/search?p=%E5%93%88%E5%B09694%E6%B８%A8%E5%86%B0%E鍬9B%AA%E8%８

A%82&ei=UTF-8（2007年１１月２０日アクセス）

］中温帯大陸季節風性気候で，年平均気温は3.8度で，氷雪で親われた季節が４ケ月もある．恰爾渡の都

市名は消朝の満族語の"恰爾涜屯，､，意味は"扇状な島wから由来である．（その他以下の言い方もありま

す．女其語"阿勒錦"から転化してきて，“名誉，栄誉，,の意味を含んでいる）．恰爾涜市はとしての歴史

は1097年からと言える．ハルビン市のシンボル花はライラックである．松花江対岸の"太陽島，，が夏の家

族連れと観光客が架まる有名な観光地である．

－５４－



第４章中国国家H斑叶岡「都市家叶鯛査」結果の実際の数位を用いた検討

恰爾漬は"東方の小パリ,，と称され.若い女性はファッションに敏感で,高級婦人服を経営

する専門店が多い．ハルビンは，新潟市と姉妹都市となっており，日本式の庭園も設けら

れている．

（３）ハルビン市居住民の生活水準の位極

まず，収支項目に数値をあてはめて，中国大都市平均，大都市の北京・上海とハルビン

市を比較する（表4-4）．これによると，ハルビン市は，世帯収入も,消費支出も,北京,

上海はもちろん，大都市平均と比べても低い．消費支出の中で，被服および履物費のみが

大都市平均より高い．これは寒冷地ハルビン市の気候に由来するものと考えられなくもな

いが，下記表4-5にみる，黒iiU江省の平均よりかなり高いのは，ハルビン市の歴史的・文化

的な要因も加わっているということができる．

●

表4-4全国・北京・上海・ハルビン市都市居住民世帯収支比較（2005年）

（単位：世帯,人,元）

■函一面一一
一一一一

■面百Ｆ円

一両一両一Ｆ－Ｆｍ
－雨一両■￣麺＝雨
Ｐ雨両立両面一冠面面唾､訂司

注：大都市平均とは，人口50万人以上の大都市の中から３６都市毒抽出した平均値である．

出所：国家綻叶周強市tt今軽済画査司掘（ZOO6a）《中国城市（釦生汚辱価格年匿》１１α113頁より作成．

次に,全国平均,東北三省,黒龍江省の消費支出をハルビン市のそれと比較する(表4-5)．

これによれば，東北三省は，全国平均に比べて，食料，家具・家事用品・修繕，交通・通

信，教育・教養娯楽，住居で低く，医療保険で高い支出をしている．その東北三省と黒龍

江省を比べれば，食料，交通・通信，教育・教養娯楽，住居でさらに低い

－５５－

大都市平均 北京 上海 ﾉ､ﾉレピン

IDU在世帯 16,547 2,000 1,000 500

平均世帯人員 2.93 2.92 3.01 2.83

世帯収入総額 14,304 7０ 19,533.33 20,602.,0 1ｑ410.36

(一)勤め先収入 9,746 0９ 13,6妬.3４ 14,280.65 6295.21

(二)事業収入 589 5０ 213.70 798.07 880.75

(三)財産収入 237 6０ 1,0.44 212.17 1３２３５

(四)移転収入 3,731 5２ 5,462.85 5232.00 3,182.05

うち:可処分収入 13,082 7６ 17,652.,5 18,645.03 10,064 7６

消費支出 10,014 00 1324420 13,773.41 7,897 1７

1.食料 30628.65 4,215.56 4,940.06 Z,717 3８

２ 被服および屈物 813.85 1184.14 940.45 1,082 5０

３ 家具･家U医用品および修緬 551 0３ 852.18 800.30 3７１ 7３

４ 医療保健 800 8５ 1,295.76 796.ｍ 797 6８

５ 交通･通信 1,317 1８ 1,943.48 1,983.72 759 5６

６ 教育･敦獲娯楽 1,479 1５ 2,186.55 2272.76 1,195 1６

７ 住居 910 4６ 1,039.78 1,412.11 722 6２

８ その他消費支出 352 8４ 526.76 、7.20 250 5５



第４幸中国国家統叶局「都市家叶醐査」結果の実際の数位を用いた検討

その黒､１１江省のなかでも，省都ハルビン市は，当然ではあるがすぺてに省の平均より高

い支出をしており，特に被服および履物，医療保健，教育・教義娯楽は，全国平均を上回

る．

表4-5全国・東北三省・黒龍江省・ハルビン市の消費支出比較（2005年）

（単位：元）

●

出所:国庫統叶岡城市拙今梓漉四正司佃(2006a)《中国城市(賊)生活与伍裕年､:》66-68頁および中通人民共和国

国庫統叶周（2006）《中国統叶年匿-2006》352頁より作成

４．まとめ

以上，本章では「中国国家統計局『都市家計調査』結果の実際の数値を用いた検肘」と

題して，４つの比較検肘を行っている．

まず第１は，1985年からの収入源泉構造の時系列変化を追い，中国の社会主義市場経済

の進展の度合を示した．第２は，年間可処分所得の七分位グループ間格差の時系列変化を

追い，中国経済の変容とともに，人々の経済格差が拡大していることを示した．第３は，

日本の「家計統計」を用いて，中国と日本の収支綱造の違いを比較し，両国の生活様式や

消費生活の違いを示した．第４は，広大な国土を持つ中国の地域間の生活様式の違いや格

差を概観した．

中国国家統計局「都市家計調査」を用いたこれらの４つの比較からは，中国国家の経済

の変容とそれに伴って変遷する人々の生活が手に取るようにわかった．人々が日斉行う経

済活動は，国の生活実態を示し，年月や距離や国を越えた比較を可能とすることに，家計

統計の堕要さや可能性を改めて感じた．

次章では，本章で把握した生活実態を基に，ハルビン市で行ったインタビューから，さ

らに現代の中国の人々の生活をさらに明らかにしてみたい．

－５６－

全国平均 東北三省 黒龍江省 ハルビン市

食料 2,914.39 2,477.65 2,O7L62 2,717.38

被n日および履物 800.51 806.86 師7.96 1,082.5

家具・家庭用品および修繕 446 5２ 291.45 ２８２ ７８ 371.73

医療係RＥ 600 8５ 687-22 ６１３ 1５ 797.68

交通・通個 996 7２ 6”､5３ 596 9７ 751.56

敏脊・敦養娯楽 1,097 4６ 822.1 802 4９ 1,195」６

住居 808 6６ 772.83 695.23 7.2ｍ

その他消費支出 ２７フ 7５ 284.83 237.81 250.55
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第５章ハルビン市におけるインタビュー調査

1．ハルビン市の生活風景

第２章から第４章まで，中国国家統計局「都市家計調査」を用いて，収支項目の変遷，

家計水準の推移や収支榊造を検討してきた．私はこれらについていつくかの学会で報告を

行ったが，日本人研究者から決まって出される質問があった．その中で，第１に，「移転収

入」とは具体的に何か，それらに対する「移転支出」とはどういうものか，第２に，「住宅

賊入・建築支出」という項目が出てくるが，中国人はそんなに持ち家を職入したり建てた

りするのか，第３に，「財産収入」や，「財産売却収入」が目に付くが実際はどんなものを

さしているのか，第４に，「宝くじ鰯入」が「移転支出」のなかの項目としてあるが，中国

人はそんなに宝くじを買うのか，というものであった．

それについて実際の生活実態からそれらを証明するため，ハルビン市に居住する世帯に

インタビュー調査を行った．ハルビン市とした理由は，先にも述ぺたが，私の出身地であ

り，インタピニーに応じてくれる人がいると考えたためである．

まず，ハルビン市民の最近の生活状況を写真で示しておきたい．すべて，２００７年３月，

帰省時に私が撮影したものである．

ハルビンの街角の，後ろのマクドナルドの店がある広場（写真５－１）では，仕事を待つ

人々が，個人で宣伝活動をしている．写真5-1は，部屋のリフォームや部屋の掃除をする人

で，求人・顧客を待っているところである．写真５－２は，同じ広場の一角で，新聞を売る

人である．

写真5-3は，最低生活保障金を受け取るために銀行に並んで順番を待つ人の姿である．

写真５４は，その時友人と中華料理レストランで食べた品（生野菜と味噌，豚肉の煮物，

豚肉の特製料理）である．この料理は150元（約２ﾕ５０円）であった．

写真5-5は，以下に取り上げる事例４の調査協力者の自宅の一室であり，写真5毛は，

同じく事例，の調査協力者の自宅の一室である．

写真５－１部屋のリフォームや部屋の掃除の顧客

を待つ人の姿(2007年３月温搬影）
写真５－２街で新聞を売る人(2007年３月温搬影）

－５７－
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写真５斗友人と中華料理レストランで食べた品
（生野菜と味噌，豚肉の無物，豚肉の特

製料理）（2007年３月過搬影）
写真”股低生活保障金を取る鋤に銀行に並ん

で順番を待つ人(2007年３月温撮影）

写真５．５本例４の凋査協力者の自宅の一室

（2007年３月温搬影）
写真５－６悪例，の囲査協力者の自宅の一室

（2007年３月温扱影）

2．インタビュー調査の質問項目と協力者の概要

インタビューは，あらかじめ，１０世帯を想定した．

質問項目は表５－１を用意した．録音テープを用意したが拒否されたので，以下の叙述は

あくまでも簡単なメモと記憶に頼っている．また，インタビューの成り行きから，メモの

すべてにわたることを質問できなかった場合がある．

インタビューは，中国語で行われ，私が，日本語に翻訳して記している．

＝

－５８－
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グ

表5-1インタビューE9i問項目

１．基礎１W祝について

(1)家族員数，年齢と性別．民族I，学歴，婚姻情況．戸主．
(2)就職状況について

職業（無業，販売サービス，事務，専門・技術，管理,その他）

産業（公務員，建築，製造，醜気･ガス･水道，運輸,通憤,販売･飲食店，金融･保険，不動

産，サービス,その他）

勤め先の企業形態（国有，集団，私営，外資，その他）

(3)就学生がいる場合は小,中,商，大学の区分．学費，教育関連費用（音楽，スポーツなどか
かる費用)．

(4)収入

世帯収入総額．

収入のある家族貝の毎月の収入額．

賞与はあるか，あるとすればどの程度か．

勤め先収入を主な収入とする場合，それ以外収入の有無（第二職業があるか等)．

２．住宅について

(1)住宅の所有形態．購入した場合は，住宅ローンはあるか，何年間で，毎月いくら返還する

計画か．借家の場合は月家賃，年家賃．

(2)賑入した場合，親が資金援助したか．返す必要があるか．

３．収入について

(1)財産収入はあるか．

(2)移転収入について

①家族扶養収入はあるか．ある場合，月額，年額．誰からか．

②受剛収入があるか.誰から.どこから．

③その他移転収入はあるか．

④実収入以外の収入について

・自家用車を所有しているか．所有している場合「車ローン」があるか．月額あるいは年

額いくらで何年で返済の予定か．

・教育ローンがあるか．月額あるいは年額いくらで何年で返済の予定か．

・その他ローンがあるか．月額あるいは年額いくらで何年で返済の予定か．

・これらのローンはどこから借りたか．（銀行,他の金融槻関等）

４．支出について

(1)消費支出

医療保健支出があるか．病名．医療費はどのぐらいかかるか．

(2)移転支出

家族扶養支出があるか（子ども，両方親，その他)．月額（年額)．

(3)社会保障や私的保険支出，積み立て金など．

個人年金支出，住宅積立金，医療費，失業保険支出，その他社会保障支出．

１すべて漢民族であった．
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以下鯛査時期，綱査協力者，調査方法は次のとおりである．

調査時期：2007年２月２７日～３月４日

鯛査協力者：中国黒竜江省ハルビン市在住者10世帯（温の友人，元職場の同僚，親戚，そ

の他）

調査方法：鯛査協力者の自宅および公共の場，インタビュー言語は中国語．

表5-2に，インタビュー協力者の概要を示した．年齢は20歳代から７０歳に分布し，すで

に述ぺた中国の収入７分位に照らしてⅡ分位からⅦ分位にまたがっていた．協力者は，中

国黒脳江省ハルビン市在住の温の友人，知人，親戚に限られ，10那例と少数であり，決し

てハルビン市の住民を代表的にカバーするものとはいえないが，以下で示すように「移転

支出」や「住宅ローン」に関して，中国都市住民の具体的生活実態がわかる．

表5-2インタビュー協力者の概要

｜
‐
陣
陶
－
１
”
｜
、
｜
肌
一
Ｗ
一
弱
一
「
剰
一
「
皿
一
詞
一
鯛
「
”

lilili ■円稲田

■､､露ｮ■鳳剛珂唖鍔騨=男

2007年５月３０日現在の為替レートで】元＝１５円に換算したものである．

列した．

注ｌ：カッコ内

注Ｚ：低分位か

3．インタビュー調査結果から示された収支項目の具体的事例と生活実態

【鞭例1】Ａさん（39歳，女性）

家族構成

私は病院の着謹婦です．夫は元銀行の警備で，２００２年９月に心繊病で会社での仕事中

亡くなりました．現在私と夫の両親および娘と一緒に住んでいます．義父は78歳で，国

－６０－

皿杏腔
力者

年
齢

性
別

家
族
風
致

年ＩＨＩ世帯収
入：元（円）

年間１人当た
り収入：元

(円）

７分位

階級EII
職業 学歴 住宅

インタビュ

－の場所

JOF例I 3９ 女 ４
19,200

(288,000）

4800

(72.000）
第ｎ分位

掴院
君硬期 灘

1”0年購入
ローン編

晒話

卒倒２ 7０ 女
5,000

(75,000）
５００００

(75,000）
第n分位 無磁 小｡科交

1988年賦入
ローン無

砥賭

１F例３ ４１ 女 ３
25,200

(378,000）
８p４００
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第Ⅲ分位

私営ホテル
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､i技
1993年購入
ローン無

勤め先の
ホテル

Ur例４ 4７ 男 ４
48.500

(727,500）
120125

(l8L875）
第Ｖ分位 公務Eｌ 大学

1”7年IDI入
ローン舐

画査協力者
自宅

⑬例５ 3５ 女 ３
３８，４００

(576.000）
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(192.000）
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国立鰹力者
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F叫入
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口－
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'布
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Ｆ不明
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因五箇力者
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4９．６００
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２００６
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牢1脚人
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田判干伍ｴｶｪ藍

自宅

、例1０ 妬 男 ３
700,000

(10,5000000）
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(3,4”,995）
第Ⅶ分位

不動翫今杜
役風

大学
2003年四入
ローン爲

喫茶店
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有商社を定年退職しました．漿母は７５歳です．娘は１３歳，中学校1年生です．

住宅について

私は結婚してからずっと夫の親と一緒に住んでいます．夫は亡くなったあと，私は娘

を連れてこの家を出ることを考えたことがありますが，両親も年を取ったし，夫のきょ

うだいも少ないし，周りにお世鰭することが出来る人がいないのです．また，娘は祖父

たちと離れたくないため，私が再婚しないうちは，ずっとここに住むつもりです．現在４

人家族で建築面積７０㎡，実用面積４７㎡の住宅楼に住んでいます．この住宅は20年前建

てられた建物です．

家計の状況

私の収入は，月800元（12,000円)，義父は年金収入月400元（6,000円)，義母は元々

仕事に就いていなかったため，年金がないです．夫は会社の仕事中に亡くなったため，

夫の元会社はわが家の生活状況をよく配慮したうえで義母は月200元（3,000円）の生活

費を渡してくれます．娘は１８歳まで，月ＺＯＯ元（3,000円）をもらえます．このお金は

生活費と教育費として使います．日常生活費支出は月８００元（12.000円）ぐらい暖房

費は年1,300元（11,500円）かかります．わが家の困難な状況を地区の区役所に申し出し

審査してもらって暖房費は半分になりました．現在他の子どもが鍵務教育だから，学費

があまりかからないですが，商校に入ったら，もっとお金をかかると思います．今の子

どもたちは，さまざまな塾を通っていますが，わが娘は何にも参加してないです．幸い

娘の成績はとても良いです．

移転収支について

夫が生きていたとき，お正月など私の親にお金や洋服，食べ物などをあげていました

が,現在私の生活状況が良くないため.私の親にはあまりお金などをあげていないです．

逆に私の親から私の娘にお年玉は前より多くもらいます．［寄贈支出については１２，年間

1,000元（15,000円）（職場仲間，親戚，友達などの結婚，誕生日，葬式）くらいです．［受

附収入は]，お正月，夫の方の両親の誕生日のとき，親戚から1,000元(15,000円)くらいも

らえます．

【事例2】Ｂさん（70歳，女性）

家族構成

７０歳で－人暮らしています．夫は５年前病気で亡くなりました．子どもが５人います

が，うち３人はハルビンに住んでいます．あと２人は他の都市に暮らしています．夫が

亡くなったあと，子どもたちは私の生活を心配して一緒に生活しようと誘ってくれまし

たが，まだ独立して生活できるから，一人で現在困ることがないから，しばらく一人で

暮らしたいです．

２［］内は温挿入．

－６１－
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住宅について

一人で現在建築面積６７㎡，実用面積４５㎡の住宅楼に住んでいます．この住宅は夫の

元会社の住宅を低価格で買ったものです．

家計の状況

ずっと仕事がなかったから，現在年金収入がないです，生活費は全部子どもたちから

もらったお金とすこし残った貯金です.子どもたちは親孝行で,何でも固ってくれます．

五人の子どもはそれぞれの生活状況によって，援助してくれます．お金を合わせて年間

5,000元(750,000円）くらいをもらえます.あまり買い物をしないから，5,000元(750,000

円）で十分生活が維持できます．現在の心配は，どんどん歳を取って，病気になったら，

困るということです．

移転収支について

もう歳だから，主に子どもたちからお金をもらえますが，孫たちへのお年玉は年間300

元（4,500円）くらいあげます．

【事例3】ｃさん（41歳，女性）

家族栂成

私は私営ホテルに勤務しています．夫（４３歳）は高校卒業後，私営企業（商社）の運

転手をしています．息子は20歳で，高校卒業後，肉体労働のアルバイトをしています．

住宅について

結婚当初は夫の親と一緒に住んでいましたが,５年ぐらいかけて自分の貯金と親戚から

借金して建築面積は６７㎡，実用面積４５㎡の住宅楼を買いました．その時，夫は燃料な

どの販売しており，貯金ができたのです．現在親戚からの借金も返還し終わり，貯金も

少しあります．、息子が結婚するときには，住宅楼を買ってあげるつもりです．足りない

部分は息子が住宅ローンを組めばいいでも今彼女がいないから，いつ結婚するのか，

まだわかりません．

家計の状況

私の収入は月500元(7,500円),夫の収入は月800元(12,000円),息子は月800元(12,000

円）で毎月の世帯収入は25,000元（37,500円）です．日常生活費支出月1,000元（15,000

円）（水道，ガス，電気代合わせて月８０元（Iﾕ00円)，暖房費年1,500元（22500円）ぐら

い）です．あまり外食せず，家でよく食事をしています．

移転収支について

家族扶養支出は年５００元（7,500円）です（主にお正月時両方の親にお金をあげる)．

昨年夫の親が病気したときかかった医療費はきょうだいたちで分けて500元（7,500円）

支出しました．

［寄附支出は]年間1,000元（15,000円：親戚，友達などの結婚，誕生日，葬式）くらい

です．［受賄収入は]ほとんどありません．

、
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【事例4】、さん（47歳，男性）

家族榊成

公務員として，1980年からずつと同じ職場で働いています.妻は45歳で自営業(販売）

をしています．１５歳の娘（中学４年）と１３歳の息子（中学２年）がいます．

住宅について

住まいは97年に「単位」が所有する住宅を低価格で買ったものです.建築面積８５㎡，

実用面積５５㎡で，現在子どもが大きくなってきたため，狭いのですが，子どもの高校，

大学などの教育費がどんどん増えてくることを考えると，新しい家に買い換える計画は

ありません．

家計の状況

自分の収入は月2,500元（37,500円）ぐらい，年末など，現物収入が少しあります．妻

は固定収入ではないため，月平均1,500元（22,500円）ほどです．それぞれ自分のお金は

自分で管理しています．

支出については，妻は主に生活費（食事，水道，電気など）を出し，自分は子どもの

教育費および子どもに対する小遣いを出しています．家庭内耐久財（主に値段が商いも

の）は，相談して買います．料理は誰か先に帰った方が作り，子どもたちはたまに食べ

たあと，皿洗いなど手伝ってくれます．

娘は将来に音楽大学に行きたいと話しており，現在，バイオリンを習っています．そ

の月謝（週４時間）が150元（2,250円）かかります．また，息子は武術を習っており，

月謝（週４時間）は月120元（1,800円）です．

移転収支について

家族扶養支出は両方の親に年間300元（4,500円）ずつ仕送りしており，たまに食品な

ど買って渡していますが，親も高齢で，健康状態があまりよくありません．その他，友

達，職場の仲間，親戚などの結婚式，誕生日などに年間2,000元（30,000円）ほど支出し

ています．

社会保障などについて

職場で年金，医療保険，失業保険など，その他，住宅積立金も支払っています．

【事例5】Ｅさん（35歳，女性）

家族構成

１９１５年に結婚しました．結婚する前個人経営の印刷会社に勤めていました．今は専業

主婦です．夫は軍人で33歳（大卒)，９歳の娘は小学校２年生です．

住宅について

結婚後，３年ほど別居生活をしていましたが，印刷会社を退職し，ハルビンに来て，夫

と軍隊の公有住宅に住んでいました．その後，2005年に建築面積７０㎡，実用面積４８㎡

－６３－



第５章ハルビン市におけるインタビュー願査

の新築住宅を鯛入しました．軍人の場合，職位があがれば，家を支給される可能性があ

るので，IMI入の際の住宅楼の名義は私にしました．共同財産だから３，名鍵が維でも柵わ

ないのです．蹴入金額は１５万元（2ﾕ50,000円)，リフォームに２万元（300,000円）使い

ました．頭金は１０万元（1,500,000円）で，１０年の住宅ローンが５万元（750,000円）あ

り，月600元（9,000円）ずつ返済しています．

家計の状況

軍人の妻として,2002年より軍人家族手当をもらっており，それが月300元(4,500円）

あります.夫の収入は月2,400元(36,000円〕,年間ボーナスと現物収入など合わせて5,000

元（75,000円）程度で，その他収入は年2,000元（30,000円）ぐらいです．

受贈収入は子どものお年玉くらいです．

支出は月1,300元（19,500円）ぐらいです．暖房費は年間1,500元（22,500円)．娘の

教育費は年間400元(6,000円)，学校飲料水費は月８元(120円),学校給食費月５０元(750

円)，ピアノ月謝180元（2,700円週２回合計４時間）です．また，通学は，叉は自帳車

ですが，冬は「融励車」を使うため月４０元（600円）かかります．

移転収支について

［家族扶養支出は]両方の親に年間300元（4,500円）ずつ現金を渡しています．また，

たまに，食品，洋服，靴などを買ってあげています．５年前，夫の母はガンで亡くなった

のですが，その時の医療費２万元（300,000円）は全部夫が負担しました．

［寄附支出は]年間2,000元（結婚式，誕生日，入学，葬式の祝いなど）ほどですが，４

年前に農村に住んでいる弟が結婚した時は，１万元（150,000円）をあげました．

社会保障・その他舐立金など

夫は勤め先で年金，医療保険，失業保険に加入しています．その他，個人住宅積立金

も支出しています．子どもは学校で「生命意外医療保険」（生命・郡故・医療保険のこと）

に加入しています．

【事例6】Ｆさん（31歳，男性）

家族構成

ＩＴ関連の自営業をしています．妻（２１歳）は商社に勤めており，２歳の息子は，保育

園に通っています．また，元国有企業を早期退職した父（55歳）と母（54歳）と同居し

ています．

住宅について

2003年に古い住宅楼を売って，建築面積105㎡，実用面積は７０㎡の新築住宅を鱗入し

ました．聯入額は１６万元（2,400,000円）で，家の売却代金と貯金および親戚からの借入

金をあわせて，一括で支払いました．

．中国峨姻法第１７条にはそう妃戟されている．
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家計の状況

自分の収入は月5,000元（75,000円)．妻の収入は月1,500元（22,500円）＋超過出来高

賃金です．両親は以前，国有企業に勤めていましたが，１１９７年の企業改革で，早期週､ｆ

者となり，2000年に県からハルビン市に来て同居しています.父の年金は月400元(6,000

円)，母は月３００元（4,500円）です．この他に，両親は毎日家にいることがつまらない

からと，ダンポール，ペットポドル，空き缶などを街で拾って販売しており，月１００元

（1,500円）ほどの収入もあります．

支出については，毎日親が食事を作ってくれるから，あまり外で食べません．1ケ月の

生活費は，1,200元（18,000円）です．母が家計管理をしており，毎月自分たちは1,000

元親に渡しています．息子の保育費は月300元（4,500円)．住宅団地管理費月２０元（300

円)，水道費60元（９０円)，電気代50元（75円)，暖房賢年2,200元（33,000円）です．

、移転収支について

［寄附支出は]年2,000元（30,000円）以上（誕生日，結婚式，葬式など)．貯金の名義は

自分ですが，その他に息子の名鍵で毎月500元（7,500円）を貯金しており，将来大学に

入るとき渡そうと思っています．家で必要な耐久財などを買うときは，家族で相談して

決めています．

□

【事例７】Ｇさん（31歳，男性）

家族榊成

大学卒業後４年間不mb産会社に勤務した後，２回転職して，現在は証券会社で働いてい

ます．妻は28歳，専門学校を卒業後，外資系貿易会社で働いており，現在妊娠６ケ月で

す．－年前から，大学卒業後，販売会社で働いている要の弟（２７歳）と一緒に住んでい

ます．

住宅について

２００５年に結婚し，最初の住まいは賃貸でしたが，２００６年３月に建築面積５８㎡，実用

面積３８㎡の中古住宅楼を購入しました．鱗入価格は】２万元（1,800,000円）で，頭金は

６万元（,00.000円）でした．１０年で返済終了の６万元（900,000円）の住宅ローンがあ

り，毎月６７０元（10,050円）ずつ返済しています．

家計状況

世帯収入については，自分の給料は基本給1,300元（1,,500円）と手当など合わせて

2,000元（30,000円）で，妻の収入は月1,500元（22.500円）で，２人ともボーナスがあ

りません．会社から年間1,000元（15,000円）ぐらいの現物収入があります（正月など少

しお金と食品をもらえる)．妻の弟からだいたい月300元(4,500円）をもらっています．

年間収入総額は45,600元（684,000円）です．

支出については,食費は毎月800元(12,000円)，水道費30元(450円)，電費40元(600

円)，暖房賢年1,300元（19,500円）です．妻が2007年６月出産予定で，会社や病院に行
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<ときタクシーを使うことが多くなったため，目下，交通費は月100元（1,500円）以上

かかっています．

移転収支について）

両方の親とも農村で農業に従事しており，毎年両方の親へ1,000元（15,000円）ぐらい

仕送りしています（主に正月，誕生日などお金と洋服をあげることが多い)．これから，

出産準備などでお金がかかるので，毎月切り詰めて生活しています．出産後は，妻の母

に子どもの世話をしてもらう予定です．

同じ年齢の友達が多いため，この２~３年結婚式が多く，［寄贈支出は]昨年は2,000元

（30,000円）ぐらいかかっています．［受贈収入は］多分出産で，少しはもらえるのでは

ないかと思っています．

【率例８】Ｈさん（56歳，女性）

家族欄成

私は病院の元看護婦で退職した.夫は58歳で,病院の元医者でしたが退職しています．

娘夫婦と孫の３人家族は私たちと同じ建物の３階住んでいます．また，ハルビンに住ん

でいる親戚もいるので，家族・親戚の交流が多いです．

住宅について

現在住んでいる住宅は元勤め先所有の住宅を低価格で買い取ったものです．住宅ロー

ンはありません.娘夫妻も同じ病院で仕事しており，親と近いところに住みたいからと，

同じ建物の三階に住宅を買いました．

家計状況

毎月の年金収入は自分が1,200元（18,000円)，夫は2,300元（34,500円）です．たま

に老人活動センター（老人クラブ）に行き，夫は将棋，トランプなどゲームをやり，私

は，歌を歌ったり，ダンスをしたりします．また，娘の家族は毎日うちで晩御飯を食べ

るので,毎月食費として500元(７，500円）もらっています.孫の世話も毎日しています．

【事例，】Iさん（２８歳，女性）

家族11W成

２００２年に大学を卒業し，銀行員として働いています．夫は２７歳で，２００２年から商社

で物流管理の仕事をしています．お見合いで2006年８月に結婚しました．

住宅について

結婚するとき新築住宅楼を購入しました．建築面穂79.12㎡，実用面積41.77㎡で総

額２４万元（3,600,000円）でした．頭金は８万元（1,200,000円）支払いました．１６万元

（2,400,000円）の２０年返還の住宅ローン（利率4.59％）があり，毎月1,400元（21,000

円）ずつ返済しています．住宅機を聯入する際の頭金は夫の親から，結婚の準備，リフ

ォームなど３万元（450,000円）は自分の親から援助してもらいました．家を聯入すると
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き夫婦の住宅積立金を使いました．私は仕事を４年間して4,300元（64,500円）積立金が

ありました．夫は仕事をはじめて２年間は，住宅積立金をしていませんでした．でもそ

の後の２年間で積立金は6,700元（100,500円）となり，私より多いのです．

家計状況

収入については，自分は毎月1500元(22,500円)の収入があり，昨年のボーナスは8,000

元（120,000円）でした．夫は毎月1,800元(27,000円)，ボーナスは2,000元(30,000円)．

支出については，生活費支出は月１Coo元（15,Coo円）です．

夫の両親の家が近いことから，週末や休みの日など両親の家にご飯を食ぺに行くこと

が多いのですが，親が食事代など受け取らないので，お正月や誕生日の時に，適度にお

金やプレゼントをあげています．食費以外では，交通費は二人で１５０元（2,250円)，携

帯電話費は月120元（1,800円)，暖房費年間は1,700元（25,500円）です．

移転収支について

結婚祝い金として，主に会社の仲間や友達から１万元（150,000円）いただきました．

結婚してまだ１年も経っていないので，年間[寄贈支出]ははっきり計算できませんが，２

人合わせて1,500元（22,500円）支出しました．その他，夫は宝くじが好きで，２元（３０

円）の宝くじを毎日５０元（750円）ぐらい買うことが多いです．

社会保障について

二人とも会社で年金・医療保険・失業保険料を払っています．

【事例１０】』さん（36歳，男性）

家族構成

不動産会社に10年間勤務しています.仕事内容は,会社の管理および住宅楼4の販売な

どです．妻は３４歳で，私営企業の管理職に就いており，６歳になる息子は，保育園に通

っています．

住宅

建築面薇120㎡，実用面静80㎡の新築住宅楼を,2003年に52万元(7,800,000円）で住

宅ローンなしで購入しました．

家計状況

収入については，世帯年収７０万元（10,500,000円）です．その内訳は，自分の基本給

料とボーナスを合わせた年収６５万元（9,750,000円）と，妻の年収５万元（750,000円）

です．

４二階建て以上の無合住宅のこと．

s雄薬物の外壁またはこれに代わる柱の中心線で囲まれた部分の水平投影面積とされている．建築面積と

は実用面積，補助面積と構造面積の３つの部分を合わせたものである．ただし，中国の場合，土地はす
ぺて国有で，個人は土地を聯入することばない．

６実用面積は，日本の占有面積と同装で，実際の居住スペース（寝室，居間，厨房，バスルーム，押し入
れ，テラス）のことである．
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その他に，株式を保有していますが，あまり利益はあがっていません．また，基金（投

資信託）もありますが，少々利益がる程度です．

支出については，２００２年に１５万元（2ﾕ50,000円）で車を鱸入しました．そのため，

はっきり覚えていませんが，さまざまな費用で年１，２万元（300,000円）ほどかかり，ま

た，ガリン代も結榊かかります．息子の毎月の保育費は５００元（7,500円）です．また，

息子のために月1,000元（15,000円）貯金しています．暖房費は，住宅スペース１㎡あた

り34.55元（51825円）で，年間2,800元（42,000円)，水道費100元（1,500円)，地気

代は80元（1,200円）ぐらいです．その他，住宅管理費として，月５０元（750円）ほど

払っています．

毎年家族で旅行をしており，国外にも行きました．２人とも忙しく，あまり家で食珈を

しません．また，息子の世話や自分で保育園に迎えにいけないときなどは，親に頼んで

います．

移転収支について

両親は結榊豊かな生活しているので，金銭的な援助はしていません．たまに物などを

固ってあげたり，一緒に食事したりする程度です．［寄贈支出については]友達，親戚の誕

生日，結婚式，お正月，子どものお年玉などに年間5,000元（75,000円）くらい支出して

います.[受剛収入]は息子のお年玉で,もらったお金は息子名義で銀行に預金しています．

子どもが大きくなったら，渡すつもりです．

社会保障について

社会保険は，年間１人当たり2,000元（30,000円）（息子を含めて）ほどです．自分も

妻も会社で，医療，年金，失業保険を支払っています．

４．まとめ

以上．少数事例ではあるが，中国黒龍江省ハルビン市でインタビュー調査を行った結果

を記した．

協力者は私の友人，知人，親戚に限られ，表5-2にまとめたように，年齢は30歳代が多

く，高学歴で，商収入ということができ，中国の収入７分位に照らして中から上の階層の

ものであり，決してハルビンの住民を代表的にカヴァーするものとはいえない．しかし，

家計鯛査の収支項目分類に添った質問への答えから具体的な中国都市住民の中流の生活が

浮かび上がってきたと言える．

まず第１に，住宅であるが，４０歳代以上の人は公有住宅から低価格で買って，持家を得

たものが多い．また，２０歳～30歳代の人は住宅ローンを使って，住宅を購入することが多

い．特に結婚するとき，親からお金をもらって住宅を買う人もいる．

第２に，同じ都市に住んでいる親世代と子ども世代が多く，しかも，住宅が近く，親世

代に孫を世話にしてもらったり，親の家で食事するという状況がみられる．

第３に，親が農村に住んでいる家庭は親に仕送りする．都市に住んでいる親には，直接
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￣

お金を渡すより，洋服や商品などを買ってあげるほうが多い

第４に，帝INI支出中に，結婚式，誕生日，葬式などの支出が多い．

第５に，商船者の女性は年金をもらえなくて，子どもの扶養責任が通い．

第６に，職場から現金収入以外に，現物給付のある人が多い．

これらの特徴は，中国の国民性や今日到達した生活様式を反映しており，興味深い結果で

あった．特に，第４，第５の特徴は，第３章ですでに述べたように家計統計において，中国

独特の寄飽支出，扶養支出項目として取り上げられており，日本では戦前から戦後の一時

期まであった個人１Ｍ]の金銭の授受が深く意味あるものとして生活に根ざしていることを示

している．

インタビューは10噸例と少数ではあったが，家計統計から把握した現代の中国の生活実

態をさらに詳細に描くことができたといえる．

Ｉ
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まとめ

現在の中国は「日進月歩」という言葉のように，非常に速いスピードで変化している．

経済発展に伴い，国民の生活も改善しつつある．その反面，中国は格差社会が進展してい

る．

中国においては，１９７８年の改革開放経済移行以降，社会主義の市場経済化に伴う経済環

境の念し激な変化により，日本とは比べようもないほど人々の生活も短期間に急激に変化し

た．このような中で，私は，激変する中国の生活問題や格差問題について研究したいと思

った．

そこで，まだ誰も若手していない中国の家計統計そのものに注目することにした．

本麓文の目的は以下の３点である，すなわち，第１に，中国国家統計局の「都市家計調

査」で用いる現金収入項目分類の変遷を追い，中国の改革開放から社会主義市場経済への

変遷が，どのように収入項目分類に反映しているかを検討すること，第２に，中国の市場

経済の進展の度合いと関連していると思われる支出項目分類の変遷を追うこと，第３に，

実際の家計統計数値とハルビン市での事例調査によって実際に中国都市住民の生活実態か

ら，支出項目の意味をさぐることであった．

本研究は，序章に続き，５つの章からなる．以下それぞれの章について得られた知見を述

べる．

第１章，「中国国家統計局『都市家計調査』について」では，中国の「都市家計鯛査」の

沿革，鯛査対象の週定・調査内容，調査結果表および製表についての特徴，収支項目変遷

の概略を述ぺた．日本の家計調査と比較するため，日本総務省統計局の2005年の現行の｢家

計鯛査」を取り上げた．

その結果，中国国家統計局の「家計調査」は，①1956年～1965年（職工家計統計)，②

1966年～1977年空白期，③1,78年～1983年回復・準備期，④1984年～《城市住戸鯛査制

度》と発展してきたことが明らかにされた．①の1956年の家計調査関連資料の入手は困薩

であり，調査票のみ入手したが，中国の収入と支出の初期の分類項目を知ることができた．

統計資料が入手できた1981から2005年までの収入，収支項目分類は，２５年間で多くの変

化があったことが示され，特に第６次５カ年計画（1981-1185）の終わりの1985年，第７次

５カ年計画（1986-1910）中の1988年,第８次５カ年計画（1111-1995）中で改革llM放の加速・

社会市場経済の確立をうたった１９９２年，２１世紀に入ってから定められた第１０次５カ年計

画（2001-2005）中の2002年の家計調査では，新設，廃止，名称変更，再登場など大幅な変

更がみられた．中国国家家計調査の項目分類は中国国家政府の経済体制の変遷とともに変

化していったことがわかった．

第２章，「中国国家統計局『都市家計調査』の収入項目分類の変遷」では，１，５５年から

2005年までの中国国家統計局の｢都市家計調査｣で用いる現金収入項目分類の変遷を追い，

中国の改革M1放から社会主装市場経済への変遷が，収入項目分類にどう反映しているかを
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検討した．

ここから第１に，２０世紀を通じて「国有企業｣，「集団企業｣，「その他個人企業」という

収入発生源泉別区分の仕方が，中国の企業形態分類方法の変化に伴い家計収入項目分類に

反映し，従来の分類が廃止されたこと，第２に，上記収入発生源泉別賃金が，固定給か，

時間給か，上乗せの出来高賃金かという貸金形態別区分を明記し，当初は，生活保障的と

思われる「標池賃金」だけであったが，次第に労働趣や産出趣に呼応する市場経済の競争

原理的要素を取り入れていったこと，第３に，収入項目分類が時を経て多岐にわたり，項

目として１１項目にも及ぶが，これは，中国では1980年代頃から，本業以外のいわゆる第二

職業を持つことが認められていることを示していることが明らかになった．

第４に，日本の総務省統計局「家計調査」の収入項目分類と比較すると，日本は，収入

が入る主体が部分的に性別に区分されているが，中国では（その他の国もそうであるが）

全く区分されていないということ，第５に，福祉戦略，社会政策，福祉国家瞼に関わる収

入項目であるが，それを表現すると思われる「移転収入」という項目は1988年に始めて現

れることが示された．

第３章，「中国国家統計局『都市家計調査』の支出項目分類の変遷」では，１９５５年から

2005年までの支出項目分類の変遷と中国の市場経済の進展の度合いとの関連性を分析し，

その特徴がどのように支出項目分類に影響をしているかをとらえ，ハルビン市でのインタ

ビュー率例調査を加えて，支出項目の意味をさぐった．そこからわかったことは次のとお

りである．

第１に，1955年においては，支出項目は，「食用品支出｣，「非食用品支出｣，「非商品支出」

等に分類されており，かつ，支出の用途によって区別され，政府機関・銀行および国営・

合作社・公私合営企業への支出か，私営企業および個人への支出の区分が重視されていた

ということ，第２に，支出項目分類では，日本での「消費支出」に相当する項目は,1982年

から1991年まで「生活費支出」と括られて，それが「商品lllil入支出」と「非商品支出」と

に分かれていたが，サービス業の発展が，中国経済と都市住民の労働力再生産に大きな意

味を持つようになって以降，この二つの分離をやめていることが示された．

第３に，１９８８年に「非消費支出」という区分が現ｵ1,,2002年に消えるが，中国の「非消

費支出」の中には，「ローン利子支出｣，「保険支出（公私の区分つかず)｣，「扶養支出｣，「寄

贈支出｣，「住宅購入・建築支出」などが分類されている（これらは，２００２年に，ローン利

子支出は「財産支出」に，保険支出，扶養支出，寄贈支出は「移転支出」に，「住宅嚇入・

建築支出」は独立項目にと，分散される)．

第４に，上記2002年にみられる支出項目の変化が大きく，「移娠支出」という区分がはじ

めて現れ（｢移転収入」は1988年にすでにあった)，同時に「社会保障支出」という分類も

登場してきた．「社会保障支出」の中身は，内容例示によれば，個人年金には企業年金も含

まれ，住宅積立金は，マイホーム用の穣立金と解釈できる．これらは日本の同名の項目とは

異なる意味内容をもつことがわかった。
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第４章，「中国国家統計局『都市家計調査』結果の実際の数値を用いた検討」では，実際

の家計統計数値を用いて中国都市住民の収入源泉，支出，格差問題などを取り上げ，日本

の収支項目分類との比較を行った．すなわち，具体的には，第１に，１９８５年からの収入源

泉梢造の時系列変化を追い，中国の社会主義市場経済の進展の度合を示し，第２に，年間

可処分所得の七分位グループ間格差の時系列変化を追い，中国経済の変容とともに，人々

の経済格差が拡大していることを示した．第３に，日本の「家計統計」を用いて，中国と

日本の収支禰造の違いを比較し，両国の生活様式や消費生活の違いを示し，第４に，広大

な国土を持つ中国の地域間の生活様式の違いや格差を概観した．

「都市家計調査」を用いたこれらの４つの比較からは，中国国家の経済の変容とそれに

伴って変遷する人々の生活が手に取るようにわかった．人々が日々行う経済活動は，国の

生活実態を示し，年月や距離や国を越えた比較を可能とすることに，家計統計の重要さや

可能性を改めて感じた．

第５章，「ハルビン市におけるインタビュー調査」では，ハルビン市での事例調査による

実際の中国都市住民の生活実態の一端を明らかにした．

年齢は30歳代が多く，商学歴で，商収入ということができ，中国の収入７分位に照らし

て中位から上位の階圃のものであり，決してハルビンの住民を代表的にカヴァーするもの

とはいえないが，家計調査の収支項目分類に添った質問への答えから具体的な中国都市住

民の中流の生活が浮かび上がってきたと言える．

つまり，第１に住宅であるが，４０歳代以上の人は公有住宅から低価格で買って，持家を

得たものが多く，また，２０歳～30銀代の人は住宅ローンを使って，住宅を購入することが

多い．特に結婚するとき，親からお金をもらって住宅を買う人もいること，第２に，同じ

都市に住んでいる親世代と子ども世代が多く，しかも，住宅が近く，親世代に孫を世話に

してもらったり，親の家で食事するという状況がみられること，第３に，親が農村に住ん

でいる家庭は親に仕送りする．都市に住んでいる親には，直接お金を渡すより，洋服や商

品などを買ってあげるほうが多いこと，第４に，寄附支出中に，結蛎式，誕生日，葬式な

どの支出が多いこと，第５に，高齢者の女性は年金をもらえなくて，子どもの扶養責任が

通いこと，第６に，職場から現金収入以外に，現物給付のある人が多いことが明らかにな

った．

インタビューは１０事例と少数ではあったが，家計統計から把握した現代の中国の生活実

態をさらに詳細に喪付けることができたといえる．

なお本論文は，以下のものがペースになっている．

第１章，第２章は，２００６年８月２２日，（社）日本家政学会生活経営部会（於：東京家政学院

大学）で温が口頭報告したもの（温海燕2006）を加錘・修正し，『昭和女子大学学苑（人間社

会学部紀要）』No.716（温海燕，伊藤セツ2007）に褐戦した論文に基づいている．
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第３章，第４章は，2007年５月１２日，（社）日本家政学会第59回大会（於：長良川国際会駿

場）においてポスターセッション発表（温海燕・宮坂順子・伊藤セツ2007）し，さらに検討を

加えて『昭和女子大学学苑（人間社会学部紀要）』No.808（温海燕・宮坂順子・伊藤セツ2008）

に掲較が決まっている．

なお，第１章から第４章も含む第５章は,2007年６月２日，経済統計学会I関東支部例会（於：

立教大学）で，温が単独で中国の家計の「経済統計視点」を強調して報告し，統計学者の討瞼を

経たものである．

また，第２章，第４章中の日中比較部分は，2007年８月８日，第１４回アジア地区家政学会殿

（マレーシア）においてポスターセッションで発表した（ｗｅ､,HaiyamJunkoMiyasakaSetsulto

2007）ものであり，その時の図表を邦訳して組み込んでいる．

これらの報告は日本家政学会牛清経営部会,経済統計学会関東支部例会でロ頭報告したもの以

外．共同研究の形をとっているが，いずれも筆頭は温であり，共同研究者から，修士鎗文に使用

することの肝可を得ている．

なお,これら口頭報告とポスターセッション発表で使用したパワー･ポイントは,資料として，

巻末に掲較している．

’経済統計学会は日中の統計学者の交流を並視しており，会員の中には中国の国家統計の専門家

もいる．従って中国国家統計局家計調査に関心を示してくれた．ただし，家政学系の学会とは

異なり，統叶のユーザーとしてはなく，統計制度や統計論的に注目している．
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中国国家統計局「都市家計潤査」の家計収支項目分類の変遷に関する研究

一市場経済の進展とのかかわりで－

要旨

生活問題や生活様式の推移を明らかにし，

そこにみられる特徴を研究したいと思った．

しかし，この分野の先行研究は非常に多

く，ここで独自性を出すことはとても困薙

と考えた．そこで，まだ誰も軒手していな

い中国の家計統計そのものに注目すること

にした．

人々の家計状況は人々の生活実態を反映

している．中国の改革開放経済移行以来，

国民の生活問題がどう変化したかを把握す

るため，中国政府の家計関連統計を収集し，

日本と比較しながら分析するには，中国の

生活問題や生活様式の推移を明らかにする

ために有効である．そこでまず，これまで

の中国国家統計局の家計調査の収集に着手

し，その分類項目の変遷を追い，その変遷

が中国の経済政策とどう対応するかを調べ

ることとした．

２．本研究の目的

第１に，中国国家統計局の「都市家計調

査」で用いる現金収入項目分類の変遷を追

い，中国の改革開放から社会主装市場経済

への変遷が，どのように収入項目分類に反

映しているかを検討することである．

第２に，中国国家統計局の「都市家計調

査」の支出項目分類の変遷と中国の市場経

済の進展の度合いと関連していると思われ

る．その特徴はどのように支出項目分類に

影響するかをとらえることである．

第３に，実際の家計統計数値とハルビン

1．問題意繊

中国社会は，少子商齢化の到来，社会主

義の市場経済化に伴う格差等多くの生活問

題を抱えると同時に，生活様式の急速な変

化が進み，新たな生活福祉の課題も注目さ

れている．

私が修士論文に取り組みはじめた２００６

年,中国は2008年の北京オリンピック開催

を控え，国際社会に通用する国家作りを目

指し，都市環境の整備に力を注いでいた．

中国においては，1978年の改革lNI放経済

に移行してから，社会主義の市場経済化に

伴う経済環境の急激な変化により，人々の

生活も日進月歩で進んでいる．その結果，

資本主義経済の国々が抱える多くの生活問

題と類似した問題が現在の中国に起こって

いる．

2007年１０月１５日の中国共産党の第１７

回党大会で，胡錦涜総書記（国家主席）が

中国は「経済力は大幅に向上し，人民の生

活は著しく改善された」という政治報告を

行った.政治報告で胡錦涛は,今後５年間，

党・国家は貧困や環境の問題に配愈しなが

ら持続的な経済成長を目指す「科学的発展

観｣に基づく政治政策を強調した.さらに，

経済成長を優先した結果，深刻になった環

境汚染や格差拡大などのひずみを解消し，

「和譜社会」（鋼和のとれた社会）の実現を

目指すと述べた．

このような中で，私は，激変する中国の
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レインズ中国事業部の中国主要１７都市消

聾・生活実態調査レポート（2005）は，２０

代,３０代中国人則女に行った綱査を中心と

したものであり，王文亮の『格差で読み解

く現代中国』（ミネルヴァ書腿，2006）は統

計を駆使したlMLMfである．

こうした中で，本研究の独自性は次の点

にある．第１に，継も着手していない中国

の家計統計の沿革を1955年の第１吹５カ年

計阿施行中にさかのぼって追い，原資料を

収１１&し，分析の手段としたことである．第

２に，この貴重な資料を使用して，家計調

狂５０年間の収支項目の変遜と中国経済の

市糊経済化の度合いとを関迎させたことで

ある．第３に，ハルビン市のEir例研究（イ

ンタビュー調査）を行い，ハルビン市の生

活実態を具体的に把握しながら，現行の収

支項目分類の意味を理解したことである．

市での珈例調査によって実際に中国都市住

民の生活実態から，特に支出項目の愈味を

さぐることである．

3．研究方法

研究方法として，中国国家統計局が生産

する1955年から2005年までの家計統計を

於礎資料とする．加えてこれらの統i汁の裏

づけとしてハルビン市に限定し独自の少数

事例インタビューを行った．

４．本研究の立脚点・先行研究・独自性

本研究は，中国の家ilI･統計を，社会統計

視点で検討し，生活経営，家庭経済学視点

を加味して考察した．

中国の家計調査について，あるいは家計

調査をⅢいた日本語で醤かれた先行研究は，

1980年代後半からみられる．主なものは，

IODC年代に入って,家i}}統計に注目した九

州大学中国経済研究会の｢中国の家ﾖﾄ綱査」

（『中国の経済制度と統計・会計制度』，

1991）や，王勝今・早瀬保子らの中国東北

部三大都市の生活水ilI1にIMIする調査の中国

語原香（l”l）からの郎択『中国の都市人

口と生活水碓一藩陽・及瀞・ハルビン』（ア

ジア経済研究所，1994)，経済統計学をi1li門

とする川MII延生の中国の家計調査方法論に

関するもの（名古屋商科大学，19943,号

数なし，251-282．『統計学』Ｎｏ．74,1”8)，

（財）家ﾙﾄ経済研究所の大規模な中凶都市

生活のjBI在研究(大蔵符印刷局発行,1998)，

それと側迎する劃敏文の中国の第９次５カ

年計画（1996-2000）と国民生活にIMIするも

の(『季刊家iiI・経済研究』Ⅲ巻第37号,1998）

がある．

２０００年代に入って，中国の国民の生活水

準や消費に関する関心はますますiWiまり，

枚挙にいとまがない．株式会社サイバープ

５．本蹟文の構成

序葹本研究の１１１１題意識・ロ的・研究方

法・先行研究

流ｌ軍中国国家統計局「都市家計調査」に

ついて

筋Ｚ庫中国国東統計局「都市家iII･調査」の

収入項目分頻の変遷

第３歳中国国家統計局「都市家計調査」の

支出項目分顛の変遷

第４蔵中国国家統計局「都市家計調査」結

果の実際の数値を用いた検討

鋪５歳「ハルビン市におけるインタビュー

調査」

まとめ

第１章では，中国の「都市家計調査」の

沿雅，調査対象の逸定・調査内容，調査結

果炎および製表の特徴，収支項目変遷の慨

－８２－



略を述べた，日本の家計調査と比較するた

め,日本の2005年の現行の家計調査も取り

上げた．

第２章では，１，５５年から２００５年までの

中国国家統計局の「都市家計調査」で用い

る現金収入項目分類の変遷を追い，中国の

改革開放から社会主義市場経済への変遷が，

収入項目分類にどう反映しているかを検討

した．

第３章では，１９５５年から2005年までの

支出項目分類の変遷と中国の市場経済の進

展の度合いとの関連性を分析し，その特徴

がどのように支出項目分類に影響をしてい

るかをとらえた．ハルビン市でのインタビ

ュー事例調査を加えて，支出項目の意味を

さぐった．

第４章では，実際の家計統計数値を用い

て中国都市住民の収入源泉，支出，格差問

題などを取り上げた．日本の収支項目分類

との比較も行った．

第５章では，ハルビン市での事例調査に

よる実際の中国都市住民の生活実態を明ら

かにした．

6．結果と考察

第１に，中国国家統計局の「家計調査」

は，①1956年～1965年（職工家計統計)，

②1966年～1977年空白期,③1978年～1983

年回復・準備期，④1984年～《城市住戸調

査制度》と発展してきたことが明らかにさ

れた.①の1956年の家計調査関連資料の入

手は困難であり，調査票のみ入手したが，

中国の収入と支出の初期の分類項目を知る

ことができた．統計資料が入手できた1981

から２００３年までの収入，収支項目分類は，

２５年間で多くの変化があったことが示さ

れ，特に第６次５カ年計画（'981-1985）の

終わりの1985年，第７次５カ年計画

（'986-1990）中の］988年，第８次５カ年

計画（1991-1995）中で改革開放の加速・社

会市場経済の確立をうたった1992年，２１

世紀に入ってから定められた第10次５カ年

計画（ZOOI-2005）中の２００２年の家計調査

では，新設，廃止，名称変更，再登場など

大幅な変更がみられた．中国国家家計調査

の項目分類は中国国家政府の経済体制の変

遷とともに変化していったことがわかった．

第２に，中国国家統計局の「都市家計調

査」で用いる現金収入項目分類は，２０世紀

を通じて「国有企業｣，「集団企業｣，「その

他個人企業ｊという収入発生源泉別区分で

あった．中国の企業形態分類方法の変化が

家計収入項目分類に反映し，従来の分類が

廃止され，固定給か，時間給か，上乗せの

出来高賃金かという貸金形態別区分に代わ

った．さらに，当初は，生活保障的と思わ

れる「標準賃金」だけであったが，次第に

労働畦や産出鉦に呼応する市場経済の競争

原理的要素を取り入れていったことがわか

った．日本の総務省統計局「家計調査」の

収入項目分類と比較では，日本は，収入が

入る主体が部分的に性別に区分されている

が，中国では全く区分されていないという

こと，中国では「移転収入」という項目が

あることが特徴であった．

第３に，1,55年から2005年までの支出

項目分類の変遷と中国の市場経済の進展の

度合いとの関連性を分析した結果，1955年

においては，支出項目は，「食用品支出｣，

「非食用品支出｣，「非商品支出」等に分類

されており，かつ，支出の用途によって区

別され，政府機関・銀行および国営・合作

社・公私合営企業への支出か，私営企業お

－８３－



よび個人への支出の区分がIli視されていた

ということがわかった.支出項目分類では，

日本での「消費支出」に相当する項目は’

1982年からＩ９９ｌ年まで「生活費支出」と

括られて，それが「商品嚇入支出」と「非

商品支出」とに分かれていたが,サービス

業の発展が，中国経済と都市住民の労働力

再生産に大きな意味を持つようになって以

降，この二つの分離をやめていることが明

らかになった．また，中国の「非消費支出」

の中には,「ローン利子支出｣,｢保険支出(公

私の区分つかず)｣,｢扶饗支出｣,｢寄剛支出｣,

「住宅鵬入・建築支出」などが分類されて

いた．

２CO2年に支出項目の大幅な変史があり,

「移転支出」という区分が現れ,同時に｢社

会保障支出」という分類も登場してきた.

「社会保障支出」の中身は，内容例示によ

れば，個人年金には企業年金も含まれ，住

宅禰立金は，マイホーム用の積立金と解釈

できる．これらは日本の同名の項目とは異

なる意味内容をもつことがわかった。

第４に，実際の家計統計数値を用いて中

国都市住民の収入（具体的には’’985年か

らの収入源泉榊造の変化を追った)，支出や

格差問題（年間可処分収入の七分位グルー

プ1111格差の時系列変化や中国の地域、の格

差）などを取り上げたが，中国経済の変容

とともに，人々の経済格差が拡大している

ことがわかった.

また，日本の「家計統計」を用いて,中

国と日本の収支榊造の通いを比較したとこ

ろ，両国の生活様式や消費生活の述いが明

らかになった．

中国と日本の生活支出の比較

ｌｗ＝f,|ﾖﾛﾊ原・･ロー田Ｉ

二
日
●
■ ■1Ｆ■￣■￣女■■毎戸＝￣

IfMlili鑿i鑿i鑿
涼惹藁三$鍋墓..HH;;r為

ポスターセッション発表から

第５に，ハルビン市での耶例調査（10世

補へのインタビュー:年齢は30歳代が多く，

高学歴で，高収入ということができ,中国

の収入７分位に照らして中位から上位の階

層）によって実際の中国都市住民の生活実

態の一端を明らかにした.

住宅であるが,４０歳代以上の人は公有住

宅から低価格で買って，持家を得たものが

多く，また,２０歳～30歳代の人は住宅ロー

ンを使って，住宅を購入することが多く，

特に結縮するとき，親からお金をもらって

住宅を回う人もいること，親が農村に住ん

でいる家庭は親に仕送りするが，都市に住

んでいる親には，直接お金を波すより，洋

服や商品などを買ってあげるほうが多いこ

と，寄附支出中に，結婚式，誕生日，葬式

などの支出が多いこと，商齢者の女性は年

金をもらえなくて，子どもの扶養責任が重

いこと，職場から現金収入以外に，現物給

付のある人が多いことが明らかになった．

インタビューは10噸例と少数であり，決

してハルビン市の住民を代表的にカヴァー

するものとはいえないが，家計統計から把

握した現代の中国の生活実態をさらに詳細

に裏付けることができたといえる

－８４－
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“公民有又各如実提供国家銃汁凋査所需的情況''。

“属干私人、家庭的単〕Ui凋査材料，非姪本人同意，不得泄露，'・

引自《中隼人民共和国銃汁法》

１－１０

城慎居民家庭生活凋査同氾IlIf

二○○年月

Ｐ主姓名ﾉ洵号230100

本月全部牧人期初手存fIL金(9100)＿＿元 うじ

全部収入 元期末手存現金(9700)＿元

全部支出本月三''２家庭人｢｣在家用餐人次数 ７Ｕ

本ｊｊ家庭人ＩＭﾐﾀﾄ用餐人次数

磐市凋査良一互節

吟示演市社会錘済ilH1査叺制

－９０－
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現金牧人

単位:元

ロ■■■■■■■■Ｕ■■
■■■■■■■Ｕ■■

Ｕ■■

畳＝＝畳＝詔
■■■Ｉ■■

■■=■＝■＝■■＝
■■ﾛ■■■■■■■■■
■■■■■■■■U■

－９１－

人員代号 ２ ３ ４

所有制

姓名

鏑碍 金額 鯛関 金額 編碍 金額 編碍 金額

工資收人 9２１１ 9２１１ 9２１１ ９２】Ｉ

其官労功収入 9212 9２１２ 9２１２ 9２１２

鍾菅浄收人 9220 9220 9220 9220

利息牧人 9２３１ 9２３１ 9２３１ 9２３１

股息虹利牧人 9232 9232 9232 9232

保陰收益 9233 9233 9233 9233

出租勝屋牧人 9235 9235 9235 9235

券老金或寓退体金 9２４１ 9２４１ 9２４１ 9２４１

社会救済牧人 9242 9242 9242 ９２４２

購弄牧人 9246 9246 9246 9246

揖贈牧人 9247 9247 9247 9247

尼ＩＮｆネト鮎 9250 9250 9250 9250

夫）1ｋ保陸金 9260 9260 9260 9260

出租各科物品収入 9320 9320 9320 9320

提取緒蓄存款 9４０１ 9４０１ 9４０１ 9４０１

借入款 9402 9402 9402 9402

其直借銭牧人 9４１１ 9４１１ 9４１１ 9４１１

合汁
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現金支出

単位:元

実物牧人

ロ■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ﾛ■■

■■■■

注：来自工作単位：指米自家庭成員兀作ili位的各秤爽物及服各：

来卜'十人：指ilM責ﾉ．'衆友或其官十人囎送以外的爽物及服労：

来『I其官：指除以I苫il1iJn以外的爽物及服各。

Ｚ

－９２－

圦工喪中扣除的社会保障支出

姓名人員代号 １ ２ ３ ４

鏑四 金額 鯛図 金額 鵜Ｉｉｑ 金額 鏑陶 金額

十人交幼的弄老基金

１｛
ａ
－
Ｄ

Ｑ
〉

１戸
０
戸
Ｏ

ｑ
》

9５５１

１戸
、
５９

十人交幼的住居税金 9552 9552 ９５５２ 9552

十人交幼的医ﾂﾞｧ基金 9553 9553 ９５５３ 9553

小人交幼的失止基金 ９ 9554 ９５５４ 9554

項目 鍋隅 金額 Jji目 鏑喝 金額

交幼所得税 ９５３１ 存人i1i祷款 9610

損贈支出 ９５３２ 借出款 9620

胸裏彩票 ９５３３ Ikl正借款 9630

聡弄支出 953`Ｉ 緒祷性保隆支出 9640

各秤非締蓄保陰支出 ９５３５ 鈎災有价i正券 9650

在ﾀﾄ就学費用 ９５３８ lLI迩住房貸款 9670

本災金額合汁

ＩＭＩ名

来［I単位

鋪円
数量

(斤）

金額

(元）

来自十人

鏑碍
数量

(斤）

金額

(元）

来自其官

鏑固
数雄

(斤）

金額

(元）



１－１３（本文p､15）拡大版

食品支出

本叉金額合汁一～＿一元

］

－９３－

品名 如送人情打イ 代鴎 合汁

大
米

[１期

斤

－工

１１１］

面
粉

日期

斤

ﾉじ

1１１２

其穣

官食

ｕｌＷ

斤

ＪＵ

1１１３

面

包

日期

斤

ﾉじ

１１ル１

大慢

尖

垪等

日期

斤

一元

1１１４

糧
食
制
品

其
亡

日期

一斤
｜工

1１１４

淀及

薯

粉芙

日期

斤

ﾉＥ

1120

及
制
品

豆
炎

日期

一元 1１３０

香

油

日期

斤

一元

１１４１

豆
油

日期

斤

元

1１４１



1－１４（本文p､１６）

居住、医行保健、交通通汎、娯宋文教美等各科服劣支出

本預金瀬合iｋ－ﾉヒ

1０

－９４－

｢1期 ０Ｍ名 I、位 鏑関 致璽
金額

(元）
ｕ期 1ｌｂ名 '１ｶ．位

鏑

額
珂

全
く

)月ギ1【 7１１０ ｢巳僑，1１ 丹2２１

１２１何腸１Ｋ

金折卿
712(） 贄 oDnoT

xｋ錨

山 澱

液化ｲTiIll

2I職

１５;i元/恥

0.;Ｗ９元リ受

､(〕斤/嘘

721(）

7220

7232

１１生費

満安溌

物血

清理illl

０１

７ 11(）

００
０

管道煤'〔ﾂﾞ1１ 1.()()元/ｳｶﾞﾎﾟ 7２３３
難修

I1ii各溌
7:１２(〕

一
正

一
●
▲
Ｉ』

｝
工

一
に

一
厄

ニ
ウ
ロ
ク ﾉじ ノじ 鯛偶 小１１

菊ＩＨＩ礎

激ドト１１１（（IjP1W，

臆ﾘｸﾞ澱

430(）

411)(）

･ｌｎＩＩＯ

参Ｘｌｌ耐U(【

鰹身活ｊＪｊ

621(）

622(〕

｢Ｊ１体旅ｉＭｉ 6230

}('ﾋﾟ又奴活幼費 6240

澱水及参薄＋５ (i:111

｜ル又鉛絃育

,．.;２$!：蝋

又労教flP､jJbｲﾔ費

~TNFT訂７７Z『
･十

壊毅

r￣

6３２１

|'魁型
6:《2.1

』
Ｊ
叩
》

、
Ｒ
ｕ

か
ｏ

ihr内公ノミ丈jl1l

１１１$i’八’１

５１．１４

愚1４５

_|剛｣i-1iL塾
ijw没iX灘ｼ(’

821(Ｉ

3220



1－１５（本文p､16）

衣着、用品美商品及各称服各支出

本ﾘ〔金額合iｌ＿元

Ⅲ

－９５－

ＨＷｌ 名
LU

lIK1

単
位 代隅 数(it

金額

(元）
日期 品名

単
位 代碍 数量

金額

(元）

男式服装 件 ２１１０

男式服装 件 ２１１０

男式服装 {'１： ２１１０

女式服装 ２１２０

女式服装 ２１２（）

女式服装 ｲト ２１２（）

童装 件 ２１３０

童装 件 ２１３(）

蘋装 ２１３０

夜行材料 ２２００

鞍炎 双 ２３００

鮭炎

戦炎

家居清治

H１品

Ｘｉ

ＨＨ

２３００

２３００

３４３０



1－１６（本文p､17）

"第三糸$……｡蛙居群な性EI治姐鯛和公民有又労如尖提供国家銃汁ijM査所需要的Wi呪｡”

"第一ｌｌＵ祭：……。届十私人、家庭的甲項１Ｍ1台資料，非鍾本人liil窓，不得泄露。’’

一摘自《中ＩＦ1人民共和国銃if法，

批准机矢：国家銃汁局批准文\；国銃1Ｆ（2001）５５号表リ：W101、W201-W205表

で夕

城市居民家庭生活情況凋査表

二○○年月

地区鏑屑

戸鯛屑、~、~、

戸主姓名：

朕系屯活：

坊同貝：

互宙貝：

整宙員：

国家銃汁局黒尤江燗査忌叺

－９６－

ｒｒｒｎ~ｒｒｒｒｒｒｒｒｎ

期初手存現金（犯）

期末乎存現金（ｊ①

本ｊ]JuL牧人（ﾉIj）

本几ｕ文１１｝（上）

本）l11Z家庭人ｕｲI;家川桜人吹

本川家庭人Ll在外lWff人次

旅跡人i欠

旅赫ｲﾋﾞ鋤



1-17（本文pl7）

家庭人員基本｡情況

本表在升姶妃椎的鋪一卜月完整填扱，共他月扮又填写戊生交功人艮的姓名、代碍与交幼指杯代瑠

住房基本情況（鋒キー月扮或新升P喚狐）

－９７－

序１Ｊ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７

姓名

句i川I査有本人矢系

Ｐｕ状況

何吋米本市居住

民族

性別

生年、

文化程度

蛸姻状況

升lbfi工作年价

就並燗況

並行

収ｌＵＺ

項目
if堕

叩-位
数lli或逸祥四 項目

汁斌

蚊位
数且或逸祥鴎

1.家庭人口 人 鈎応共隊文111金額 ン□

2.現住府.@し迎筑liii枳 Ｊ１竹米 12.欣水情況(日米水、

Ｆ泉水等）

3.房屋戸杖 13.用水情況

4.住宅延筑式rｒ 14.,生没各

5.延筑年价 15.取暖没各

６装惨状況 l装修２未装修 16.炊用燃料使用情況

岐近一次装修吋同 年价
17.除ｒ現住厨，逃有几
処｣〔他住府

猶

峨近一汰装修化釣 ノLｊ (1)IIllH応 猶

7.呪ｲ】､住尻技市坊价(古

汁位
ノ12 j〔逃筑､i枳 １８ﾌ(ﾉﾂＫ

8.1Ⅱ貨庇Ljｿ１１１
Ｊｕ (2)０ＭK居住府 恋

9.日行府１Ⅱ金折算 1〔辿筑ihi枳 19力米

10.11均尻吋何 年价 (3)j['ど用途府 恋

11.IMj尻思金額 ﾉじ 11i座筑面枳 1竹米



1８（本文p､17）１

主要討凧消衡品狐有情し
崖 E’

非拠金(突物及凪秀)牧人笈

。■。

9８

項ロ 単位 数量 JｉｉｌＥＩ 単位 数量

1．摩托卒 綱 13．微波が ニー
８』

２ 家用汽牢 WＷ 14．家ilIl器
ど▲
０」

３ 洗衣机 二■
１０ 15．ｉＩＩ浴熱水器 ど凸

ＩＵ

４ IU沐栩（枢） =凸
0-0 16．消澁碗拒 台

５ 彩色Iu祝机 ４▲
ⅡⅡ 17．洗碗机 台

６ 斌脅机
ム
ト０ 18.位身器材 嚢

７ 家mIU脳 △
ぶＩ 19．楜定Iu活 部

８ 地合背I向 我 20．拶功ｌＵＷｉ 部

９ 拠倣机 架 2ＬＩＭ1ヵ本 柄

10．照扣机 架 22．接人互朕阿的移功ILiIi 部

１１．１M琴
架

23．接入有戦uU拠例路的IＵ

祝机

二■
I=Ｉ

１２．１１i他中商梢爪器 件 24．接人互朕１吋的汁算机
乙邑
ＩＵ

序1J 日期 項目 Bｉn位 鯛関
金額(元）

米自j１h位 来日十人 米日l(他

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

２

３

４

合ｉｆ金額



1－１９（本文pl7）

魂金牧人茨

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
日
日
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
■
■
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
■
■
■
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
■
■
■
■
Ⅱ

－９９－

序リ IJjIl】 人貝(家庭)及收人坂口
項目

嫡隅

家庭成員

代関

金額

万 Ｔ 両 筐Ｉ

．
Ｌ

－
７ /ｈ 分

１

２

３

４

５

６

７

８

９

1０

11

1２

1３

1４

戸
。
１

1６

1７

1８

1９

2０

合汁金額



1－２０（本文pl8）

圦エ盗中わ除的社会保障支出

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

－１００－

序９ ロ川 家庭人員ｌｌ:会保障文lIljii日
項ＩＥＩ

鏑凹

家庭成員

代閏

金額

万 千 百 -１

一
兆

H１ 分

１ 1，十人交幼的非老金

２

３

４

５

６ 2，十人交幼的住尻公枳金

７

８

９

1０

1１ 3，十人交鏑的雁行基金

1２

1３

1４

1５

1６ 4，十人交妨的失並柴金

1７

1８

1９

2０

合ｉＩ・金額



2１（本文pl8）１

現金支出表

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
■
Ⅱ
Ｉ

団
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
日
日
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

園
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
日
日
ロ
ー

田
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
Ⅱ
日
日
■
日
日
日
日
日
日
Ⅱ

厨
Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

国
Ⅱ
Ⅱ
Ｈ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
１

回
■

■
■
■
■
■

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

■
■

101

序号 日期 頂日 数量 j\L位 鏡研
折算

数趾

金額

万 千 面 十

・
し

一
Ｊ ｊｆＩ 分

1

２

３

４

５

６

７

８

９

1０

1１

1２

1３

1４

1５

1６

1７

1８

1９

2０

合汁金額



表3-2支出項目の変遷

１０．５叶面（2000-2005）

2002年

世補支出総額

（－）消費支出

Ｌ食料

２.岐肌および1m物

３．京兵・恵庭用品および催

iｉｉ

。Ｉ医蝦保健

５.交通・通Ｉｇ

Ｉｊ,敬育・牧挺娯楽

７.住居

８.その他梢費支出

（二）住宅砥入・述纂支出

Ｌ住七碩入

２.岨疑支出

（三）〃圧支出

Ｌ四人所得悦支出

２．番耐支出

３.宝くじ膜入

４.扶民支出ｏ

うち:子供への文送り金

５.保険支出

うち:血保険支出

６.その他姪移住支出

（四）Ill歴支出

１.非誹耀性ローンの利子

支出

２.その他

（五）辻会保障支出

1.四人年金省出

２，凹人住宅積立今支出

３.個人医縦費支出

４．１，人失業保険支出

５その他杜会保障支出

英文山以外の支出

ＬＨｉ貯金

２.貸金

ａ備金返済

４.他の保険金支出

５.有箇旺券眼入

６.その他投資支出

７.住宅ローン返済

８.血ローン返週

９.敦育ローン返還

10.その他ローン返迎

１１.その他実支出以外支出

傑色金

6.5叶回（1981-1985） 8.5叶面(1991-1995）

1992年

現金支出

(－）夷支出

１.ｉｎ費支出

１．５叶団(1953-195の

■〆.、1065年■

1.ｒｐＵＨ品鷹入と取得:．
（i)段ｌ８ｒ
⑫)剛企

(3)その他企圏
（⑩クパゴ･酒Pお茶～
（５）ﾓの也蝿■
盛り間hN1且qpLと取得

(1)按庄l瓢
（２）燃料紅ｉ

（３）日用雑貨虹

(4)_家具』nｍ

（副文化』乳頭用品団

⑯）医砠衛生用品餌

⑦その他

3．非191塁吉川

（ｕ顧賀d2kZH・融気長
②サービス支出

（３）文化l9U魁混

（⑭その胆斐由

酊.:貯圏狩り貸し支出

5.-節出翌埒の持出し生

6.月末璽全fB商

7.5計画(1986-1990）

1988年

現金支出

（－）支出総額

Ｌ生活費支出

２，非消費支出

（１）ローン利子支出

（２）個人所糾税支出

（３）その他税金

（４）扶鍵支出

（５）保険支出

（６）その他非ｉｎ費支出

３.特別支出

（１）寄瑚支出

（２）住宅旧人支出

（３）その他特別支出

（二）実支出以外の支出

1.預貯金

２－互助会費入金

３.貸金

４.描全返済

５．他の保険金支出

６有箇筵券四入

７.予約iii入

８.銀行からの住宅ロー

ン返週

９.その他英支出以外支

出

縫越金

1.食料

２.被jIHlおよび皿物

３．旗具･欺庇用品およ

修繍

４.医療保健

５.交通・通１８

６.教育・牧異銚楽

７.住居

８.その他iⅢ色支出

２.非iIW2支出

（１）ローン利子支出

（２）四人所i9視支出

（３）その他樋金

（４）保険支出

（５）扶艮支出

（６）寄閉支出

（７）住宅砺入・趣蟹支出

（８）その他非inlP支出

３，内国凹粟支出

（二）実支出以外の支出

Lfii貯金

２.互助会費入金

３.貸金

４．階金返済

５.他の保険金支H１

６，有価庇弗砥入

７.予約鯛入

８.銀行からの住宅ロー

ン返還

９，その他夷支出以外支

出

織凹金２.扶鍵支出

３`寄附支出

４.その他

英文山以外の支出

LfIi貯金

２.互助会費入金

３.貸金

Mli企返済

５，その他

織凹全

２，扶促支出

３.帝、支出

４，その他

其支出以外の支出

うち：IlllIf企

織趣血

注１:□で囲んだ部分は「別麦」に掲載されていたものである．】981年から1991年までは「生活費支出」として，ｌ”2年から2001
年までは「消費支出」として分罰され，２００２年以降は支出項目分類に統合された．

出所：中華人民共和國國家統計局制定（1955）《全國職工家計調査方案》（非市販品／部内資料）57-59頁及び温・伊

藤(2007)『昭和女子大学学苑』No.796,110-113頁より作成．

－１０２－
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９
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１
２
３
４
５
６

号
７
７
７
８
Ｂ
Ｂ
８
８
Ｂ
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韓曰1995年産案別購買力平価の推計

園安求職来肪者による｢失巣者｣掴査

「統計｣の品質をめぐって－翻訳と8A文(2)

インド統計制度の現状と課囲(上）

フランスの新人ロセンサス計画の動向

鉱エ業指数の銃み方

ミクロデータ利用による日英の雇用構造の比較研究

設備投資関連指標から民間設備投資を暁む

中国31省市の蝕争力評価報告

イギリスにおけるビジネス.レジスター'二ついて

ICT･メディアとジェンダー問題･ジェンダー統叶(1)

地域景況胴査の実施状況

統計の品質(3脂国際統計機関における統計の品質

韓国２Coo年産業別購頁力平価の推計

Ｓフ

ＢＢ

８９

９０

2005.12..25イギリス国家統計局(ONS）世帯サテライト勘定(賦験的)方釜瞳

ジェンダー予算･人中心の予算(1)〔翻択と関迎峨文〕

統計の品質(4):翻訳とnh文－１MF･品質サイトと02004を中心に－

中国国民経済計算体系2002

翰国｢統計法｣改正

日中韓2000年産菜別鴎頁力平価の推計

統計の品質錨(5)-02006と02006サテライト会錨から

EurostBt世帯生産と消費一世帯生産サテライト勘定の方法の提案
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